




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　お金が大好き。

　利益になることが大好きな私ユリアス・ノッガーは、何を血迷ったのか王おう子じ殿でん下かの婚こん約やく者しやになりました。

　彼といると楽しい。

　私にとって、殿下は友人のようなもの。

　いや、親友のようなもの。

　彼が助けを求めれば助けたくなってしまうのだから不思議だ。

　……だけど親友との婚約とは、本当に上う手まく行くのだろうか？

　一度、婚約破は棄き（自分から仕向けたのだが）された私が、殿下との婚約を上手く続けられるのか半信半疑である。

　なんなら、また婚約破棄されても仕方がないとすら思っている。

「ユリアス、君も俺のことを好きだと思っていいのだろうか？」

「はい。殿下のことは思っている以上に好きですわ。むしろ、親友だと思っています」

　殿下の口元がヒクヒクしているが大だい丈じよう夫ぶだろうか？

「え[image: ][image: ]っとだな。そ……その感情のまま俺と結けつ婚こんしてもいいのか？」

「不安ですか？　なら、やめます？」

「いや、そういうことじゃないだろ？　結婚するなら愛情とかが必要にだな」

「ああ、愛がなくても子どもはできます」

「………」

　殿下がものすごいため息を吐はき出した。

「道のりが遠すぎる」

　何が言いたいのか解わかりません。

　とにかく、親友と呼べる彼を私が幸せにしてあげるのだ!!

　そう心に決めて私は殿下の婚約者になることにしたのだった。
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　俺はこの国の王子。

　名前はルドニーク・レイノ・パラシオだ。

　だが、婚こん約やく者しやのユリアス・ノッガーは俺のことを『殿でん下か』と呼ぶ。

　名前で呼ぶことはない。

　いや……たまに『ルド様』と愛あい称しようで呼んでくれることもあるのだが、あれは心臓に悪い。

　心臓を鷲わし摑づかみにされたように苦しくなる。

　これは、俺が彼女に恋こい心ごころを抱いだいているという証しよう拠こだろう。

　最初、彼女を好きになることなどないと思っていたが、彼女の人としての魅み力りよくには勝てなかったのである。

　………………この感情が彼女にもあれば話は早いし苦労はしない。

　だが、そうもいかなかった。

　彼女は恋がどんなものか知らないし、必要性も感じていない。

　そんな彼女が、ずっと嫌いやがっていた俺の婚約者になると言ったので、俺のことを好きなのかもしれないと思ったのが間ま違ちがいだった。

　彼女の中で俺は親友のようなものだ。いわゆる友達以上恋人未満というやつ。

　それが解わかった時の俺の絶望感を察してほしい。

「どうしたらユリアスは俺を好きになってくれるのかと考えているんだが、いい案はあるか？」

　とりあえず、俺の仕事の手伝いに来ていた、側近でユリアスの兄であるローランドと、乳ち兄きよう弟だいのマイガーに聞いてみた。

　二人はその言葉に俺を見つめて固まった。

　最初に口を開いたのはマイガーだ。

「それが解ったら俺、先にやってるよ」

　マイガーの言うことは一理ある。

　マイガーもユリアスを好きな男の一人だからだ。

「お金を積めばどうです？」

　ローランドは興味がなさそうである。

「ローランドだって妹が恋をして幸せになった方がいいだろ？」

「はっきり言わせていただけるのであれば、殿下はユリアスの婚約者にちゃっかりおさまった上に、心まで奪うばおうとするなんて図ずう々ずうしいにもほどがある男ですね」

　敵意が半はん端ぱないのはローランドがシスコンだからだ。

　そんなことは百も承知だ。

「図々しいのは解っているのだが、ユリアスを幸せにしたいのだ」

　俺の純じゆん粋すいな言葉にマイガーが言った。

「お嬢じようを幸せにしたいのは俺もだよ」

「マイガー、殿下に騙だまされるな。ユリアスの恋心が殿下に向いたら幸せなのは殿下だ」

「うわ！　卑ひ怯きようだぞ兄弟！」

　純粋な気持ちのはずだったが、よくよく考えればそれもそうだ。

　俺もそれで幸せになれる。

　そう気づいた時、執しつ務む室しつのドアがノックされた。

　許可を出せば、ドアを開けて入ってきたのはユリアスだった。

「差し入れに来ました」

　ユリアスはニコニコしながら手に持ったバスケットを俺に手て渡わたす。

　バスケットには美お味いしそうなクッキーがたくさん入っていた。

　一つつまんで口に運ぶと、硬かたい。

「硬いな」

「ええ、日持ちも腹持ちも抜ばつ群ぐんです」

「………レポートを書かなければいけないやつか？」

「軍事遠えん征せい用と気づいていただけて、話が早くて助かります」

　嬉うれしそうに笑うユリアスが可か愛わいく見えてしまうのは俺が彼女に恋しているからだろう。

「みんな、こんなに硬いのか？」

「そうです。硬い方が食べごたえと満腹感を得られますから」

「そうか……君のおすすめはどれだろうか？」

　俺が一枚目のクッキーを苦労しながら食べていると、ローランドがお茶を淹いれてくれた。

　助かる。

「私のおすすめはチョコ味です」

　ユリアスは俺にチョコ味のクッキーを渡そうとバスケットから取り出して固まった。

　俺の手には食べかけのクッキーと紅茶のカップがあったからだ。

「殿下、はいア～ン」

「えっ？　いや、それは」

　ユリアスはニコニコしながら俺の口元にクッキーを運ぶ。

　な、なんか、これは照れる。

　仕方なく口を開いたが、クッキーは硬くて嚙かみきれない。

　は、恥はずかしい。

　駄だ目めだ、誰だれかに助けを求めなければ！

　そう思ってローランドとマイガーを見れば、俺に殺気を向けていた。

　マジか！　助けてくれる人間はこの部屋に存在していないのか。

　ようやく嚙みきり顔を上げると、ユリアスが顔を赤らめてこっちを見ている。

「な、なんだ？」

「いえ、まさか本当に口を開けてくださると思ってなかったものですから」

　それは、やらなくて良かったってことか？

　とんだ赤っ恥ぱじをかいた！

　文句を言ってやろうと思ったらユリアスが口元に笑え顔がおをのせて言った。

「今度はもっと食べやすい物を食べさせて差し上げますね」

「食べ……」

「私の手から食べていただけるのは、なんだか婚約者の特権といった感じがして面おも白しろいです」

　な、なんて可愛い顔で可愛いことを言うんだ！

　ヤ、ヤバイ！　心臓がヤバイ!!

　俺がユリアスを見つめていると、マイガーが彼女の足元にしゃがんで見上げた。

「お嬢、俺にもアーン」

　ユリアスはそんなマイガーのおでこを指で弾はじくと言った。

「マイガーさんは両手ふさがってないでしょ？」

「デコピン、御ご馳ち走そう様さまです！」

「はっ！　思わず………ドＭを喜ばせてしまった」

　ユリアスの視線がマイガーにうつって良かった。

　たぶん俺は今、顔を真っ赤にしているに違いないからだ。

　ローランドが水を運んできてくれて俺は少し落ち着いた。

「ローランド」

「なんでしょうか？」

「ユリアスは俺を好きなんだろうか？　それとも、素か？　まさか狙ねらってるのか？」

「……素でしょうね、たぶん。僕にもしてくれると思うので……試ためしてみましょうか？」

「ああ、頼たのむ」

　ローランドはマイガーと言い合っているユリアスに近づき言った。

「ユリアス、僕にも食べさせてくれるかい？」

　ユリアスはヘニャっと笑うとローランドの口元にクッキーを寄せた。

　ま、負けた気がする。

　なんなんだ、あのゆるんだ可愛い顔は！

　俺にはしてくれないゆるんだ可愛い笑顔。

　あの顔をしてもらえるまで頑がん張ばらないといけないのか？

　目的地が霧きりに包まれてしまってどうしたらいいのか解らん!!

　頭を抱かかえたくなったのは言うまでもない。

　俺は項垂うなだれるマイガーを見つめながらため息をついたのだった。
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　僕の名前はルチャル。

　養よう護ご施し設せつ育ちで、ショートボブの金きん髪ぱつと碧へき眼がんの『童顔』やら『可か愛わいい』やらと言われることがコンプレックの子し爵しやく家けの次男坊ぼうだ。

　僕の仕事は我わが国くにの王子であるルドニーク殿でん下かの婚こん約やく者しや、ユリアス様の護衛だ。

　僕の他にはバリガという商家の三男で青い長髪を三つ編みにした男もいる。

　スッゴい美人だから最初は女性だと思ったんだけど、声が低くてビビった。

「「今日より、護衛を務めさせていただきます」」

　はじめてお会いした時ユリアス様はバリガより綺き麗れいな顔を驚おどろきに変えて僕らを見つめ、そして優やさしく美しく笑った。

「こんな素す敵てきな殿との方がたに護衛されるなんて、世界中の女性を敵にまわしてしまいそうだわ」

　僕らは、女性に間ま違ちがわれることには慣れていた。

　それなのに、ユリアス様は僕らが男だと直すぐに気づいてくれたのだ。

　本当に嬉うれしかったんだ。

　それはバリガも一いつ緒しよだったらしい。

「あの人の護衛になれるなんて幸せだ」

　バリガはいつもユリアス様をキラキラした目で見つめていた。

「バリガはユリアス様に惚ほれているよな」

「……商家の……いや、商売をしている家の男は皆、一度はユリアス様に惚れるもんだ」

　当たり前のことのようにバリガは言ってたけど、当たり前ではないと思う。

「ユリアス様が婚約したと聞いた時、どれだけの男が涙なみだにくれたか」

「そうなんだ………バリガも？」

　バリガは笑えみを浮うかべただけだったけど、泣いたんだと思う。

　それはさておき、行動力の塊かたまりであるユリアス様はいろんな所を移動する。

　庶しよ民みんの商店街に行くって言った時は勘かん弁べんしてほしいって思った。

　何も知らない貴族令れい嬢じようが庶民の商店街をうろつくなんて護衛泣かせとしか思えない。

　バリガもいい顔はしなかった。

　それでもユリアス様は、聞かずに出で掛かけてしまう。

　振ふりまわされる未来を想像し僕は絶望した。

　けど違った。

　ユリアス様を見ると庶民の誰だれもが笑え顔がおを深め、挨あい拶さつをし、慕したわれているのが一いち目もく瞭りよう然ぜんだったんだ。

　ガラの悪い男達ですらユリアス様を見ると勢い良く頭を下げる。

「ユリアス様、いい肉が入ったんだよ！　食べてくかい？」

「ええ、いただくわ。おいくらかしら？」

「ユリアス様から金なんてもらえねぇよ！」

「まあ！　ただより高いものはないのよ。ちゃんと払はらうわ」

「じゃあ、半額でいいよ！」

　串くしに刺ささった焼きたての肉をユリアス様はわざわざ僕達の分まで買ってくれた。

　なんていい人なんだ。

「ユリアス様、私のことは犬とでも思い、気を使わないでください」

　バリガが困った顔ですごいことを言っている。

　僕は肉を頰ほお張ばりながらその様子を見つめた。

「バリガさんは犬ではないし、百歩譲ゆずって犬だとしても私は飼い犬に食べ物を与あたえないほど落ちぶれた令嬢ではないのですよ」

　ユリアス様がニコニコしながらバリガに肉の串を渡す。

「ありがとうございます。家宝にいたします」

「今すぐ食べなさい」

「…………………………は、はい」

　バリガはちょっとおかしいやつだと、その時気がついた。

　そんなユリアス様について次に向かった先は、僕には懐なつかしい場所だった。

　町外れの養護施設は昔と違って建物も建たて替かえられ、子どもも普ふ通つうの服を着ていた。

「姫ひめ様さまだ！」

「姫様～」

　子ども達がユリアス様に駆かけ寄よる。

　いろんな話を必死に話す子ども達の頭を撫なでてあげながら、ユリアス様はニコニコと笑う。まるで聖母のような人だと思った。

「ザイルスがわざとボールに穴あけたんだよ！」

「馬ば鹿か！　言うなよ！」

　って声とともに子ども達が一いつ斉せいにユリアス様から離はなれた。

　一人必死な様子で逃にげ出だしたのが解わかった。

「ザイルスを捕つかまえなさい」

　ユリアス様の口から命令がくだると、足の速い者がまわり込み、逃げ出した子どもを挟はさみ撃うちして見事な連れん携けいプレーであっという間に捕まえてしまった。

「ザイルス、言いたいことは？」

「ご、ごめんなさい！」

「他には？」

「………」

　ユリアス様の怒ど気きが見えるようだ。

　周りの子どもも青い顔をしている。

「………」

「謝あやまったぐらいでは破れたボールは直ったりしませんよ！」

「………」

　取とり押おさえられたザイルスがポロポロと泣く。

「ボール一つであっても誰かが一いつ生しよう懸けん命めい造り上げた物なのよ。自分で一生懸命造り上げた物を壊こわされたらザイルスはどんな気持ちになる？」

「もうしません。ごめんなさい～！」

　ユリアス様は泣きじゃくるザイルスを抱だきしめると言った。

「次は許しませんよ」

「はい。ごめんなさい」

　こんなにちゃんと叱しかってくれる大人は昔はいなかった。

　いや、ボールすらなかったか。

　なんだか養護施設は昔とは変わったようだ。

　そんなユリアス様を見られて僕はこの仕事につけて良かったと本気で思ったんだ。







　最後にユリアス様はお城にやってきた。

　ルドニーク殿下に会うためだ。

　婚約者とはいえ部屋に二人きりにすることは世せ間けん体ていが悪いということで、ドアの外にバリガが立ち、僕は部屋の中で衝つい立たてを挟んで後ろ側に待機することになった。

「養護施設に行ったんだって？」

「いつも通り……ボールに穴をあけた子がいたので叱りました」

「ユリアスに怒おこられたんじゃ皆みな、震ふるえ上がったんじゃないか？」

　楽しそうなルドニーク殿下の声の後、チュッとリップ音がした。

　えっ？

　今の、キスした？

　その後も連続でリップ音が。

　ルドニーク殿下!!　あんた何してんだ!!

　思わず衝立の向こうを見ると、キスなんてできるような距きよ離りに二人はいなかった。

　なんなら三メートルぐらい離れている。

　だが、なおもリップ音が聞こえる。

　やがて、リップ音が止まると殿下がため息をついた。

「気がすんだか？」

「チッ」

　ああ、あれ、リップ音じゃない。

　あれは、舌打ちだ。

　ユリアス様がルドニーク殿下に舌打ちしていたのだ。

「ボール、寄付してやるから落ち着け」

「二人きりの時ならしてもいいと言いましたよね？」

「まあ、言ったが………しすぎじゃないか？」

「受け止めてくださいませ」

　ユリアス様はとても幸せそうに笑っていた。

　二人の信しん頼らい関係が垣かい間ま見みえた。

　舌打ちなんて普通怒っていいと思う。

　それを躊ちゆう躇ちよなく実行するユリアス様と、それを許すルドニーク殿下。

　お似合いの二人じゃないか。

　僕は覗のぞいたのがバレないようにニヤニヤしながら衝立の後ろに戻もどった。

　二人の話が終わりユリアス様と廊ろう下かに出たらバリガの目に涙が浮かんでいるのが解った。

　同じ勘かん違ちがいをしたのだろう。

　だが、二人の邪じや魔まにならないよう本当のことは秘密にしておこうと僕は心に決めたのだった。
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　王おう妃ひ様さまにお茶に呼ばれたのは、清すが々すがしい初夏のある日のこと。

「ユリアスちゃんも最近は寂さびしいんじゃなくて？　ルドニークから手紙ぐらい来てるのかしら？」

　王妃様の言葉に、殿でん下かが何ど処こかに行っているのだと気づいた。

「手紙の類たぐいは………」

「一カ月も留守にするなら手紙ぐらい出したってバチは当たらないでしょうに！　ねぇ～」

　一カ月もいなかったとはじめて知りました。

　殿下も私も建国記念日の準備をするのに学園を休ませてもらっていたため、顔を合わせる時間が取れなくなったのも理由の一つだと言い訳しておきたい。

　溜たまりに溜まったイライラを舌打ちにして連続で受け止めてもらってから、そんなにも時間が経たっていたなんて、新商品の開発に没ぼつ頭とうしすぎたようだ。

　殿下、気づかずごめんなさい。

「でも確か、ユリアスちゃんが開発した缶かん入りクッキーを大量に持っていったみたいだから食べるものには困ってないかしら？　ユリアスちゃんは今、どんなものを開発しているの？」

　そういえば一カ月前、軍事用に開発した非常用クッキー缶（激げき硬かた）を殿下が大量受注してくれていた。

　殿下なら帰ってきたらレポートを提出してくれることだろう。

「今は建国記念日に打ち上げる花火の開発をさせていただいております」

「まあ、あの、言いにくいことなんだけれど……」

「はい」

　王妃様は眉まゆを寄せて困ったように言った。

「あのね。今回の建国記念日には獣じゆう人じんの国の要人を招くことになっていてね。ほら、獣人って耳がいいから大きな音がとっても苦手らしいのよ。だから、花火は打ち上げられないの」

　なんてことだ。

　せっかくの計画が台無しではないか。

　獣人には会ったことがなかったがそんな問題があったとは。

　まだまだ私にも知らないことがたくさんある。

　とくに獣人のことは何も知らないと言っていい。

「ちょうど今、ルドニークは獣人の国に行ってるのよ」

　なら、殿下が帰ってきたらいろいろ聞いてみるのもいいかもしれない。

　獣人の国の特産はなんだろうか？

　私が次の構想をねっていると王妃様がクスクスと笑った。

「ユリアスちゃん楽しい？」

「……はい」

「ルドニークがいないことに気がついてなかったでしょ」

　図星をつかれて思わず黙だまってしまった。

「ルドニークはきっとユリアスちゃんに心配をかけたくなかったのね」

「心配ですか？」

「獣人の国は治安がいいわけではないの。力が全ての国だからこそなんだけれど……そんなところに行くなんて言って、ユリアスちゃんが不安になるんじゃないかって心配したのね」

　たぶん違ちがう。

　殿下は私が土産みやげは勿もち論ろん、特産物の輸入権やらを欲ほしがると解わかっていたから言わなかったのだ。

　最近何か物足りない感じがしていたのは殿下のツッコミがなかったからか。

　殿下がいないと解ったら、なんだか寂しい気がしてくるから不思議だ。

「ユリアスちゃん、寂しくなった？」

「………まあ、そうですね」

「ユリアスちゃんが寂しがってたって言ったらルドニーク喜ぶと思うわよ」

「そうでしょうか？」

　私が首を傾かしげると王妃様はまたクスクスと笑った。

「ユリアスちゃん、ルドニークが帰ってきたら『ルド様がいなくて寂しかった』って言ってごらんなさい。きっとルドニークの船旅の疲つかれなんて全部とれちゃうんだから！　ほら、練習。言ってみて」

　そんなことで船旅の疲れがとれるのだろうか？

「………殿下がいなく」

「ダメダメ！　〝ルド様〟って言うのもあの子にはポイントなのよ！」

「そ、そうなんですか？」

　私は一つ咳せき払ばらいをしてから言った。

「ル、ルド様がいなくて………さ、寂しかった……です」

　言ってて恥はずかしくなってきた。

「可か愛わいい!!　これでルドニークはユリアスちゃんにメロメロね！」

　なんだか王妃様に精神力をガリガリ削けずられるお茶会だった。





[image: ]






　王妃様とのお茶会の後、私はモヤモヤとした感情を抱かかえていた。

「何な故ぜ一言、獣人の国に行くと言ってくださらなかったのでしょうか」

「ユリアスさん、それってまさか浮うわ気きじゃないよね？」

　マチルダさんに愚ぐ痴ちをこぼしに来れば、マチルダさんの弟で子しになったバナッシュさんに〝浮気〟という言葉を出され息を吞のんでしまった。

「浮気ですか？」

「そう、獣人の国の人は、皆みな綺き麗れいで可愛いらしいって聞いたことがあるの！」

　そこで浮気なんてされてしまえば、即そく婚こん約やく破は棄きという展開もあるかもしれない。

　私がそんなことを考えているうちに、マチルダさんがバナッシュさんの後頭部を高い音とともに叩たたいていた。

「痛いった！」

「何お嬢じよう様さまを不安がらせてるの！　お嬢様、安心なさってください。王子はそんなことができる人間ではありませんわ」

　痛そうに頭を抱えるバナッシュさんがふてくされたように口を尖とがらせた。

「それでも、可愛い獣人の女の子に襲おそわれたら好きになっちゃうかもしれないじゃないですか！　愛人とか!!」

「うちの子はそんなことしないわ！　馬ば鹿か弟子はこれだから」

「師し匠しようだって男性のなんたるかが解ってないです！」

　二人が睨にらみ合あう中、私は苦笑いを浮かべた。

「殿下は浮気はしない気がします。むしろ、浮気する前にきちんと婚約解消をする人だと思います」

「ユリアスさん……大だい丈じよう夫ぶよ！　王子様が浮気なんてしたら私がぶん殴なぐってあげるから！　だからそんな悲しそうな顔しないで」

　バナッシュさんは私を強く抱だきしめた。

　バナッシュさんに抱きしめられて、少しくすぐったい気分になる。

「王子が本当に浮気なんてしたら国が滅ほろびるレベルの壮そう大だいな予言書を書いてあげるわ。勿論、私が持っているバンシーの力を総動員してね！」

　マチルダさんは可愛くウインクしてくれたが、国が滅びるレベルの予言書なんて本当に物ぶつ騒そうなのでどんな理由であれやめてほしい。

「それに弟子、お嬢様の婚約者を奪うばった張本人が何言ってんのよ！」

「そ、そうだけど！　ユリアスさんはラモール様のこと好きじゃなかったんだし、結果的に王子様と婚約できたんだから、私のことはいいの！」

　マチルダさんはフンッと鼻を鳴らした。

「とにかく、王子が浮気するなんて本当に考えられないことです。ですから、お嬢様は安心して王子が無事に帰ってくることだけを考えていればいいのですよ」

　マチルダさんはニコニコと笑った。

「実は、王妃様に殿下が帰ってきたら〝ルド様がいなくて寂しかった〟と告げるようにと言われましたの」

　私の言葉を聞いた途端、二人は瞳ひとみをキラキラさせた。

「何それ！　すごくいいじゃない！　やった方がいいよ！」

「流石さすが王妃様！　自分の息むす子この萌もえポイントを確実に押さえてる！　王妃様、恐おそろしい子」

　その後、ニヤニヤした二人にこの首の角度の方が可愛いだの、目を潤うるませた方がいいだのと無茶な練習をさせられたのは、もう思い出したくもない。
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　自分の名前はバリガといいます。

　商家の三男として生を受けた騎き士しです。

　見た目が女性的な自分は、女性に間ま違ちがわれることが普ふ通つうで男らしさとは無む縁えん、いくら鍛きたえてもつかない筋肉に嫌いや気けがさす日常を送っています。

　そんな自分ですが好きな女性がいます。

　伯はく爵しやく家けのユリアス様です。

　はじめて会ったのは彼女が十歳さいぐらいの時で、彼女の美しさと聡そう明めいさに我わが兄弟全員一ひと目め惚ぼれしたというのは今では笑い話であります。

　そんなユリアス様が婚こん約やくしたと聞いた時は、この世の終わりだと本気で思い夜な夜な涙なみだで枕まくらを濡ぬらしたものでした。

　ユリアス様の婚約者が商家の中でもカモと呼ばれる上客だったということもあります。

　得体の知れない置物や調度品はキュリオン侯こう爵しやくに売りつけろと言われるほどの、目め利ききとは程ほど遠とおい人物の息むす子ことの婚約に自分以外の商家の息子も絶望に打ちひしがれたものです。

　そんなユリアス様が婚約破は棄きされたと聞いた時は、街中の商家の息子がユリアス様にお見舞いの品を贈おくりました。

　自分もその一人です。

　その後、ユリアス様からお礼状が届きました。





『この度たびは傷心の私のために素す敵てきなプレゼントをありがとうございました。

　貴方様あなたさまからのお心こころ遣づかいに心が温まるようです。

　今後ともノッガー伯爵家と仲良くしてくださいませ』






　短い手紙だったが、自分の宝物である。

　このままユリアス様と親しくなり、ゆくゆくはユリアス様を自分のお嫁よめさんに……。などと考えていたら、ユリアス様はあっさりと国のトップである王子殿でん下かと再婚約。

　そして自分は未来の国母の護衛騎士に任命されました。

　愛する人を一番近くで護まもれる幸せと、けして手に入らない存在になってしまった絶望の狭はざ間まで自分はもがきました。

　ユリアス様の護衛騎士に任命されたのも、女性的な顔立ちから男と意識されないだろうという理由だけで選ばれたのだと知って、悲しくなりました。

　何よりユリアス様は殿下を愛している。

　たぶん。

　前に……王子殿下の執しつ務む室しつで……キ、キ、………キスなさっていたようだし……ズビッ………な、涙で前が………。

　いや、王子殿下など関係ない！

　自分はユリアス様を生しよう涯がい護り抜けばいいだけの話だ。

　それに、王子殿下は多発する子どもの誘ゆう拐かい事件の応おう援えんで獣じゆう人じんの国に行き、一カ月も帰ってきていない。

　これはチャンスかもしれない。

　ユリアス様が王子殿下が嫌いやだと言ってくださるなら、自分はユリアス様と一いつ緒しよに逃にげてもいい。

　ユリアス様が王子殿下に愛あい想そを尽つかせば………。

「バリガさん」

「は、はい！　なんでしょうか？　ユリアス様」

「あの、お聞きしたいことがあるんですが……いいですか？」

「勿もち論ろんです！　なんなりと」

　ユリアス様は顔を少し赤らめて言い辛づらそうに視線をそらした。

　なんて可か愛わいらしいんだ！

　ユリアス様のそんな可愛らしい顔、誰だれにも見せたくない。

　同じ護衛のルチャルですら邪じや魔まだ。

「ユリアス様、必要なのはバリガだけですか？」

「いえ、そうでは………ルチャルさんにも聞きたいのですが、あの、王おう妃ひ様さまに殿下が帰ってきたら寂さびしかったと伝えるように言われたのですが……寂しかったと言われるのは嫌ではないですか？」

　なんだその残ざん酷こくな質問は？

「そりゃ嬉うれしいですよ！　な、バリガ」

「………ああ」

「あの、あと、殿下より、ルド様と呼ぶ方が喜ぶと聞いたのですが、それも本当ですか？」

　ルチャルはニコニコしながら言った。

「そりゃ、王子は名前で呼ばれることあんまりないから、名前で呼ばれた方が特別感が出て嬉しいと思いますよ」

　ユリアス様は意見を求めるように自分を見上げてくる。

「………喜ぶと思います」

　顔を赤くしたまま自分の騎士服の裾すそを摑つかむとユリアス様は上目遣いに言った。

「練習したいので、付き合っていただけますか？」

　か、可愛い!!

　プルプルしながら真っ赤な顔で上目遣い。

　抱だきしめていいだろうか？

　連れて帰っていいだろうか？

「ユリアス様、僕も練習付き合いますよ！」

「ルチャルさんありがとうございます！　どうしても恥はずかしくて上う手まく言えそうにないので助かります」

　すぐに自分から離はなれルチャルの右手を両手で摑むユリアス様。

　ずるいぞルチャル。

　つい睨にらむとルチャルはニヤッと笑った。

　ム、ムカつく。

「バリガ、殺気飛ばさないで」

「飛ばしてない」

「無自覚かよ」

　ユリアス様はキョトンとした後、ルチャルの手を握にぎったまま『殿下がいなくて寂しかったです』を連発していた。

　それはむしろ、ユリアス様が己おのれに暗示をかけているようにも見えて複雑な気持ちになる出来事だった。
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　その日、マイガーさんと店の買いつけに行くことにしていた私は港に来ていた。

「お嬢じよう、この布可か愛わいい」

「こちらの布も手て触ざわりがいいですね」

　二人で、ああだこうだ言いながら船の積み荷を物色していく。

　護衛騎き士し二人は少し離はなれた所からこちらの様子をうかがっていた。

「お嬢、兄弟が帰ってきたら優やさしくしてやりなよ」

「？」

　突とつ然ぜんの言葉に驚おどろいてマイガーさんを見れば、ニコニコしていた。

「寂さびしかったと伝えるように王おう妃ひ様さまから言われているんです」

「それはいい。あいつスッゲー喜ぶと思うよ」

　マイガーさんの笑え顔がおに私も笑顔を返した。

「実際、殿でん下かが国内にいないと気づいてから……何かつまらないと感じている自分がおりまして」

「兄弟に惚ほれた？」

「それは、解わかりません」

「即そく答とうは可哀想かわいそうだよ」

　マイガーさんはクスクス笑った。

「俺もお嬢にいないと寂しいって思われたい」

「マイガーさんはいないと寂しいより困ります。稼かせぎ頭がしらでしょ？」

　マイガーさんはヘニャっと顔をくずした。

「最高の褒ほめ言葉だね。恋れん愛あい要素はゼロだけど」

「恋愛要素は要いらないでしょ？」

「お嬢が冷たい」

　実際、恋愛要素とはなんなのかいまだに解っていない自分である。

　マイガーさんにいくら求められても出すことができない代しろ物ものなのだ。

　その時だった。

　港が騒さわがしくなったのは。

「どうやら、兄弟が帰ってきたみたいだね」

　マイガーさんの視線の先を見ると大きな船が港に入ってくるのが解った。

「お嬢、出で迎むかえてやろうぜ！」

　私はマイガーさんについて船着場へ。

　遠目から見ても大きかったが、近づけば近づくほど相当大きな船だと解った。

「あ、兄弟が出てき……」

　マイガーさんが指差す方を見れば殿下が下りてくるところだった。

　マイガーさんの言葉が詰つまった理由は真っ赤なフワフワの長い髪かみの毛けに、獣けものの耳がついた人物が殿下の腕うでにしがみついていたからだと思う。

　長なが袖そでのわりに、お腹なかが出るほど丈たけが短い上着と太ももまでしかない短いズボン、それに膝ひざ上うえの靴くつ下した、短いズボンから細く長い尻しつ尾ぽが伸のびている。

　耳も尻尾もフワフワで瞳ひとみは金色パッチリ、まさに『可愛い』を形にしたような子。

　年ねん齢れいは十歳さいぐらいだろうか？

　数年もしたら妖よう艶えんな美女になるんじゃないだろうか？

　そう、殿下は少女とおぼしき獣じゆう人じんを腕にぶら下げていたのだ。

　これは、もしかして……またなのか？

　婚こん約やく破は棄きという言葉が頭をよぎった。

　私がフリーズしているとマイガーさんが心配そうに私の顔を覗のぞき込こむ。

　私はいつもと変わらない笑顔を作ってみせた。

「お嬢！　俺あいつのこと、ちょっと殴なぐってくる」

「へ？」

「お嬢にそんな顔させるなんて許せねぇよ！」

「そんな顔って……」

　私はどんな顔をしているのだろう？

　そんなことを思っている間に殿下が気がついたようで、こっちに手を振ふるのが見えた。

　どうしよう。

　手を振り返せばいいのだろうか？

　私が悩なやんでいると、目の前に白い猫ねこ耳の女性が現れた。

　そして次の瞬間には護衛のバリガさんに抱かかえられ、これまた護衛のルチャルさんが剣けんをかまえていた。

　一いつ瞬しゆんのことで何が起きたのか解らず周りを見れば、マイガーさんが白猫の獣人さんを地面に押おさえつけている。

「離せこのやろう！　この国の男は女に暴力をふるうのか！」

「お嬢に害なすやつは、女だろうが子どもだろうが容よう赦しやはしない」

　マイガーさんの冷たい声にただ事ではない何かあったのだと悟さとった。

「マイガーさん、何があったのか解らないのだけど」

「この女がお嬢に爪つめを立てようとしたからお仕置きだよ」

　私の言葉にマイガーさんはいつもの口調でそう言った。

　見れば彼女の爪は鋭するどく尖とがっていた。

　私、狙ねらわれたのか。

「ミーヤ何やってるんだ！　悪い、マイガー離してやってくれ」

　慌あわてたように殿下が走り寄ってくると、マイガーさんは殿下を睨にらんでから彼女を離した。

「ルド兄様嫌いやだ！　その人怖こわい！」

　殿下が安心したように息を吐はくと、殿下にくっついていた少女が怯おびえたようにしがみつき私を指差した。

「怖いって言われてもな……シュナ、彼女は俺の婚約者だぞ」

　少女は殿下を見上げると絶望的な顔をした。

「……厄やく災さいの臭においがするのに？」

「厄災？」

「怖い！」

　なんだか解らないが怯えられているのは解る。
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　私は殿下に頭を下げると言った。

「殿下、お帰りなさいませ。何やらお話しができる状じよう況きようではなさそうなので、後日改めてお城にうかがわせていただきます。では」

「ユリアス」

「はい」

「すまない」

　殿下は困ったような顔でそう言った。

　その言葉に、私の全身がモヤモヤとしたものに覆おおわれた気がした。

　こんな気持ちになったのははじめてだ。

　私は営業スマイルを顔に張りつけて、もう一度頭を下げると、その場を後にしたのだった。
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　殿でん下かが帰国したその日の夕刻、殿下が家にやってきた。

「さっきは悪かったな」

　殿下の第一声はそれだった。

「いえ、その後、お客様は大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「ああ。あの赤毛の虎とらの獣じゆう人じんは王族なんだが……最近誘ゆう拐かいされてさ。俺が助けたんだが、それ以来人間不信気味で俺以外の人間に怯おびえるんだ。事情が事情だから許してやってくれるか？」

　困った顔で殿下は私の様子をうかがった。

　殿下の腕うでにしがみついていたのは怯えていたからだったのか。

　私の中にあるモヤモヤが少しだけなくなった気がした。

「許すも何も、仕方がない状じよう況きようだったのですよね」

「でも、すまん」

「と、いうか、今は大丈夫なんですか？」

「シュナが風ふ呂ろに入ってる間に魔ま法ほうを使って飛んできた。ユリアスに土産みやげもやりたかったしな」

　殿下はニッと笑うと言った。

「獣人の国で綺き麗れいな羽根飾かざりを見つけてさ」

　そう言いながら上着のポケットからクルクルと巻かれた紙を取り出した。

「羽根飾りには見えませんが？」

「羽根飾りは明日の船で届く。で、こっちは羽根飾りの輸入許可書。君はこっちの方が嬉うれしいだろ？」

　私は許可書を受け取り中を確かく認にんした。

　ああ、本当にこの人は私のことをよく解わかっている。

「ありがとうございます。あの、私もシュナ様方にプレゼントを開発中でして、数日中には出来上がる予定ですので出来次し第だいお届けいたしますね」

「そうか。それと、あの硬かたいクッキーは獣人にかなり評判がいいぞ」

「まあ！　素す敵てきな情報ありがとうございます！」

　獣人様は硬いクッキーがお好き！

　これは、たくさん用意しなくては！

　私がホクホクで笑え顔がおを作ると、殿下もつられて笑ってくれた。

　やっぱり、殿下の側そばは居い心ごこ地ちがいい。

　あ！　私、まだ寂さびしかったを殿下に言っていない。

　私が話を切り出そうとしたその時、殿下はチラリと懐中時計を確認すると立ち上がった。

「悪い。そろそろ戻もどらないとだ」

「そ、そうですか」

「また時間を作って来るから」

　殿下はそれだけ言うと屋や敷しきを後にした。

　ようやく解った気がする。

　これが〝寂しい〟って感情なのだろう。

　私は一人残された部屋の中で重苦しいため息をつくのだった。
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　それから二日後の夕方。

　私が獣人のお客様のために開発していたお土産が完成した。

　殿下が連れてきた大事なお客様に喜んでいただく。

　それは、殿下の婚こん約やく者しやとしての最低限のマナーだと思っている。

　お土産を特注の桐きり箱ばこに入れると、私は城へ急いだ。







　城に着くと、直すぐに殿下の私室に案内された。

　ドアをノックすると、少し疲つかれたような殿下の声が聞こえる。

　私がゆっくりとドアを開けると、シュナ様が書類仕事をしている殿下に抱だきついているのが見えた。

　殿下はうんざりしたような様子だったが、私の顔を見るなり椅い子すから立ち上がった。

「ユリアス！」

「開発しておりましたお土産が完成しましたのでまいりました」

　白猫ねこの獣人さんが目を吊つり上あげて私を睨にらんでいるが、私は気にせず殿下の前に小さな桐箱を差し出した。

　殿下がその桐箱を開けた。

　その瞬しゆん間かん、殿下に抱きついていたシュナ様が部屋の隅すみっこまで飛とび退のいた。

「これは？」

　桐箱の中には紙撚こよりのような物を数本入れていた。

　私は自信満々に言った。

「手持ち花火ですわ！」

　殿下が驚おどろいた顔をしたのを確認すると続ける。

「獣人の皆みな様さまは耳が良く打ち上げ花火の音が嫌きらいだと聞きましたので、手で持つことができ、安全で音が小さくパチパチと儚はかない音しか出ない花火を開発しました」

「ユリアス……」

「それにこの桐箱は内側に蠟ろうを塗ぬり、船旅でも火薬が湿し気けてしまわない優すぐれ物ものです！」

「いや、ユリアス、あのな」

　殿下は桐箱を閉め、言い辛づらそうに言った。

「ずっと、これの開発をしていたのか？」

「はい」

「だからか……」

「なんなんです？」

　殿下は深いため息をつくと言った。

「あのな、ユリアス。獣人は耳がいいと聞いたんだよな？」

「はい」

「獣人は鼻もいいんだ」

「鼻？」

「そして……火薬の臭においを嫌いやがる」

　私は自分がとてつもない失敗をしたのだと気がついた。

「火薬は厄やく災さいの元だから……」

　ようやく解った。船から下りて直ぐに私が攻こう撃げきされそうになったのも、火薬の臭いがしたからだ。

　厄災とは火薬のこと。

　私の心はシオシオとしぼんでいくようだった。

「も、申し訳ございません。知らなかったとはいえ、不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまいました。お許しください」

　私が深々と頭を下げると、真横でスンスンという音が聞こえた。

　ゆっくり音のする方を見れば、白猫の獣人さんが私の匂においを嗅かいでいた。

「シュナ様。この人間カリカリクッキーの匂いがします」

「カリカリ？」

「火薬の臭いがきつくて気がつかなかったけど、カリカリクッキーの匂い」

　私は苦笑いを浮うかべて言った。

「硬焼きクッキーは私が開発したものですわ。今日も持ってきましたのでどうぞお召めし上あがりください」

　私の言葉にシュナ様は瞳ひとみをキラキラさせた。

　そして部屋の角から離はなれると、私に向かって手を広げて近づいてきた。

　これは、ハグしていいのだろうか？

　私は欲望のままにシュナ様をハグしようと手を広げたのだが、一向にシュナ様が私にたどり着かない。

　見ればシュナ様の襟えり首くびを殿下が摑つかんでいた。

「ルド兄様離して」

「はあ？　何言ってる。彼女は俺の婚約者だ」

「だから？」

「気軽に触さわろうとするな」

　シュナ様はホッペをプクーっと膨ふくらませた。

「じゃあ、握あく手しゆだけ」

「……まあ、それぐらいなら」

　殿下が渋しぶ々しぶ離すとシュナ様は私に躊躇ためらいもなく抱きついてきた。

「コラ！　シュナイダー！　彼女は俺の婚約者だって言ってるだろ！　離れろ！」

　シュナイダー？　まるで男性みたいな名前だ。

　私はシュナ様の頭を撫なでた。

　欲望をおさえられなかったのだ。

「撫で撫で嬉しい！」

　その瞬間、ものすごい勢いで殿下にシュナ様を取り上げられた。

「ユリアス！　俺以外の男と抱き合うのは許さない」

　殿下以外の……男？

「シュナ様は女性では？」

「ガッツリ男性だ！」

　こんなに可か愛わいいのに男性？

　ビックリだ！

「私は殿下がシュナ様と恋こい仲なかになってしまうのかと思いました」

　私の言葉に殿下とシュナ様は苦い顔をした。

「ユリアス。俺は君以外と恋仲になる気はない」

　殿下の言葉に心の中が温かくなっていく。

「そうでしたか。てっきり二度目の婚約破は棄きかと」

「本気でやめてくれ」

「だってシュナ様がとても可愛らしいので……」

　殿下はゆっくり息を吐はいた。

「俺はどれだけ君に信用されていないんだ？」

　シュンとしてしまった殿下を見て、私は言い知れぬ幸福感に包まれたのだった。
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　シュンとしてしまった殿でん下かを見て、私はふと大事なことを言い忘れていたのを思い出した。

「私、殿下に話があるのですが」

「この流れで話？　嫌いやな予感しかしない」

「大したことではございません」

「婚こん約やく破は棄きだとか言うなよ」

「もう、言いません」

「もう……」

　私は殿下に近づくと殿下の袖そで口ぐちを摑つかんだ。

「二人きりで話したいのですが」

「何を企たくらんでいる？」

「……」

　殿下はしばらく私を見つめると言った。

「解わかった。俺の寝しん室しつでもいいなら」

「はい」

「シュナ達はここで待ってろ」

　シュナ様は私に心配そうな顔を向けて言った。

「ルド兄様に襲おそわれそうになったら叫さけんでね。助けに行くからね！」

「そんなことするわけないだろ！　シュナ、ぶっ飛ばすぞ」

　殿下は私の腕うでを摑むと、私室の横にある寝室に私をエスコートした。

　殿下の寝室は大きなベッドと少しの家具のみのシンプルな造りをしている。

　殿下はドアを閉めると、ドアの前で私を見た。

「話とは？」

「あの……」

　私が言葉に詰つまっても、殿下は急せかしたりせずに私が話すのを待ってくれた。

　私は深呼吸を一つしてから口を開いた。

「お帰りなさいませ、ルド様。私はルド様がいないことに、しばらく気がつきませんでした」

「……ああ、だろうな」

　殿下は少し複雑そうな顔をした。

「でも、ルド様がいないと知ってからは、なんだかソワソワして早く帰ってきてくれないかと思っていたんです」

「そ、そうか」

　私は少し下を向いて続けた。

「ですがルド様が帰ってきて、ルド様の腕にシュナ様がしがみついているのを見て、婚約破棄しなくてはいけないのかと」

「待て待て待て、シュナは男だ」

「さっき知ったばかりですので」

　殿下は、また苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

　私はもう一度足元を見つめながら言った。

「ですので、ルド様がいない時より……ルド様が帰ってきてからの方が…………寂さびしかった……です」

「……………」

　私が言いたかった言葉を全て言い終わっても、殿下は何も言ってくれなかった。

　おそるおそる顔を上げてみると、殿下は耳まで真っ赤に染まり口元を左手で覆おおっていた。

　ああ、殿下が可か愛わいい。

　私は思わず殿下の腰こしに腕をまわした。

「ユ、ユリアス!?」

「寂しかったんです」

　殿下がヒュッと息を吸ったのが解った。

　そして、息ができなくなるかと思うぐらい強く抱だきしめ返された。

「可愛いことを言うなよ」

　ボソリと呟つぶやかれた言葉になんだか嬉うれしくなる。

　だが、苦しい。

「で、殿下」

「君は俺の婚約者だ。誰だれにも渡わたさない。君が好きだ。君も俺を好きになってくれ」

　物理的に苦しいのは私のはずなのに、殿下の方がずっと苦しそうにそう言う。

　私は殿下の背中をポンポンと叩たたいた。

　すると、殿下が私の顔を覗のぞき込んだ。

「キスしてもいいだろうか？」

　突とつ然ぜんの言葉に今度は私が息を吞のんだ。

　顔が熱くて火が出そうだ！

　殿下は私の返事も聞かずに顔を近づけてきた。

　ああ、触ふれてしまう。

　そう思った瞬しゆん間かん、ドアの開く音がした。

　隣となりの部屋から顔を出したのはシュナ様だった。

「ルド兄様、それは駄だ目めだよ」

「邪じや魔まするな。そして、盗ぬすみ聞ぎきをするな」

「獣じゆう人じん族ぞくは耳がいいんだよ。それより……寝室でチューして、その後何するつもりなの？　いつからルド兄様は狼おおかみになったの？」

　殿下はしばらく黙だまると深いため息をついた。

「せっかくのチャンスが……」

「ルド兄様の婚約者さん！　お名前教えて」

　ああ、そんなことすらまだだった。

「ノッガー伯はく爵しやく家けの長女、ユリアスと申します」

「ユリアス姉様？」

「あ、はい」

　シュナ様はニコニコと笑いながら寝室に入ってくると、私を抱きしめたままの殿下の手をこじ開け、私に抱きついた。

「シュナイダー！　ユリアスは俺のだ！」

「うん知ってる！　でも、獣人の男は番つがいを奪うばい合あう生き物だから」

「恩を仇あだで返すつもりか？」

「ルド兄様は大好きだけど、カリカリクッキーはもっと好き」

　私はクスクスと笑うとシュナ様のふわふわの頭を撫なでて言った。

「明日、たくさん焼いてきますね」

「本当？　ユリアス姉様大好き！　僕と番になろ！」

　シュナ様はそう言って私の胸に顔を埋うめた。

「シュナイダー！　ユリアスから離はなれろ！」

「ユリアス姉様フワフワで大好き」

　シュナ様はさらに私にしがみついた。

　殿下が口元をヒクヒクさせながらシュナ様を引ひき剝はがそうと奮ふん闘とうしたが、シュナ様は一向に離してくれる気配がない。

「殿下、シュナ様が私を気に入ってくださっているのは硬かた焼やきクッキーが作れるからです。シュナ様、私が育てたパティシエを派は遣けんいたしますので私に張りついていなくても大だい丈じよう夫ぶですよ」

　私がそう言うとシュナ様は首を傾かしげた。

「作り方は秘密じゃないの？」

「はい。その話も踏ふまえて、お茶にいたしましょう」

　私はシュナ様に笑いかけてからドアに向かった。

　私から離れるとシュナ様は先に殿下の寝室を出ていく。

　その後を追おうとした瞬間、殿下は私の腕を摑むと抱き寄せ耳元で囁ささやいた。

「俺は君以外を愛することはない。それだけは信じてくれ」

　私の耳を殿下の言葉と息がくすぐる。

　ぶり返す熱を感じながら、私はコクコクと頷うなずいた。

　殿下は私の耳に軽く口を押しつけてから離れると、先に寝室を出ていった。

　残された私は先ほどキスされた耳を手で覆うとうずくまった。

　殿下があんなことするなんて思っていなかった。

　なんだか嬉しいような苦しいような気持ちに、私はどんな顔をしたらいいのか解らなくなったのだった。
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　その日、シュナ様と侍じ女じよのミーヤさんと獣人の料理人さん二名を私の家に招待した。

　勿もち論ろん、カリカリクッキーの作り方をレクチャーするためだ。

　シュナ様は国こく賓ひんだから殿下も一いつ緒しよについてきた。

　はっきり言って気まずい。

　今まで直接的な愛の言葉や行動をしてこなかった殿下が、この前会った時にその両方を私にくれた。

　思いのままモヤモヤを殿下にぶつけた結果、返ってきたのが愛の言葉とか……。

　恥はずかしい！

　けど、モヤモヤはなくなった。







「コンニチハ！　ではメモをお願いしますね」

　料理長がフレンドリーに話しかけると獣人の料理人さん達は驚おどろいたようだった。

　獣人の人達は見た目で怖こわがられたりすることが多いため、普ふ通つうに接してくるのが不思議なようだ。

　だが、我わがノッガー家の従業員は皆みな、人種も出自も様々だから怖がったりはしない。

　そもそも、獣人を怖がるような弱い人間は基本この家にはいない。

　真しん剣けんに料理長の話を聞く獣人の料理人さん達を置いて、私は他の方々をサロンに案内した。

　料理長の奥おくさんであるメイド長が優ゆう雅がにお茶を淹いれてくれる。

　そして、サロンから見える我わが家や自じ慢まんの庭園を眺ながめる。

「どうですか？　硬焼きクッキーもたくさん用意してありますから、お好きなだけ食べてくださいね」

「うん！　ユリアス姉様のお家うちはとっても居い心ごこ地ちがいいね」

　嬉しそうに笑うシュナ様は可愛い。

　こんなに可愛いなら私の小さい頃のドレスを着せてみても楽しそうだ。

「ユリアス、悪い顔してるぞ」

「殿下、私の心を読まないでいただけますか？」

　いつも通りの殿下の反応に少しの安心と少しの残念がやってくる。

「そう言えば、シュナ様方が建国記念パーティーでお召めしになる衣い装しようは獣人の国の民族衣装になるのでしょうか？」

　私の言葉に殿下がゲホゲホとむせた。

　何かマズかっただろうか？

「僕もそのつもりだったのにルド兄様が駄目だって言うの」

　口を尖とがらせて文句を言うシュナ様も可愛い。

　私が殿下を見ると、殿下は口を袖口でぬぐっていた。

　ハンカチぐらい持っていないのか？

「獣人の衣装は駄目だ！」

「何な故ぜです？　私は獣人の衣装に興味があります」

　私の言葉に、シュナ様とミーヤさんの目が輝かがやいたのが解った。

「ユリアス姉様見たい？　なら僕らの国のドレス、プレゼントしてあげる！」

「シュナ様、馬車に用意してありますからとってきます！」

「うんうん！　今すぐ持ってきて！」

　シュナ様とミーヤさんのテンションに呆気にとられていると、殿下が青い顔をして立ち上がった。

「ミーヤ、待て！　シュナも止めろ！」

　ミーヤさんは殿下の声なんて聞こえていないように素す早ばやい動きで馬車へと走っていってしまった。







　ミーヤさんが持ってきたドレスに私は驚いた。

　綺き麗れいなナイトブルーのマーメードラインのドレスで、胸の部分から膝ひざ上うえまでの生き地じはしっかりした物だが、ほぼ全体的に透すけ透けの素材でできていて、一言で言うと露ろ出しゆつが多い。

　この生地をどうやって作るのか気になる。

　露出感をどうにかすればこの生地は売れる。

「下着はこれで」

　ミーヤさんの出してきた下着に私は言葉を失った。

「この下着は獣人族の女性の必殺技わざですからね！」

「…………何も隠かくせていませんが？」

「隠さず見せるものです」

　私は押しつけられた透け透けの下着に、売れるかどうか首を傾げた。

　見ればシュナ様はニコニコしていたが、殿下は両手で顔を隠してしまっている。

　耳まで真っ赤だ。

　殿下、なんだかごめんなさいと思ったがとりあえずこの生地には興味がある。

「必殺技とは？」

「女性から誘さそうための必殺技です」

「！　……すごい。確かに、需じゆ要ようはあるかもしれません」

　効果があるなら夫ふう婦ふ間の刺し激げきにいいのかも？　過激すぎる気もしなくもないが。

「殿下」

「今話しかけないでほしい」

「ですが、輸入の許可書が欲ほしいです」

「！　それを輸入するつもりか!?」

　殿下はいまだに顔から手を離す気配もない。

「需要があると判断しました」

「じ、需要があるのか？」

　あるんじゃないのか？

　私にはないが、世の中には必要な女性がいるハズだ。

「ルド兄様はユリアス姉様に着てほしくないの？」

「やめろ！　想像したらどうしてくれる！」

「想像したら駄目なの？　婚約者でしょ？」

　殿下はやっと手を離したと思うと、今度は耳をふさいでうずくまりアーっと叫んでいた。

　目を強くつぶっている姿がまたとっても可愛いらしい。

「もう、ルド兄様はヘタレなんだから」

「シュナ様、殿下はそこが可愛いのです」

　シュナ様が驚いた顔をした。

「ユリアス姉様、今ノロケた？」

「……そうですね。ノロケかもしれません」

　そうか、これが愛いとしいという気持ちか。

　情けなく見える部分も可愛いとは質たちが悪い。

　これじゃあ、愛しくてたまらなくなってしまうんじゃないのか？

「…………なんて質の悪いことでしょう」

　私は苦笑いを浮かべて殿下の元へ向かった。

「殿下」

　私が耳をふさいでいる手を摑むと、殿下は警けい戒かいしながらゆっくり外した。

「そんなに警戒しなくても」

「君はたまに俺をからかう節がある」

「心外です」

　私はニコニコ笑ってみせた。

「それに、輸入許可書が欲しいのはあの生地です。あの生地でコサージュを作ったら確実に売れますから」

「…………そ、そうか。解った。それなら出そう」

　渋しぶ々しぶそう言った殿下が可愛くて口元がゆるみそうになるのを必死で堪こらえた。

「つまんな～い！　そうだ！　ユリアス姉様着てみせてよ！」

　シュナ様の言葉に殿下は立ち上がり私を庇かばうようにシュナ様と私の間に立った。

「駄目だ。ユリアスにそれは着せられない！」

「えー」

「絶対に駄目だ」

　いざという時にはこうやって助けに入ってくれるのも好きだ。

　自覚したらなんだか殿下が格好良く見えてしまう。

　私はニヤニヤしたい気持ちをおさえて言った。

「申し訳ございませんシュナ様。この国では旦だん那な様さまになる男性にのみ、肌はだを見せることが許されているのです。ですのでこのドレスはもう少し加工しなくては着られません」

「えー、そうなの」

　不満そうなシュナ様に私は言った。

「ですので、シュナ様方の建国記念パーティーの衣装は私がご用意いたします。シュナ様を誰が見ても素す敵てきな殿との方がたにいたしますね。勿論、ミーヤさんのドレスもです」

「本当に？　やった～！」

　シュナ様が跳とび跳はねて喜ぶのを横目に私はニッコリと殿下に笑え顔がおを向けた。

「なんだ」

「シュナ様からいただいたものは、いずれ殿下にだけお見せしますね」

　その瞬間、殿下は指先まで一気に真っ赤に染まり、再びうずくまると耳をふさいでアーっと言い出した。

　そんな殿下を見ながら私はクスクス笑うのだった。
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　獣人様方の建国記念パーティーの衣装を担当させていただけることになってすぐ、私はシュナ様達を自分の店である『アリアド』に招待することにした。

　馬車で店に着くと、マイガーさんが飛び出してきた。

「お嬢じよう！　大丈夫？」

　マイガーさんもシュナ様を女性だと思い込んでいたから心配してくれていたのだ。

「はい、大丈夫です。そんなことよりお客様ですわ」

「そんなことって……」

　馬車から降りてきたシュナ様達を見て、マイガーさんが固まったのが解った。

「マイガーさん、お客様をご案内して」

「……お嬢[image: ][image: ]」

　私はそのまま店の奥にある工こう房ぼうに向かうことにした。

　後ろを確かく認にんするとマイガーさんが深いため息をついた後、営業スマイルしているのが見えた。

「アリアドへようこそ。どうぞこちらに」

　そんなマイガーさんを横目にシュナ様は私に抱きついてきた。

　本当に可愛らしい人である。

　私は思わずシュナ様の頭を撫でた。

「シュナ！　ユリアスにベタベタするなと言っただろ！」

「ルド兄様のケチ！」

　最後に降りてきた殿下にマイガーさんが後ろから蹴けりを入れているのが見えた。

　その人はこの国の王太子殿下ですよ。

　そう思ったけれど、マイガーさんと殿下は乳ち兄きよう弟だい。

　見なかったことにしようと思い、私は無視した。

「さあシュナ様、私の店にようこそ」

　私が店の中に連れて入るとシュナ様はキラキラとした瞳ひとみで店の中を眺ながめている。

「気に入りましたか？」

「うん！　スッゴく綺麗！」

「シュナ様を素敵な男性にコーディネートさせてくださいね」

「うん！」

　素す直なおで本当に可愛らしい。弟がいたらシュナ様のように育てるのに。

　その時、後ろにいたはずの残りのメンバーがなかなか入ってこないことに気がついた。

　不思議に思って外を見ると何故かシュナ様の侍女のミーヤさんがマイガーさんの首に腕をまわして抱きついていた。

　何かあったのかと外に出ると、ミーヤさんに抱きつかれ助けを求めるように殿下の服を摑むマイガーさんがそこにいた。

「助けて兄弟！」

「自分でなんとかしろ！」

「そんなこと言うなよ！」

　なんだろ？　これも見なかったことにしていいだろうか？

「あっ！　お嬢[image: ][image: ]助けて[image: ][image: ]」

　気づかれてしまった。

　仕方なく笑顔で近づいてみた。

「え～っと、何故ミーヤさんがマイガーさんにぶら下がっているのかしら？」

　私が首を傾げると、ミーヤさんがにっこりと笑って言った。

「私、この人に負けたからこの人と番になりたいの」

　その言葉に、私はポカーンとしてしまい、しばらくして我に返った。

　番とは、伴はん侶りよってことでいいのかしら？

　私が真剣に悩なやんでいる間にミーヤさんがマイガーさんに顔を近づけていた。

　そのことにいち早く気がついたマイガーさんが、殿下の服を摑んでいない方の手でミーヤさんの顔面を鷲わし摑づかみにする。あれは女性にしていいことなのだろうか？

「獣人族の雌めすは自分より強い雄おすと番になるのが幸せだと言われてるんだよ！」

　私の横にいたシュナ様が楽しそうにそう教えてくれた。

「それなら！　兄弟の方が俺よりも強いよ！」

「だって、ルドニーク殿下にはもう番がいるじゃない！　私、貴方あなたのためなら家いえ猫ねこになってもいいのよ」

　後半、猫なで声とはこのことか？　と聞いてみたくなるような甘あまい声をミーヤさんが出した。

「家猫も何も、俺はお嬢に爪つめ立てるような野の良ら猫ねこはお断りなの！」

「もう立てないわよ！」

　ミーヤさんは美しい人だ。

　エキゾチック美人とでも言えばいいのか？

　そんな美人に迫せまられて何が不満なのだろうか？

「それに私、貴方が望むなら紐ひもで繫つながれても、い・い・わ！」

　なんとも妖よう艶えんな誘い文句である。

　横で逃げ出そうとしている殿下の顔色が悪い。

「あのね子猫ちゃん。悪いけど紐で繫ぐのって全然魅み力りよく的じゃないんだよ！」

　不満そうに口を尖らせるミーヤさんにマイガーさんは満面の笑みを向けた。

「それに俺は、できることならお嬢に紐で繫がれたい！　むしろ鎖くさりがいい！」

　とんだ営業妨ぼう害がいだ。

　マイガーさんの力説にミーヤさんがキョトンとしていた。

「俺はお嬢にだったら繫がれたいし蹴られたいし踏まれたい！」

　私は店の中に戻もどると他の従業員に声をかけた。

「オルガさんを呼んで」

「はい、すぐに」

　店の前で変態丸出しの台詞せりふを叫ぶマイガーさんの対応にはオルガさんが一番だ。

　オルガさんは従業員がいなくなると同時にやってきた。

「申し訳ございません。すぐに回収いたします」

　オルガさんは目にも留まらぬ早わざでマイガーさんをロープで縛しばり上あげた。

　あのロープはどこから？

　啞あ然ぜんとする面々を後しり目めに、オルガさんはマイガーさんのお腹なかを蹴り上げてからいい笑顔を作った。

「マイガー、営業妨害ですよ。そんなに繫がれたいのであれば私が鎖で繫いであげましょう」

「俺はお嬢に繫がれたいのであって、オッサンに繫がれる趣しゆ味みはないの！　お嬢助けて～」
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「お嬢様のお手を煩わずらわせるようなことを私が許すとでも？」

　真っ青なマイガーさんを肩かたにかつぐとオルガさんは私に柔やわらかな笑顔を向けた。

「お時間をおかけしてしまい申し訳ございません。接客は他の従業員にお任せください」

「そうね」

「それと、今使いを出そうと思っていたのですが、ラオファン国のランフア様がお越こしになっています」

　それを聞き店に入ろうとしたところ、肩を摑まれ、私は殿下を見た。

「君はランフアに何をされたか忘れたのか？　会う必要はない」

　ランフア様には殿下と仲がいいことを嫉しつ妬とされ、誘ゆう拐かいされ乱暴されそうになった上にマイガーさんの代わりに殴なぐられたこともある。

　だが、それがなんだというのか？

「ランフア様は反省と謝罪をきちんとしてくださいましたわ」

「いつ？」

「殿下が私に何も言わずに獣人の国に行っている間にです」

　殿下が息を吞むのが解った。

「ルド兄様、婚約者に黙って行くのは良くないよ」

「元はと言えばお前が誘拐されたからだろ！」

　シュナ様は私の後ろに隠れてみせた。

「とにかく、隣りん国ごくの姫ひめ君ぎみを長くお待たせするわけにはいきませんので中に入りましょう」

　渋しぶる殿下を置いて、私はシュナ様と店の奥に向かったのだった。
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　シュナ様とミーヤさんをうちの従業員に任せ、私はランフア様が待つという貴き賓ひん室しつに殿でん下かと一いつ緒しよに向かった。

　ドアをノックして、中から許可を告げられるのを待つ。

　しばらくするとドアが内側から開きランフア様が顔を出した。

　自みずからドアを開けたようだ。

　今までなら考えられない行動である。

「ユリアス、待ってましたわ」

　親しみ深げに笑え顔がおを向けてくれるランフア様を見ると本当に私の誘ゆう拐かいを指示した人物とは思えない。

　だけどランフア様は私の後ろにいた殿下を見るやいなや、真っ青になって部屋のドアを閉めた。

「殿下、威い嚇かくするのはやめてくださいませんか？」

「威嚇なんてしていないぞ」

　私は殿下をひと睨にらみするとドアを開けた。

　ランフア様はソファの陰かげに隠かくれるようにうずくまっている。

「もう大だい丈じよう夫ぶですわ。殿下には威嚇しないように言いましたから」

　ソファの陰から立ち上がるとランフア様は殿下に向かって深々と頭を下げた。

「私、本当に申し訳ないことをしました」

　殿下は慌あわてたように私を見ると言った。

「これは誰だれだ？」

「どう見てもランフア様ですが？」

「ランフアは謝あやまったりしない」

　殿下の言葉にランフア様はゆっくりと言った。

「私、これまでの人生全てを反省しましたの」

　殿下が信じられないものでも見るような目を向けている。

「ユリアスからいただいた『世界の美女図ず鑑かん』に書かれていた彼女達の末路。反省と慈じ悲ひ深ぶかさを軽かろんじて処しよ刑けいされていった者は数知れないことをルドニーク様はご存じ？　それを読んでから心を入いれ替かえたのですわ」

　私はオルガさんが用意してくれたお茶をテーブルに並べながら言った。

「で、ランフア様。今日はどうしてこちらに？」

「お礼を言いに」

　そう言うとランフア様はソファに座すわってお茶を飲み始めた。

「お礼ですか？」

「そう、お礼よ。ルドニーク様と婚こん約やくできなかった私は国の中に居場所がなくなり、周りから疎うとまれていてもおかしくなかったのですわ。でも、あの本を読んで危機感……心を入れ替え侍じ女じよや執しつ事じも一個人として接するようになり、今では私を前以上に大事にしてくれるようになったの」

「それは良かった」

　ランフア様はクスクスと笑った。

「貴女あなたが手紙に書いたのでしょう『自分がされて嬉うれしいことをする。自分がされて嫌いやなことは誰だって嫌なはずです』と。私がされて嬉しいことを周りにするとすごく驚おどろかれて心配されるのよ！　ルドニーク様にフラれて心が洗われたのだ！　なんてことを言う輩やからまで出てくる始末だわ」

　国に居場所がないなんて悲しい。

　そうならないように私ができることをしただけである。

　そう、ただ忠告しただけだ。

「それに、わざわざ南の島の国王との婚約話まで。本当にありがとう」

　そう、私はツテを使いランフア様と合いそうな王族を探し出した。

　まあ、私のツテを使えばそう難しくはなかったのだけど。

「そんな貴女に相談があるの」

　ランフア様は居住まいを正すと真しん剣けんな顔をした。

「今、ラオファン国では次期国王の座につくのは、お兄様と第二王子であるインスウ王子のどちらかだと言われているの」

　ラオファン国の第一王子ジュフア様と、腹はら違ちがいの第二王子インスウ様は国内でも支持を二分しているらしい。

　ランフア様の話では、ジュフア様は国の要かなめである宝石の採さい掘くつ事業に力を入れていて、それを完全に否定しているのがインスウ様なのだそうだ。

　採掘の仕事は怪け我がや死に繫つながってもおかしくない、本当に危険な仕事なのだという。

　ジュフア様はそんな採掘現場の安全性を高めるため、頻ひん繁ぱんに現地視察などをしているので現場作業している人達からの信しん頼らいも厚いらしい。

　それに引ひき換かえ、インスウ様は危険な仕事を国民にさせたくないと主張して人気を集めているのだ。

　私から言わせてもらえば、仕事をしないのなら収入がなくなり生活できなくなるんじゃないのだろうか？

　本当に国民のことを想おもうなら、安全性を考えているジュフア様は至し極ごくまっとうである。

「お兄様が負けることなんて絶対にないと信じているわ。でも知ってると思うけど、我わが国くにの貴族女性は政治的に使えないと解わかれば価値がないと判断してしまう。だから最大の力になると言われていたルドニーク様と結けつ婚こんできなかった私は、足手まといにしかなれない。そこで、貴女にお兄様の力になってあげてほしいのよ！」

　ランフア様は本当にジュフア様のことが大好きなのだ。

「私にできることであれば喜んでお力になりますわ」

　私の言葉にランフア様は今にも泣きそうな顔で笑った。

「本当は貴女にはお兄様と結婚していただきたいのだけど……ルドニーク様！　睨まないでくださいませ」

　私が殿下を見れば殿下はプイッとそっぽを向いてしまった。

「貴女がお兄様の力になってくれると解っただけで、少し安心したわ」

　ランフア様は冷めてしまったお茶を飲み干した。

「実はこの後、南の島の王様と初顔合わせをするの。どんなに年をとっていようとも不細工であろうとも必ず私にメロメロにさせてみせるわね」

　ランフア様が儚はかなげに笑った。

　私はすぐにオルガさんを呼び出した。

「南の島の国王のことを調べたのは？」

「私でございます」

「そう、写真は渡わたしていなかったのかしら」

「申し訳ございません。入れ忘れてしまっていたようでございます。ただ今お持ちいたします」

　オルガさんは直すぐに部屋を出ていき、あっという間に写真を持って戻もどってきた。

　渡された写真には筋肉質で逞たくましい美び丈じよう夫ふが写っていた。

「今年三十歳さい、見ての通り髪かみは金色で肌はだは褐かつ色しよくの美しい王ですが、確か南の島は一夫多妻制だったはず。今は他に妻がいないようですが、ランフア様が嫁とつがれた後に複数、妻を娶めとる可能性があります」

　ランフア様はオルガさんが撮った写真を抱だきしめた。

「大丈夫よ！　私のお父様だってたくさん側室がいるし、私が一番になれば問題ないわ！　ユリアス、何も返せない私にいろいろしてくれて本当にありがとう」

　私はクスクス笑いながらランフア様の手を両手で握にぎった。

「ランフア様、何も返せないことなどありませんわ。ランフア様には南の島でしか手に入らない果物や織おり物もの、ドレスにアクセサリー等々我がノッガー伯はく爵しやく家けとの輸入の架かけ橋はしになっていただくのですから」

　ランフア様は目をパチパチと閉じたり開いたりしていた。

「なんにせよ、ランフア様が幸せになってくださるのが一番です。応おう援えんしていますわ」

　私に励はげまされたランフア様は、上じよう機き嫌げんで港に向かった。

　ランフア様がいなくなってから殿下は深いため息をつくと呟つぶやいた。

「君は猛もう獣じゆう使いか何かなのか？」

「いいえ、私は殿下の婚約者ですわ」

　それを聞いた殿下は困ったように笑ったのだった。
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　ランフア様が帰って直ぐにシュナ様達の元に戻ったのだが、何な故ぜかシュナ様はピンクのフリルがたっぷりついたドレスを着てクルクルとまわりながらスカートが膨ふくらむのを見てはしゃいでいた。

「シュナ……」

「あ、ルド兄様！　見て見て！　可か愛わいいでしょう！」

「可愛いでいいのか？」

　殿下は疲つかれたように頭を抱かかえた。

「シュナ様はドレスがお好きですか？」

「嫌きらいじゃないよ！　僕、王子だって解らないようによく女の子の格好させられるの。王子だって解ったら殺されちゃうかもしれないからって！　だけど女の子だと思われて誘拐されちゃったから式典の時は男の子の格好をしなさいって！　でも、僕可愛いものって大好きだから今は男の子用の服にリボンとかつけて誤ご魔ま化かしてるの。だから今ドレスが着られて嬉しい」

　私は思わずシュナ様を抱きしめた。

　そしてゆっくりと頭を撫なでた。

　フワフワの髪の毛を触さわっていると私が癒いやされている気さえするから不思議だ。

「離はなれろ」

　殿下にシュナ様を奪うばわれてしまい少し寂さびしくなった。

「シュナを甘あまやかすな！　さっき君も言っていただろう？　君は誰の婚約者だ？」

「……殿下の婚約者ですわ」

「そうだ！　君は俺の婚約者だ！　だから他の男を抱きしめるのは駄だ目めだ！」

　私はしばらく黙だまるとニッコリと笑顔を作った。

「では、殿下を抱きしめて頭を撫でるのはいいのですね！」

　私の言葉に殿下がフリーズしてしまったので、殿下からシュナ様を奪い取ると紺こん色いろの布を棚たなから取り出しあてがってみせた。

「ピンクを差し色にしてスーツを作りましょう。襟えりは丸みをつけて可愛いシュナ様をより可愛くコーディネートさせてください」

　私はメジャーを取り出しシュナ様の頭から順に採寸を始めた。

　ドレスを着たままでは採寸できないので途と中ちゆうで脱ぬいでもらったが仕方がない。

「やっぱりユリアス姉様大好き」

　ニコニコと笑うシュナ様は本当に可愛くて癒される。

　頭を撫でくりまわしたい。

　私はそれをすんでのところで我が慢まんした。

「それでも俺の婚約者だからな！」

「ルド兄様！　男の嫉しつ妬とは見苦しいよ」

「うるさい」

　シュナ様と殿下がじゃれているのを見ながら私はクスクスと笑ってしまった。

「それにしても、シュナ様を誘拐した犯人は何故そんなことをしたのでしょうか？」

　私の疑問に答えたのは殿下だった。

「獣じゆう人じんは耳や鼻もいいから火薬の臭においや特とく殊しゆな笛で言うことを聞かせようとするやつらがいるんだ。実際、人よりも優すぐれた身しん体たい能力を持っているせいで奴ど隷れいのように扱あつかわれたことが過去何度もあったんだ」

「酷ひどい話ですわ。そういった場合お給料と拘こう束そく時間はどうなるのでしょうか？」

「奴隷のようにと言っただろう？　最低限生きるために必要な衣食住ぐらいは与あたえられる」

　私は拳こぶしを握ると力強く言い放った。

「それは……許せませんね！　不当な賃金で従業員を雇やとうなんて経営者の風かざ上かみにも置けない人間です！　勿もち論ろん犯人は、殿下が捕つかまえたのですわよね？」

　そこで殿下は私から視線をそらした。

「殿下？」

「実行犯は捕まえられても、主しゆ謀ぼう者しやはそう簡単に捕まらないものでな。いまだ調査中だ」

　私は深いため息をつくと言った。

「犯人は至極簡単な人物ではありませんか？」

　私の言葉に周りは驚いた顔をした。

「君には誰が犯人なのか解るのか？」

「殿下には解るはずですが？」

　殿下は難しい顔をしている。

「では、ジュフア様に会いに行きましょう」

「何故!?」

「ランフア様から力を貸してほしいとお願いされましたので」

　私はクスクスと笑うと、そう言った。
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　私が隣りん国ごくに行くことを決めたことにより、お兄様とお父様の大反対を受けることになった。

「ユリアス！　何な故ぜお前が行かなくてはいけないんだ！」

　お父様は目に涙なみだを浮うかべている。

「殿でん下かのせいか？　よし、殺そう」

　お兄様はとても物ぶつ騒そうです。

「バルガスとオルガに探さぐらせればいいだろう！」

「執しつ事じ長ちようと私の店の店長はそんなことができるほど暇ひまな人間ではございません」

　それに、たまには宝石の買いつけも自分でしたい。

「男だらけの船に何日も乗るのだぞ！　よからぬことを考える乗組員もいるかもしれない。とくにバハルとか」

「父様、乗組員を全て女性に換かえることはできないのですか？」

「女性だけで海の仕事をすることは無理だ」

　過か剰じように心配する二人に私は笑え顔がおを向けた。

「殿下も一いつ緒しよですから大だい丈じよう夫ぶですわ」

　安心してもらうために言ったのに、二人はあからさまに深いため息をついた。

「ユリアス。殿下が安全な男だと本当に思っているのかい？」

　お父様の言葉に思わず首を傾かしげると、今度はお兄様が眼鏡を押し上げてから言った。

「殿下だって可か愛わいいユリアスとずっと同じ船の上にいたら血迷って押おし倒たおしてくるかもしれない」

　二人は顔色を悪くして心配だ心配だと騒さわいでいる。

「私はシュナ様やミーヤさんのように可愛くもありませんし大丈夫です。それでも心配であれば、私の護衛のルチャルとバリガの二人に女装させるのはどうでしょうか？　船内に女性が少ないから心配なのでしょう？　部屋の鍵かぎも特注品につけ替かえれば安心できませんか？」

　私のあの手この手の提案にようやく二人は首を縦に振ふってくれたのだった。
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　船は勿もち論ろん、バハル船長の船である。

　バハル船長の船ならば、隣国まで一週間の船旅が四日で着いてしまうのだからすごい。

　バハル船長はどの国でも珍めずらしい風の魔ま法ほうが使える。

　と言っても、風の魔法が珍しいのではなく魔法自体が珍しいのだが。

　ちなみに、殿下はそんな魔法を何種類も使える。

　便利な人間。

　……こんな便利な人物が私の婚こん約やく者しやなのだから不思議だ。

　出航前に殿下にそれとなく聞いてみた。

「風の魔法を船の帆ほにかけてくださいませんか？」

「はやる気持ちはよく解わかるが、船が壊こわれたら元も子もないぞ」

　殿下も魔法を使ってくれたら直すぐにたどり着けると思ったのに、残念。

　そんなことを考えていると、バハル船長がやってきて私にニカッと笑顔を向けた。

「姫ひめ様さまが俺の船をご所しよ望もうとはね！　気合い入れるしかねえな」

「期待しているわね」

　バハル船長は私に顔を近づけるとニヤニヤしながら言った。

「姫様がキスの一つでもしてくれたら、いつもより速く船を走らせられるんだけど？」

　その言葉に護衛の二人が私とバハル船長の間に入った。

　二人とも殺気も剣けんも出しているが、バハル船長はガハガハと豪ごう快かいに笑う。

「こんな可愛い護衛がついてるとは姫様も出世したな！」

　私の護衛であるルチャルとバリガの二人は今、女装している。

　ルチャルはフリルたっぷりのオレンジ色の膝ひざ下した丈たけワンピースに、金きん髪ぱつロングヘアーのウィッグで明るく若い印象のメイクを。

　一方バリガは白シャツに紫むらさき色いろの落ち着いたロングのタイトスカート（動けるようにスリット深め）、長い青髪はそのままで妖よう艶えんメイクで仕上げた。

　ちなみに二人とも私がメイクを施ほどこした。

　すごく楽しかったからまたやらせてほしい。

「どっちも可愛いな！　船を下りたら俺と一杯ぱいどうだい？」

　あからさまに嫌いやそうな顔をする二人にバハル船長はフーっと息を吐はいた。

「俺、結構モテんのにな。自信なくすわ」

　二人とも、声はしっかり男性のため喋しやべらないようにしていた。

　私の我わが儘ままに二人を巻き込んでしまったと、少し反省した。

「バハル船長、私の護衛を口説かないでください」

「いやいや、こんな美人口説かないのは失礼だろう？　な、王子」

　突とつ然ぜん声をかけられた殿下は遠くを見つめて呟つぶやいた。

「失礼以前に失礼だからな」

　殿下が任命した護衛なので殿下はこの二人が男性だと知っている。

　こんな格好をさせるなんて言ってなかったようで気まずそうだ。

　案の定、二人の殿下に向ける視線は辛しん辣らつなものに見えた。

「とにかく、出航だ！　王子は魔法使えるんだよな？　帆に風を送ってくれ」

　バハル船長は事もなげに殿下に魔法を使うように促うながした。

「いや、だから船を壊してしまったりしたらだな……」

「俺らの船はそんな柔やわじゃねぇし、この船が他の船より速いのは俺が魔法使ってるからだぞ？　早く解決して姫様を家に帰さないと若様に殺されかねないしな。で？　やるのか？　やらねぇのか？」

　バハル船長の言葉に殿下は苦笑いを浮かべると腕うでまくりをした。

「本当に壊れても知らないからな」

　こうして、バハル船長と殿下が魔法を駆く使ししてくれたお陰かげで、ラオファン国まで二日で着くことができたのだった。
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　隣国の港に着くと、ラオファン王家の家臣達の出で迎むかえを受けた。

「ルドニーク殿下、よくぞお越こしくださいました」

　少しツリ目の男が恭うやうやしく頭を下げた。

　その後ろに並んでいた者達も同じように頭を下げてみせる。

「ジフ……ジュフア殿下に会いに来たのだが」

「すぐにまいります」

　男がそう言ってからしばらく滞たい在ざい期間の話などをしていると、周りがザワザワと騒がしくなった。

「ルド！　よく来たな」

　そこに現れたのは隣国の第一王子のジュフア様だった。

「それに、ユリアス嬢じよう……少し見ないうちにまたお美しくなられたようだ」

　ジュフア様は私の手をとり、手ての甲こうにキスを落とした。

　ジュフア様の行動に港が静せい寂じやくに包まれた。

　理由は解っている。

　ジュフア様は女性嫌ぎらいでどんな美人にも虫ケラを見るような目を向けることで有名だから。

　そんなジュフア様が私の手にキスするなどあり得ないことなのだ。

「ランフアもムーランも婚こん姻いんの準備で忙いそがしくて出迎えに来られずすまないな。そんなことより、ユリアス嬢はルドと、その後、変わりはないか？」

「仲良くしている！　ジフ、挨あい拶さつはすんだだろ。今すぐその手を離はなせ」

　殿下はニコニコしながらジュフア様の手をはたき落とした。

「嫉しつ妬と深ぶかい男だ。ユリアス嬢、ルドが嫌になればすぐに言ってくれ。俺はユリアス嬢をいつでも幸せにしたいと思っている」

　周りが言葉を失っているのを後しり目めに、ジュフア様は私に優やさしく笑ってみせる。

「ジュフア様、ご丁てい寧ねいな挨拶をありがとうございます。ランフア様のご婚約も順調な様子に私も我がことのようにお喜び申し上げますわ」

「それもこれもユリアス嬢のお陰だ。貴女あなたには感謝してもしきれない。どうだろう？　ルドの婚約者などやめて俺と結けつ婚こんしてもらえないだろうか」

「ユリアスを見ると口説かずにはいられない病気を早く治せ」

　殿下の言葉にジュフア様はフゥ～と息をついた。

「ユリアス嬢が手に入るのであれば治す必要などない」

「なら、やっぱりすぐ治せ。ユリアスは俺の婚約者だ」

　殿下はそう言って私の腰こしを抱だいた。

　突然のスキンシップに少し驚おどろいてしまった。

　殿下が近すぎて緊きん張ちようしてしまう。

「？　どうしたユリアス」

「いえ」

　顔が近いせいでこの前、耳にキスされたことを思い出してしまった。

　冷静さを装よそおうために真顔になってしまったことを許してほしい。

「ルド、嫌がられてるぞ」

　嫌なわけではないのだが、顔が赤くならないようにするには仕方がないのだ。

「ところで、ルドの後ろにいるのは？」

　見ればシュナ様が殿下の後ろに隠かくれるように立っていた。

「獣じゆう人じんの国の……」

「ああ、シュナイダー殿下とお見受けします。我がラオファン国へようこそ」

　ジュフア様はどうやらシュナ様が男性だと解ったようだ。

「ユリアスはシュナを女だと思ったが、ジフはよく解ったな？」

　ジュフア様は袖そでをまくり腕を見せた。

「女だったら鳥とり肌はだが立つし、獣人の国の王子の情報ぐらいは頭に入っている。まあ、ユリアス嬢には鳥肌は立たないがな」

　ジュフア様の話が確かなら、私の護衛も男性だと解るのか？

　さり気なく護衛の一人であるルチャルを呼び、持ってきたお土産みやげの品をジュフア様に差し出させると嫌そうな顔をしていた。

　袖をまくったままの腕を見れば鳥肌が立っているように見えた。

　では、その鳥肌はどれだけの性能か？

　詳くわしく調べたい。

　そんなジュフア様にシュナ様は怯おびえたよう顔をしていた。

「シュナ様。ジュフア様は優しい人ですので大丈夫ですわ」

　シュナ様は私の腰にまわった殿下の腕を軽々と外すと私に抱きついた。

「この人、怖こわい」

　私はシュナ様に笑ってみせる。

「シュナ様、ジュフア様は味方ですわ」

「でも……」

　私はシュナ様の頭を撫なでてから言った。

「ジュフア様、大事なお話があるのですが」

「……解った。立ち話もなんだ。俺の執しつ務む室しつに案内しよう」

　ジュフア様が合図を送ると、先ほど挨拶をしていた家臣が馬車を用意してくれた。







　ラオファン国のお城の美しさに感動しながら案内されたジュフア様の執務室で、私は言い放った。

「ジュフア様、慰い謝しや料りようを請せい求きゆうしたいのですが、よろしいですか？」

　ジュフア様以外の周りにいた人達は、何を言い出したのか解らなかったのかポカンとした顔をする。

「何故だか聞いても？」

「獣人の国で起きている誘拐事件と、お家いえ騒そう動どう……と言えばお解りになるのでは？」

　ジュフア様は頭をかくと困ったように眉を下げた。

「ユリアス嬢には敵かなわないな、何故解った？」

　私はニッコリと口元を釣り上げた。

「確信はありませんでしたので、カマをかけさせていただきました」

　ジュフア様は深く息を吐き出した。

「俺は自分から罪を認めてしまったということか？　慰謝料とはいかほどか？」

　私はニコニコしながら言った。

「まずは獣人の解放と保護ですわ」

　私の言葉に殿下は眉み間けんにシワを刻みジュフア様の胸むなぐらを摑つかんだ。

「まさか、お前が誘ゆう拐かい犯はんなのか？　答えろ！」

「殿下、ジュフア様には犯人を捕つかまえるために力をお借りするのですからやめてくださいませ」

　私がそう言えば、ジュフア様は苦笑いを浮かべた。

「ユリアス嬢には全てお見通しか。ルド、義おと弟うとの不始末の尻しつ尾ぽも摑めない俺なんて殴なぐってくれてかまわないぞ」

「義弟？」

　私はゆっくりと説明を始めた。

「はい。ランフア様が教えてくださったではありませんか。ジュフア様の義弟のインスウ様が国民に危険な仕事をさせたくないのだと。それでは、採さい掘くつの仕事はどうなるのでしょう？」

　殿下は、ハッとしたように頭を上げた。

「獣人を誘拐してやらせるつもりか？」

　殿下の言葉にジュファ様がため息をついた。

「俺とインスウは次期国王を決めるために実績を出すことを王から求められ、俺は今まで進めていた採掘現場の安全性を上げるための足場の開発を急ぎ、インスウは獣人の誘拐を始めた。それを知った俺は直ぐに人としてそれは許されることではないと言ったが、あいつはやめる気がない」

「そこでジュフア様は、獣人を逃にがすために情報を集めていたというわけですね」

　何故か周りが驚いた顔をした。

「情報を集めていたのは事実だが、ユリアス嬢は何故それを？」

「はじめてシュナ様を見た時、ジュフア様は王子だとすぐに気がつきました」

「それは、鳥肌が出なかったからじゃないのか？」

　殿下が首を傾げる中、私はクスクスと笑った。

「ジュフア様は調べた時に覚えていた獣人の王子の特とく徴ちようがシュナ様と一緒だったから女性じゃないと解り鳥肌が立たなかったんです。現に、私の護衛が近づいた時、嫌そうな顔をし鳥肌も立ってらっしゃいました。私の護衛は二人とも男性ですが……」

　ジュフア様は気まずそうに視線をそらした。

「そうか、そんな些さ細さいなことで気づかれてしまうとは情けない」

「そんなジュフア様のために我が国の国王陛下から書状をいただいてきました」

　私の合図に護衛のバリガが陛下の書状を手て渡わたしてくれた。

「内容は、最近獣人の誘拐事件が多発している。これは許しがたいことだ。よって近きん隣りん諸しよ国こく一丸となって犯人を炙あぶり出し滅めつするつもりでいる。故ゆえに、ラオファン国も協力してほしい。といった内容がもっと過激に書かれています」

「いつの間に」

　殿下が信じられないというような顔で私を見ているのは無視しよう。

　殿下には言っていないが陛下も王おう妃ひ様さまも今や私の茶飲み友達と言っても過言ではないのだ。よって、お願い事も簡単なのだ。

　陛下にいたってはお願い事が大おお袈げ裟さになりがちだから滅めつ多たに頼たのめないのだが、今回はやりすぎな方が効果的だと思ったのでお願いした。

「この書状があれば、最悪ラオファン国王がインスウ様を裁いてくださいます」

　ジュフア様はボーッと私を見た後、そのまま強く抱きしめてきた。

「女め神がみだ」

　突然のことでかなり驚いたがそれだけ喜んでもらえたのだと納なつ得とくすることにした。

「ジフ、今すぐ離れろ死ぬぞ」

　殿下の低い声と剣を抜ぬく音が響ひびく。

　ジュフア様が慌あわてて私から離れたので解ったのだが、ジュフア様の首元に私の護衛達が剣を突つきつけていた。
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　不敬罪にならないだろうか？

「ただの親愛の表現だ！」

　殿下は眉間にシワを寄せ私を引き寄せた。

「ユリアスは俺の婚約者だ！」

「……残念ながらな」

　ジュフア様は困ったような笑顔で私に言った。

「ユリアス嬢、ルドが嫌になったらすぐに俺を思い出してほしい」

「そうならないことを願っています」
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　ラオファン国に着き、ジュフア様と話をした後、ラオファン国王に謁えつ見けんをすることになった。

　国王は私の持ってきた書状を読むと、強く頷うなずいた。

「この書状、しかと受け取った！　我わがラオファン国は全面的に協力しよう」

　ラオファン国王の言葉にジュフア様はホッと息をつき安心したようだった。

「今こ宵よいは歓かん迎げいのパーティーを催もよおす故ゆえ、どうか楽しんでいってくれ」

　ラオファン国王の言葉に私達は退室して宴うたげのための準備を始めた。

　私は殿でん下かの髪かみのような黒を基調としたマーメイドラインのドレスに、殿下の瞳ひとみと似たスカイブルーのアクセサリーをつけた。

　対する殿下は灰色のタキシードに銀色のネクタイと、私の色でコーディネートされている。

　なんともくすぐったい装よそおいである。

「……よく似合ってる」

「殿下も」

　こんなやりとりすらくすぐったい。

「僕は？」

　そこに現れたのはナイトブルーの可か愛わいらしいプリンセスラインのフワフワドレスを身につけたシュナ様だった。

「なんでその格好なんだ？」

「可愛いでしょ！」

　そう言ってクルクルまわりながらスカートが膨ふくらむのを見て楽しんでいる。

「シュナ様は本当に可愛らしいですわ」

「ふふふ！　ユリアス姉様大好き」

　シュナ様は私に抱だきついた。

「お前達はどうして軽々しくユリアスに抱きつくんだ？」

「ルド兄様もユリアス姉様をギュッとすればいいじゃん！」

　それは恥はずかしい。

「そんな気軽に女性に触さわれるか」

「こないだ寝しん室しつに連れ込んでたじゃん」

「誤解を招く言い方をするな！」

　そんな落ち着きのない話をしている間にジュフア様がやってきた。

「ユリアス嬢じよう、本当に美しい！　まるで月の女め神がみが降り立ったようだ」

「ありがとうございます」

「ところで、彼らは何をしているんだ？」

　シュナ様を追いかけまわす殿下を呆あきれたようにジュフア様が見た。

「ルド兄様のドスケベ！」

「うるさいぞ！」

　大人げないとはこのことだろう。

「殿下……ルド様、その辺でおやめください」

　よくよく考えたら、ここにいるのはみんな王子殿下である。

　他国の王子を殿下と呼ぶのはあまり褒ほめられたことではない。

　私の言葉に殿下はシュナ様を追いかけるのをやめてくれた。

「まったく、ルドもシュナイダー王子もどうしたらこんなことになるんだ？」

　ジュフア様の言葉に殿下はサッと視線をそらした。

「それに、シュナイダー王子は何な故ぜドレスを着ているんだ」

「可愛いから！　似合わなくなる前に着とこうと思って！」

　ジュフア様は考えるのをやめたようだった。

「ジュフア様〝シュナイダー王子〟ではせっかく可愛く装っているのに台無しですわ！　シュナ様とお呼びください」

「……では、シュナ殿どので」

「はい」

　私が笑いかけるとジュフア様も笑ってくれた。

「あれ？　ユリアス姉様、浮うわ気きしちゃ駄だ目めだよ？」

　そんな私達を見てシュナ様がまた私に抱きついてきた。

「シュナ！　言った側そばからやめろ」

「僕、ルド兄様がずっとギュッてしてたらやらないよ」

「うるさい！　人前でなんてできるか！」

　私はクスクスと笑うとシュナ様から離はなれ殿下の腕うでにしがみついた。

「では、後ほどギュッとしてくださいませ」

「面おも白しろがっているだろ」

　さらに笑う私に殿下はため息をついた。







　パーティー会場に行けば、急な訪問の歓迎パーティーにしては多くの人が集まっていた。

　華はなやかなドレスに華やかな髪色。

　ラオファン国の人間はドレスのように髪色も変えると聞いていたが実に派手である。

　エスコートしてくれている殿下を見ると、慣れているのか気にも止めていないようだった。

　シュナ様は私達の後ろをついてきている。

　ミーヤさんはせっかくラベンダー色のエンパイアドレスにアメジストのアクセサリーを用意したのに、侍じ女じよという立場から会場に入れてもらえず部屋で待機することになってしまった。

　あんなに綺き麗れいな人は滅めつ多たにいないので、うちのドレスの広こう告こく塔とうに最適だと思っていたのに、すごく残念である。

　同じ理由で私の護衛二人も会場には入れなかったが、その代わりに殿下の命令で情報収集をしに町に出ている。勿もち論ろん、相手の警けい戒かい心しんをゆるめるために女装で……けして面白いからとか、そんな理由ではない。

　気を取り直して、失礼のない範はん囲いで周りを確かく認にんしていると女性達からやたらと睨にらまれていることに気がついた。

　どうやらコソコソと私の悪口を言っているようだ。

　殿下の人気は他国でも健在だと痛感した。

　当の本人は気づいていないようで私の顔を覗のぞき込こみ首を傾かしげる。

「どうした？　笑え顔がおが硬かたいぞ？」

「……緊きん張ちようですわ」

「珍めずらしい。君はこういった時はむしろ生き生きとするのかと思っていた」

「私だって緊張ぐらいします、たぶん」

「緊張は噓うそか」

　私はクスクス笑うと殿下に視線を向けた。

「今、私を睨んでいるご令れい嬢じよう達は私の顧こ客きやくになりえる方々ですわ。このアウェイな空気をどうやって変えて差し上げましょうか……やり甲が斐いがありますわ」

「君は本当にブレないな」

　そう言いながら、何故か殿下もクックッと笑った。







「今宵は客人をもてなすパーティーだ。皆みな、楽しんでくれ」

　ラオファン国王の言葉で始まったパーティーで驚おどろいたのは、婚こん約やく者しや同どう伴はんにもかかわらず殿下がご令嬢達に囲まれていることだった。

　ご令嬢達の波に弾はじかれて近づくことすらできない。

　そんな殿下を少し離れたところからシュナ様達と眺ながめていると、シュナ様が心配そうに私の手を握にぎった。

「ユリアス姉様大だい丈じよう夫ぶ？」

「何がでしょうか？」

「ルド兄様のこと。引きずってこようか？」

　心配を顔に張りつけたシュナ様の頭を撫なでた。

「殿下がモテることは存じ上げていますから大丈夫ですわ」

「でも、ユリアス姉様、悲しそうだよ？」

　私はシュナ様の頭をさらに撫でた。

「シュナ様は本当にお優やさしいですわね」

　頭を撫でられたのが嬉うれしかったのか、シュナ様は私に抱きついた。

　シュナ様の優しさに癒いやされる。

「ユリアス姉様、何か食べよ？」

「そうですわね！　お伴ともしますわ」

　私がシュナ様と軽食を選んでいると、ジュフア様がわざわざ声をかけに来てくれた。

「ラオファン国の食事は口に合いますか？」

　心配そうなジュフア様に私とシュナ様は笑顔を向けた。

「とっても美お味いしいよ！　ねぇ！　ユリアス姉様!!」

「ええ！　とっても。後でレシピを教えてほしいのですが、よろしいでしょうか？」

　ジュフア様は嬉しそうに笑った。

　その瞬しゆん間かん、周りがザワザワと騒さわがしくなったのが解わかった。

　理由は入国の時と一いつ緒しよ。

　ジュフア様が女性に笑いかけるというのはすごく珍しいことだからだ。

「兄上」

　そんなところにやってきた人物に、私は背筋を伸のばした。

　ジュフア様の母親違ちがいの弟、インスウ様だ。

　オレンジの髪にオレンジの瞳の長身。

　短たん髪ぱつかと思いきや襟えり足あしが長く、それを三つ編みにしていた。

　インスウ様は私を上から下までまじまじと見るとジュフア様に話しかけた。

「兄上、こちらの美しい方々と随ずい分ぶんと親しそうですね、紹しよう介かいしてください」

　私は淑しゆく女じよの礼をしてインスウ様に笑いかけた。

「パラシオ国、ノッガー伯はく爵しやく家けの長女ユリアスと申します。以後お見知り置きを」

　私の自己紹介を聞くと、インスウ様は不思議そうにジュフア様に視線を向けた。

「隣りん国ごくの伯爵令嬢とどういった関係なのでしょう？」

「どうと聞かれてもな……今後どうにかなりたいとは思っているが」

　驚いた顔をするインスウ様をチラリとも見ないで、ジュフア様は私の手を摑つかんだ。

「どうにかなりませんか？」

　ジュフア様はせつなげな眼まな差ざしを私に向けた。

「ジュフア様には申し訳ございませんが、何度言われても私の気持ちは変わりませんわ」

　ジュフア様はフーッと息を吐はくと残念そうな困った顔をした。

「何度断られようとも、俺はユリアス嬢が振ふり向むいてくれるまで言い続けます」

　ジュフア様はそう言って熱っぽく私を見つめた。

「……兄上が好きな女性」

　インスウ様はそう呟つぶやいて、私に爽さわやかな笑顔を向けた。

「兄上が女性に興味を持つのも珍しいというのに、報むくわれませんね」

　見れば、インスウ様のお腹なかのあたりがプルプルと震ふるえている。

　あれは大笑いしたいのを解らないように耐たえているのだろうと推測できた。

　どうやらジュフア様が報われないことが嬉しいようだ。

　その時、殿下が女性と二人きりでいるのが見えた。

　可愛らしいピンク色の髪の女性が必死に話しかけている。

　殿下はそれに引きつった笑みを浮うかべていた。

「殿下はラオファン国でもモテモテですわね」

　思わず呟けばジュフア様が呆れたような顔をした。

「ルド！」

　ジュフア様が殿下に声をかけると天の助けとばかりに女性から離れ、ジュフア様の元にやってきた。

　そんな殿下にインスウ様が冷たい視線を向けていることに私は気がついた。

　もしかしたらインスウ様は殿下のことも嫌きらいなのかもしれない。

「ルドニーク王子、我が妹パオと仲良くしていただき嬉しいかぎりです。このままパオをお嫁よめにもらってくださると良いのですが」

　インスウ様の言葉に殿下を追いかけてきた先ほどの女性、パオ様が顔を赤くして殿下の腕にしがみついた。

　殿下は顔を青くさせパオ様から腕を勢いよく引ひき抜ぬくと私の後ろにまわり込み、私の肩かたを抱いた。

「ああ、今紹介しようと思っていたんだ！　俺の婚約者のユリアス・ノッガー伯爵令嬢だ」

　殿下の言葉にインスウ様とパオ様がポカンとした顔になった。

「婚約者を一人にするなんて信じられん男だ！　ユリアス嬢、ルドなどやめて今すぐ俺と結けつ婚こんしよう」

　ジュフア様が呆れたように言った言葉に殿下はフンッと鼻を鳴らした。

「ユリアスを他国にやる気などないと言ったよな？」

「ユリアス嬢が優ゆう秀しゆうな人物であるのは知っているが、大事にしないなら俺にくれ」

「無理だな。ユリアスがいなくなったら国が衰すい退たいする」

　殿下の言葉に周りの人達が引いているのが解った。

　みんな、愛情のかけらもないように思えるこの言葉が、私にとっては最高の褒め言葉だと気づいていないのだ。

「まあ！　愛のない結婚なんですのね！」

　パオ様が嬉しそうに言った。

「愛のない結婚なんでしたらやめて、私と結婚しましょう！　私はルドニーク様を心から愛してますもの！」

　パオ様の言葉に殿下の口元がヒクッと引きつった。

「ルドニーク様！　私と真実の愛を育みましょう！」

「いや、すでに国民に対しても婚約者と発表しているんだ！　そう簡単に婚約破は棄きなんてできない」

　殿下、それでは私を愛していないと言っているようなものです。

　と、言ってやろうとしたがそんな空気ではなくなった。

　パオ様が瞳をキラキラさせて殿下の手を摑んだからだ。

「大丈夫ですわ！　彼女の身分はただの伯爵令嬢。王族同士の結婚が決まったのですから、彼女には側室にでもなってもらえばいいのですわ！」

　明るくハキハキと弾はずむ声でパオ様はそう言い放った。

　まだ仮定の話なのに、自分との結婚が決まった体ていで話を進めるメンタルの強さに思わず感心してしまった。

「私、鬼おにではございませんので婚約破棄してほしいとは言いませんのよ」

「パオは本当にいい女だね」

　インスウ様が誇ほこらしげに笑ってパオ様の頭を撫でた。

「私は婚約破棄してもかまいませんわ」

　思わずそう言っていた。

「ユリアス？」

　殿下が信じられないというような顔をして私の顔を覗き込む。

「殿下が望むのであれば、婚約破棄していただいて結構ですわ。婚約破棄など一度も二度も変わりありませんから」

　私の言葉に周りの空気が張はり詰つめた気がした。

　このラオファン国では婚約破棄は女性にとって最大級に不ふ名めい誉よなことであるから仕方がない。

「貴女あなた、婚約破棄されたことがあるの？　それなのに何故そんなに平然としていられるのかしら？　生きていて恥ずかしくないの？」

　とてつもないことを言われているのに、パオ様の柔やわらかな雰ふん囲い気きのせいで、それを感じさせないのはすごいと思う。

「ユリアス嬢を手放すのであれば、俺がもらう」

　そこにジュフア様が真しん剣けんな顔で言った。

「まあ！　一国の王子が婚約破棄された傷物令嬢と結婚するだなんて恥ずかしい」

　真剣なジュフア様を茶化すような声が響ひびいた。

「ユリアス嬢を傷物だと思うお前の心の方が、よっぽど傷物だと思うがな」

　ジュフア様はパオ様を哀あわれむような顔でそう言った。

「女おんな嫌ぎらいが治ったかと思えば、たかが伯爵令嬢にご執しゆう心しんとは。兄上はもっと王子という立場を自覚なされた方がいい。いや、王位を私に譲ゆずるとおっしゃるのであれば、ご自由にしていただいてかまいませんが」

　インスウ様はクスクスと笑ってみせる。

「たかが伯爵令嬢……」

　ジュフア様は殿下に視線を向けた。

「ルド〝たかが〟という言葉がこんなにも似合わない女性が他にいると思うか？」

「いや、つくづく似合わないと思う」

　しみじみと言う殿下達に思わずイラッとした。

「ルド様、私を馬ば鹿かにしていませんか？」

「いや、馬鹿になどしていない！　誤解だ！」

　いまいち信用できずに殿下を睨みつけると殿下は困ったような顔をした。

「俺もジフも褒め言葉だと思って言ったんだ」

「……仕方がないので納なつ得とくして差し上げます」

「ああ、そうしてくれ」

　殿下が安心したようなゆるんだ笑顔をした。

　殿下はたまに、こういった油断した顔を見せる。

　その顔は私の心臓をギュッと摑む卑ひ怯きような顔だ。

　殿下の婚約者になってからモヤモヤしたりイライラしたり苦しくなったりと私の心臓はボロボロである。

　こんな想おもいをするぐらいなら友人に戻もどりたいと思い始めた私の心を、引き戻す卑怯な顔。

　そんなゆるんだ顔を見たパオ様が、可愛らしく首を傾げながら殿下に話しかけた。

「ルドニーク様はどうして彼女と婚約したのですか？　だって不思議じゃないですか！　婚約破棄された傷物令嬢なんかと……解ったわ！　弱みを握られているんですのね！」

　失礼極きわまりない。

　だが、この国では仕方がないのかもしれない。

　私がそんなことを考えていると、殿下がハハハッと笑った。

「そうだな。弱みは握られている」

　どれのことかを考え始めるのと、パオ様が私を睨むのは同時だった。

「貴女！　ルドニーク様を脅おどして婚約者の座につこうなんてとんだ悪女ね！」

　パオ様が何かに似てる気がしていたが解った。

　彼女、カナリヤみたいなのだ。

　綺麗な見た目でピーチクパーチクと鳴くカナリヤを飼っている侯こう爵しやく夫ふ人じんがいたのを思い出した。

「聞いてるんですの!?　貴女は相応ふさわしくないのだから、今すぐルドニーク様と婚約解消なさい！　これは命令よ！」

　パオ様の言葉に私はクスクスと笑ってしまった。

「な、何を笑っているのよ！」

「いえ、パオ様が本当に可愛らしい方なのでつい。申し訳ございません」

「私が可愛いのは当然よ！　そんな当たり前の話はどうでもいいわ！」

　パオ様は鬼の首でもとったかのように自信満々に言った。

「それにしても、なんて恐おそろしい女なの！　ルドニーク様の王子という地位に目が眩くらんでいるのね！　恥はじを知りなさい！」

　地位に目が眩んでいるのかと問われたら違う。

　むしろ殿下の地位は面めん倒どうで動き辛づらい。

　では、私が殿下と婚約した理由は？

「婚約者というのは、癒しの存在じゃなければならないのよ！　ルドニーク様は私が真実の愛で癒して差し上げますわ！」

　私は遠くを見つめてから言った。

「真実の愛？　それは、どういったものでしょうか？」

　私が不思議そうに聞けばパオ様は胸を張って言った。

「真実の愛とはお金では買えない幸せのことよ!!　そんなことも理解できていないなんて……だから婚約破棄なんてされるのよ！」

　お金では買えない幸せ？

　私はさらに首を傾げた。

「お金で買えない幸せとは具体的にはどんなものがあるのでしょうか？」

　パオ様は目を見開いて言った。

「そんなことも解らないなんて！　何があっても変わらない愛はお金では手に入らないでしょう」

　愛はお金では買えない。

「うふふ。パオ様はルド様に何があっても変わらない愛をお持ちなのですね！　例えば明日、ルド様が王太子でなくなってパラシオ国から無一文で追放されたとしても」

　あえてニコニコしながら言えばパオ様も笑顔で返した。

「あり得ないわ、そんなこと」

「どうしてでしょう？」

「だってルドニーク様には兄弟がいないもの！」

　私は呆れたように息を吐いた。

「パラシオ国の国王陛下に隠かくし子ごがいないという証しよう拠こはありますか？　成人するまで公おおやけにされない王子が絶対にいないと言い切れますか？　その隠された王子がルド様を国外追放したら？　それでもパオ様は真実の愛のためにルド様についていくのですね！　素す晴ばらしいですわ、真実の愛って」

　私が煽あおり立てれば、周囲はシーンと静まり返った。

　真実の愛とはそういうことだろう。

「あ、貴女はどうなのよ！　それでもルドニーク様を愛せるというの？」

　私は驚いた顔をしてしまった。

「ほらみなさい！　貴女にはルドニーク様への愛なんてないんだわ！　所しよ詮せんルドニーク様の地位と名めい誉よとお金が目当ての性しよう悪わる女なんだわ！」

「ふふふ。ルド様の価値をたったその三つだけだとお思いで？　私はたとえルド様がそのような状じよう況きようになっても価値があると思っていますわ」

　私の言葉にパオ様が息を吞のんだ。

「貴女、ルドニーク様を物か何かと勘かん違ちがいしているんじゃないの？　ルドニーク様！　彼女の本心をお聞きになったでしょ！」

　殿下はパチパチとまばたきをしてから言った。

「ユリアスは普ふ段だんから面と向かって俺を歯車だとか言うからな……むしろ、仮に俺が王族じゃなくなったらユリアスは躊躇ためらいなく婚約破棄だと言ってきそうだと思っていた」

「心外ですわ？　殿下に地位と名誉がなくなったら心置きなくノッガー家の一員として働いてもらうことができるではありませんか？」

「……君は本当にブレないな」

　殿下は呆れたようにため息をついた。

　そこに、インスウ様が呟いた。

「ルドニーク王子がどうしてそのような心の貧まずしい女性を選ばれてしまったのか、理解に苦しみますね」

　呟きはけして独り言の声量ではなかった。

　それを聞いたパオ様がまた意い気き揚よう々ようと私に指をさして叫さけぶ。

「そうですわ！　貴女には心がないのよ！　世の中にはお金で買えない幸せがあるんですのよ！　そんなこともご存じないなんて」

　私はニコニコと笑顔を向けた。

「本当にパオ様は可愛らしい」

　私の言葉にパオ様は眉み間けんにシワを寄せる。

「そんな可愛らしいパオ様に一つ教えて差し上げましょう」

　パオ様に近づくと言った。

「事実お金では買えない幸せはあります。人の心などですわね。ですが、大たい抵ていの幸せはお金でどうとでもなるのですわ」

　会場の空気が重くなった気がした。

「ルドニーク王子。この女性との結婚はやめた方がいい。幸せにするに値あたいしない」

　インスウ様の言い分に私は笑ってしまった。

「何がおかしい！」

　苛いら立だちを隠せずにインスウ様が私を怒ど鳴なりつけた。

「申し訳ございません。インスウ様が面白いことをおっしゃったのでつい笑ってしまいましたわ。だってそうではありませんか？　女性は男性に幸せにしていただかないと幸せになれないとでも思っている口ぶりでしたので」

　私は笑顔を崩くずさずに続けた。

「男性がいなくても女性は幸せになれますわ」

　インスウ様は私を馬鹿にしたようにフンッと鼻を鳴らした。

「先ほど貴女は、大抵の幸せは金でどうとでもなると言っていた。女は男の稼かせいだ金で生活するのだから男がいなくては幸せになれないだろう？」

　私は呆れてため息をつく。

「女性にはお金が稼げないとでも？」

「何？」

「私は店を経営していますし、このラオファン国でも街にはたくさんの女性達が働いていますわ」

「平民と貴族を一緒に考えるなど馬鹿らしい」

　その言葉に私は笑顔を消した。

　インスウ様との会話は面白くない。

　偏へん見けんの塊かたまりすぎて　私の言いたいことなど理解できるとは思えない。

　そこに、ジュフア様がゆっくりと入ってきた。

「この国の貴族女性と違って、ユリアス嬢はいつもキラキラとして幸せそうだ。だから、俺はユリアス嬢を嫁に欲ほしいと思っているんだがインスウにはそれが解らないか」

「女嫌いが治ったかと思えば兄上は趣しゆ味みが悪い」

　インスウ様の嫌いや味みを聞いて、殿下がふふふっと笑ったのが解った。

「よほどインスウ王子は趣味がいいのだろうな。ライバルにならなくて良かった。ユリアスの良さは俺だけが解っていれば充じゆう分ぶんだと思っているのだが、まともな人間はすぐにユリアスに惹ひかれてしまうんで困っていたんだ」

　殿下、さり気なくインスウ様がまともではないと言いましたか？

「俺も趣味が悪いからな、ユリアスがいい女に見えてしまうんだ。それに、俺が王族でなくなったらユリアスが俺を養ってくれるそうだ」

　そう言って笑う殿下に私も思わず笑顔を返した。

「勿論養って差し上げますわ。その代わり馬車馬のように働いていただきますが、よろしくて？」

「それもまた楽しそうな気がしてくるのは、君にかなり影えい響きようされてしまったということか？」

　私と殿下は思わず噴ふき出してしまっていた。

　こんな空気に簡単にしてしまえる殿下は本当にすごいと思う。

「あっ！　ユリアス様!!」

　突とつ然ぜんの声に振り返ると、そこにはジュフア様の妹のムーラン様が立っていた。

「ムーラン様。私に〝様〟づけなどやめてください！」

「そんなこと言わないでくださいませ！　私はユリアス様を尊敬しているのですから！」

　今、ムーラン様は私のビジネスパートナーになってもらっている。

　ムーラン様がお兄様に失しつ恋れんして国に帰られた後、手紙を出したのだ。

　もしお嫌でなければ一緒にビジネスを始めませんか？　と。

　ムーラン様は二つ返事でやるとお返事をくださった。

　そこで、流通に関わってくれているラオファン国のシャオラン公こう爵しやくに、私の紹介状を持って訪たずねてほしいと頼たのんだ。

　私の紹介状の効果もあったのか解らないが、ムーラン様にはシャオラン公爵とともに、以前船長のお土産みやげ用に開発した小さな石のついたネックレスをノッガー伯爵家の保証書付きで売り出してもらったのだ。

　シャオラン公爵は私とも何度も会っているし、女性が働くことに寛かん容ようだったのもムーラン様の勝因だったのだろう。

　勿論、売り上げは爆ばく発はつ的てきに伸びた。

　最初は庶しよ民みん向けに売り出したのだが、貴族女性からも人気を博した。

　理由はムーラン様とシャオラン公爵の婚約が決まったからだ。

　シャオラン公爵は三十という若さでラオファン国の中でも王族に次ぐ地位にあり、なかなかの美び丈じよう夫ふであるにもかかわらず女性を近づけないことで有名だった。

　難なん攻こう不ふ落らくの美しき貴公子と呼ばれる彼の心を動かしたムーラン様にあやかろうと、こぞってアクセサリーを購こう入にゆうしたのだ。

「私の婚約はユリアス様の助言のお陰ですもの！　崇すう拝はいさせてくださいませ」

「崇拝はやめてくださいませんか」

「そうですか？」

　口を尖とがらせ不満そうなムーラン様が可愛くて思わず顔がゆるむ。

　ムーラン様は慈じ愛あいに満ちた顔で微ほほ笑えんだ。

「私、ユリアス様と姉し妹まいになりたいの！　まだ間に合うわ。ルドニーク様なんてやめてお兄様と結婚してください」

　私は眉まゆを下げた笑顔になった。

「ごめんなさい。それはできません」

　さっきのやりとりで自覚した。どうやら私は、自分が思っている以上に殿下のことを手放したくないようだ。

　そこに、今まで黙だまっていたパオ様がおずおずとムーラン様に話しかけた。

「ムーラン姉様、あの、何故たかが伯爵令嬢にそんな低姿勢で話しかけているのですか？」

　ムーラン様は今はじめてパオ様の存在に気がついたと言わんばかりの驚いた顔をした。

「あら、パオじゃない！」

「……は、はい」

　こうやって見るとムーラン様の方がパオ様より力があるのだと解る。

「で？　何か言った？」

「は、はい。何故伯爵令嬢に低姿勢なのですか？」

　パオ様の言葉に、ムーラン様の眉間にシワが寄った。

「尊敬しているからよ。私が幸せになれるように動いてくださったのに、それを鼻にかけず、謙けん虚きよな心でいつも他人の私を気き遣づかってくれる。そんな人、他に知らないわ。それに、こんなに他国の貴族と太いパイプを持つ人も他にいないから」

「へ？」

　ムーラン様は慈愛に満ちた笑顔を向けながら優しく言った。

「貴女が尊敬してやまないランフアお姉様だけど、今度南の国の王様との婚こん姻いんが決まったじゃない？　あれの仲なこ人うどをしたのもユリアス様なのよ！　しかも、我が国で〝ノッガー伯爵家保証〟って言えば商人達は目の色を変えて話を聞いてくれるの。自国の姫ひめよりも信しん頼らいされているのよ！　逆にノッガー伯爵家と敵対なんかしたら商人達は何も売ってくれなくなるかもしれないわ！」

　ムーラン様の大おお袈げ裟さな言葉にパオ様は青くなった。

「まあ、ユリアス様は商人の間では女神だから仕方がないわ！　私の婚約者だってユリアス様のことべた褒ぼめだったもの」

　思い出したようにムーラン様は少し待っててと言って一人の男性を連れてきた。

　ムーラン様の婚約者のシャオラン公爵である。

　シャオラン公爵は私のところまで来ると言った。

「美しい女神がいると言われて来てみれば、ユリアス様でしたか」

「女神でしょ？」

　シャオラン公爵はクスクス笑った。

「僕にとってはムーランが一番の女神だが、ユリアス様もまた女神だね」

　ムーラン様の表情も満足げだ。

「女神はムーラン様だけですわ」

　私がそう言えば、二人はフーッと息を吐いた。

「その慈愛と謙虚さを私はもっと勉強しなくてはいけないのですわね」

「そうだね。天然の女神であるユリアス様と努力の女神であるムーラン。ユリアス様をお手本にすればムーランはもっと素晴らしい女神になれるよ」

　恥ずかしいからやめてほしい。

　助けを求めようと周囲を見み渡わたしたところで私はようやく気がついた。

「殿下、シュナ様はどこです？」

　そう、シュナ様の姿がなくなっていることに。
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　ラオファン国が用意した控ひかえ室しつで私は自分の愚おろかさを痛感していた。

　こんな公おおやけの場で誘ゆう拐かいされるなんて思っていなかったのだ。

「私がシュナ様と手を繫つないでいれば」

「ユリアス、自分を責めるな。君のせいじゃない」

　殿でん下かはそう言ってくれたが、私が一番近くにいたのだ。

「シュナ様に何かあったら……私のせいですわ」

「あんな格好をしていてもシュナは男だから大だい丈じよう夫ぶだ。案外つまらなくなって自分でどこかに遊びに行っているのかもしれないだろ？」

　私は殿下を睨にらみつけた。

「本気でそうお思いですか？」

「……いや、ないな」

　殿下はため息混じりに言うと、泣きそうになる私を優やさしく抱だきしめてくれた。

「心配するな、俺が絶対に見つけてやる」

　殿下に抱きしめられながら頭を撫なでられて、力が抜ぬけた気がした。そのお陰か、大事なことを思い出したのだ。

「私、シュナ様は獣じゆう人じんなので匂においの強い香こう水すいはやめた方がいいと思い、お手製のポプリの袋ふくろをポケットに入れておいたのです」

「ドレスにポケットがついていたのか？　知らなかった」

　注目すべきはそこではない。

「私が着ているドレスにはありませんが、スカート部分がフンワリした素材なら作れます。ですが、注目してほしいのはそのポプリがオリジナルブレンドのポプリだということです」

　殿下はようやく理解したようだった。

「匂いを辿たどるならミーヤだな」

　私は静かに頷うなずいた。







　私達は部屋で待機していたミーヤさんと合流し、城の中を探たん索さくしても不ふ審しんがられないようにジュフア様にも同行してもらうことにした。

「これと同じ匂いね」

「はい」

　私のポプリを鼻に寄せてからミーヤさんはゆっくり歩き始めた。

「ミーヤさん、解わかりそうですか？」

「城内にたち込める香水に比べて、この匂いは優しいから逆に目立つ。だけど他の匂いはキツすぎて頭がクラクラするからそれに負けないうちに見つけないと」

　早く見つけてあげなければ。

　祈いのるような気持ちでいる私の横で殿下が自分の額に手を置いた。

「早くシュナを見つけられたらマイガーとデートさせてやる」

　殿下の言葉を聞いたミーヤさんは天に拳こぶしを突つき上あげて叫さけんだ。

「本当に？　ご褒ほう美びなくても主あるじは必ず見つけ出すけど、さらにやる気出たから頑がん張ばる!!」

　ミーヤさんは匂いを確かく認にんしながら突き進み、王族の居住スペースまでやってきた。

「嫌いやな予感がするな」

　殿下の言葉にジュフア様が頷いた。

　そのうちに奥おくにある部屋の前でミーヤさんは立ち止まった。

「ここは？」

　殿下がジュフア様の方を見ればジュフア様は言い辛づらそうに口にした。

「……インスウの部屋だ」

　ジュフア様は意を決してドアをノックした。

　しばらくしてから、ドアが薄く開きインスウ様が顔を出した。

「遅おそくにすまないな」

「なんでしょうか、兄上」

「獣人の客人を捜さがしている。知らないか？」

「知りません。他に用件がないのであればこれで……」

　ドアを閉めようとするインスウ様を無視して、ドアの隙すき間まに指をかけ勢いよくこじ開けたのはミーヤさんだった。

　美しき白しろ猫ねこのミーヤさんにそんな力があるとは思っていなかった私は言葉を失った。

「シュナ様の匂い！」

　ドアがメリメリいって、指がめり込んでいく。

　しまいには音を立ててドアが外れると、インスウ様もろとも廊ろう下かにポイっと捨てられてしまった。

「アレを押さえつけていたマイガーは本当にすごいと改めて思った俺は間ま違ちがってないよな？」

　突とつ然ぜん殿下に話をふられ、私の意識が戻もどってきた。

「うちの従業員の中でもトップの身しん体たい能力を誇ほこるオルガさん直々に教育したのがマイガーさんですから」

　殿下は遠くを見つめると呟つぶやいた。

「……聞いた話だが、たしか君の店の店長は伝説級の暗殺者だったらしいな」

「昔の話ですわ」

　殿下は何な故ぜか深いため息をついた。

　そんな話をしているうちにミーヤさんがインスウ様の部屋に入っていってしまい、私達も後を追った。

　部屋の中には誰だれもいない。

　私達が首を傾かしげる中、インスウ様が戻ってきて言った。

「誰がいるというのです！　言いがかりもいい加減にしてくれ。出ていってくれないか！」

　イライラを隠かくせないインスウ様を横目にミーヤさんは部屋の端はしにある本ほん棚だなに手をかけた。

　ドアの時と同じようにメリメリという音とともにバキバキ、ギギギギギっとおよそ聞き覚えのない音を出しながら部屋の中心に本棚が飛んでいった。

「ミーヤを怒おこらせないようにしよう」

　殿下の呟きに私は苦く笑しようした。

　本棚の後ろを確認してみると隠し通路になっていて、下に延のびる階段があった。

　本棚のあった場所にはレールのようなものがついていて、本棚の仕し掛かけを動かすと通路が現れるようになっていたのだろうと推測できた。

　いまや、どんな仕掛けだったのか確認することはできないぐらい壊こわれてしまっているが。

　ミーヤさんは迷うことなく階段を下りていき、私達もそれを追った。

　すると一番下に鍵かぎつきの部屋が見つかった。

　そこも、ミーヤさんが蹴け破やぶったのだけど。

　中はインスウ様の部屋に似た造りをしている。

　そして、先ほどミーヤさんが投げたのとそっくりな本棚の上にシュナ様がプルプルと震ふるえながら此方こなたを威い嚇かくしていた。

「シュナ様！」

「ミーヤ!?」

　シュナ様はミーヤさんに気がつくと、本棚から飛び降りてミーヤさんに抱きついた。

「ご無事でしたかシュナ様」

「うん。お腹なかすいたよ～」

　感動の再会の間に周りを見み渡わたすと部屋にはソファとテーブルとベッドがあった。テーブルの上にはたくさんのお菓か子しが載のっていて、インスウ様がシュナ様を餌えづけしようとしていたことが丸解りである。

「お前ら！　勝手にこんなことをしてどういうつもりだ！」

　ようやく追いついたインスウ様の怒ど鳴なり声にシュナ様が怯おびえたのが解った。

「シュナ様を返していただきたかっただけですわ」

　私は笑え顔がおを消してそう言い放つ。

「その赤毛の虎とらは私のものだ！」

　そう叫んでミーヤさんからシュナ様を奪うばい取ろうとしたインスウ様はあっさりミーヤさんに蹴り飛ばされていた。

「その子は私が捕つかまえたんだ、私のものだ」
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　力なく起き上がりブツブツと何かを呟くインスウ様は人外のようで恐おそろしく見えた。

「インスウ、それは違うぞ。獣人はペットではない」

　ジュフア様の言葉にインスウ様は鼻で笑った。

「ペットにして何が悪い。獣人は獣だ！　飼われてこそ価値があるというものだろう？　私が国王になればその獣人も全て私のものだ！」

　シュナ様達を指差して高笑いするインスウ様に私もクスクス笑いながら言った。

「インスウ様の頭は本当におめでたいんですのね」

　静まり返る部屋に、私のクスクスと笑う声がよく響ひびいた。

「なんだと？　たかが伯はく爵しやく令れい嬢じようごときがなんと言った！」

　インスウ様の怒鳴り声に私は肩かたをすくめると、インスウ様を睨みつけて言った。

「インスウ様の頭がおめでたすぎて、目め眩まいがしそうですわ！　と申しました」

「そこまで言ってなかったぞ」

　殿下の呟きは聞こえたが無視だ。

「貴様！　そんなことを言ってタダですむと思うなよ！」

　インスウ様の絵に描いたような下したっ端ぱ台詞せりふに噴ふき出しそうになったが耐たえた。

「タダですまないのはインスウ様ですわ。貴方あなたには勿もち論ろん、慰い謝しや料りよう請せい求きゆういたします！」

　私の言葉にインスウ様は怪け訝げんそうな顔をした。

「インスウ様は解っていないようですが、これはれっきとした国際問題であり、獣人は貴方に慰謝料を請求する権利があります！　私達はそれをサポートするため、パラシオ国王からの書状を持ってきたのです」

　私はニコニコと笑顔で続ける。

「この度たび、我わがパラシオ国の兄弟国である獣人の国で誘拐事件が多発している。そのため早さつ急きゆうに犯人を見つけ出し、近きん隣りん諸しよ国こくと団結し総そう攻こう撃げきを仕掛ける心づもりである。ついては、ラオファン国も力を貸してほしい。といったような内容がさらに過激に書かれている書状ですの」

　私はゆっくりとシュナ様の頭を撫でてから言った。

「インスウ様が国王になった暁あかつきには、一夜にしてラオファン国は地図から消えてしまいますわね。だって、パラシオ国の王族はドラゴンの加護がありドラゴンの力が使える上に近隣諸国も後ろについているのですから」

　インスウ様は真っ白な顔をして膝ひざから崩くずれ落おちた。

「では、シュナ様は返していただきますね」

　インスウ様は顔をシュナ様に向けて言った。

「そ、その子だけは連れて行かないでくれ。他は何もいらない。ただ、その子だけは、あ、愛しているんだ」

　驚おどろきの言葉に私達が動きを止めると、シュナ様を抱きしめていたミーヤさんが虫ケラを見るような顔でインスウ様を睨みつけて言った。

「我が国の第二王子であらせられるシュナイダー様に愛を囁ささやこうなどあつかましい羽虫だ。次にシュナイダー様の前に現れでもしたら、喉のどを切きり裂さいて泥どろ水みずの川に流す」

　ミーヤさんの言葉にインスウ様がキョトンとしながら呟いた。

「お、王子？」

「そうだ」

「前に見た時も今もドレスを着ているではないか？」

「王子だと解るとお家いえ騒そう動どうに巻き込まれることもあるので、シュナ様には小さいうちは女の子の格好をしていただいているのです」

　インスウ様の視線がミーヤさんからシュナ様にうつると、シュナ様は首を傾げて言った。

「似合わない？」

「よく似合っている」

「でも、もうすぐ似合わなくなるの。だから今回はユリアス姉様に頼たのんで着せてもらったんだよ！　獣人の雄おすは子どもの時は可か愛わいいけど、大きくなると筋肉質になるからね」

　インスウ様は理解できないようだった。

「ドレスをめくって、あること確認させるか？」

　そんな殿下の言葉を間に受けたシュナ様がドレスをめくり上げて見せると、インスウ様は意識を保っていられなかったようで、失神してしまった。

　流石さすがに可哀想かわいそうに見えるが、自じ業ごう自じ得とく？　因いん果が応おう報ほう？　といったところなのだろう。
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　いろいろなことがあったラオファン国訪問が無事に終わりを迎むかえようとしていた。

　誘ゆう拐かいされていた獣じゆう人じん達もすぐに解放され、獣人の国に送り返されたことも確かく認にんできて一安心である。

　ラオファン国王はだいぶ怯おびえていて、私達を丁てい重ちようにもてなしてくれた。

　そのため、ラオファン国の流は行やりを自分の目で見て確認することができた。

　連日、ムーラン様がお茶に誘さそってくれたり街を案内してくれたことも大きい。

　今日はシュナ様とミーヤさんは街へ買物に行き、私と殿でん下かはジュフア様とムーラン様に誘われてお茶会をすることにした。

「ユリアス様、やっぱりお兄様と婚こん約やくしてくださいませんか？　ユリアス様が我わが国くににいてくださったら毎日がどんなに楽しいことか」

　優ゆう雅がな昼下がりのティータイムにムーラン様が不満そうにこぼした。

「そう言ってもらえるのはすごく嬉うれしいのですが、私も自国に店を構える身ですのでそろそろ戻もどらなくては」

「残念です……お兄様が不ふ甲が斐いないばかりにユリアス様がお帰りになってしまいます！」

　ムーラン様に突とつ然ぜん話をふられ、ムーラン様の隣となりに座すわっていたジュフア様が困ったような顔をする。

「俺だって、ユリアス嬢じようが帰ってしまうなんて考えたくない」

　私は静かにジュフア様お手製のお菓か子しを口に運んだ。

　いつ食べてもジュフア様のお菓子はクオリティが高い。

「ユリアスは俺の婚約者だと言ってるだろ」

　ジュフア様お手製の団子を食べていた殿下が不満そうにそう言った。

「ルド、ユリアス嬢を大事にする気がないなら早く婚約破は棄きしたらどうなんだ？」

「婚約破棄などしない。ユリアスは俺にとって手放せない存在だ。それに、無事に連れて帰らなければローランドに殺される」

　婚約破棄しないという言葉を私がどれだけ嬉しく思っているか、殿下は知らない。

「ローランドはそんなことしないわ」

　ムーラン様は少々お兄様に夢を見すぎだ。

「ムーランは本当のローランドを知らないんだ。知ったらきっとフラれて良かったと思うに決まっている」

　殿下が遠くを見つめながら団子を口に頰ほお張ばった。

　殿下は本当に団子が好きなようだ。

　こんなに殿下が夢中になる団子を作れるジュフア様に少なからず嫉しつ妬と心しんが浮うかんだ。

　……嫉妬心などと思っている時点で、もうかなり殿下のことが好きじゃないか。

　私はお茶を飲んでからフーっと息を吐はいた。

　そんな私を殿下が不思議そうに見つめる。

「流石さすがのユリアスも疲つかれたか？」

　そんなふうに聞いて笑う殿下に私も笑え顔がおを向けた。

「いえ、疲れてはいません。有意義な時間を過ごせたと思っています。ただ……」

　先を濁にごす私に殿下が首を傾かしげた。

「ただ、なんだ？」

　しばらく躊躇ためらった後、私は深くため息をついてから言った。

「ただ、自分の気持ちを認にん識しきしたといいましょうか？」

「気持ち？」

　殿下がさらに私の顔を覗のぞき込こんでくる。

　殿下の耳を両手で覆おおうと小さく囁ささやいた。

「ルド様が……〝好き〟ということです」

　言い終わって殿下から離はなれると殿下の顔は耳まで真っ赤に染まっていた。

「そ、それは……こんな人前で、卑ひ怯きようだ」

　卑怯だと言われても催さい促そくしたのはそっちだ。

「すみません。お茶のおかわりをお願いします」

　そのまま何事もなかったようにお茶のおかわりをお願いした。

「ルド、何を言われたんだ？」

「……秘密だ！」

　殿下が赤い顔でそう言い放つと、ジュフア様が呆あきれたように息をひとつ吐き出した。

「でも、まさかインスウがシュナイダー王子に恋こいをしていたなんて思わなかった」

　ジュフア様は話を変えてくれようとしたのか、そんな話題を投げかけてきた。

「シュナ様は本当に可か愛わいらしいですものね」

　私がしみじみと言うと、ムーラン様がクスクスと笑う。

「インスウ兄様はシュナイダー様へのショックが抜ぬけずいまだに寝ねたきりですし、パオもノッガー伯はく爵しやく家けに牙きばをむいたと有名になってしまって部屋から出られないみたいですわ」

　私はゆっくり首を傾げた。

「我が国でも、ノッガー伯爵家公こう認にんの品は高級品であることを皆みなが知ってます。そんなノッガー伯爵家に喧けん嘩かを売ったとなれば他の貴族達はとばっちりを食いたくないと、パオを腫はれ物もの扱あつかいし始めたみたいです」

　それは、あまりにも可哀想かわいそうではないだろうか？

　私はお茶を口にしてから言った。

「パオ様にお会いしたいですわ」

　三人が信じられないと言いたそうな顔をしたのが解わかった。

「ユリアス様はあの子を許すの？」

　ムーラン様の眉み間けんにシワが寄る。

「勿もち論ろん」

　場が静まり返ったが、殿下だけは呆れ顔だ。

「ユリアス、また何か企たくらんでいるのか？」

　私はわざとらしく驚おどろいてみせた。

「まあ！　殿下は私を疑うのですか？」

「いや、そういうわけでは」

　私はニヤリと口端を吊つり上あげたのだった。
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　改めてムーラン様に頼たのみ、私はパオ様を呼び出してもらいお茶会をすることにした。

　きっとパオ様は精神的に追おい詰つめられている。

　だから今しか仲良くなるチャンスはないだろう。

　我わがノッガー伯はく爵しやく家けの扱あつかっているドレスも宝石も雑貨も興味を持ってもらえるかもしれないと船からあらかたの商品を取り寄せた。

　シュナ様達はお茶会に興味がないようで殿でん下かと一いつ緒しよにジュフア様からお菓か子し作りを教えてもらうらしい。

　男同士で可か愛わいらしいお菓子を作る姿はなかなかにシュールである。

　でもジュフア様のお菓子は本当に美お味いしいのでシュナ様も喜ぶだろう。

　私も朝からキッチンを借りてラオファン国特産のフルーツやナッツ類を入れたパウンドケーキやマドレーヌを焼き上げていた。

　今回のお茶会に出すためだ。

　気に入ってもらえたらこの国で店を出すのもいいかもしれない。

　ノッガー伯爵家がこの国でもブランド化していると解わかっただけでも、ラオファン国に出向いた甲か斐いがあった。

　この国でも、仕事をしてくれる手て駒ごまは多い方がいい。

　と、いうわけでパオ様に白羽の矢を立てたのだ。

　そのため、私はおもてなしの準備を頑がん張ばったのだった。







　午後のお茶の時間に合わせて開かれたお茶会は、はっきり言って重苦しい空気から始まった。

　パオ様の顔色が良くない。

　何な故ぜか？

　と聞かれたら、このお茶会のメンバーが私とムーラン様とパオ様、それにランフア様だったからだ。

　南の島の国王との初顔合わせは成功したようで、終始ニコニコしているランフア様にパオ様は怯おびえている。

　聞いた話によると、この国の姫ひめの中では、長女であるランフア様が一番権力を持っているそうだ。

　そんなランフア様は基本ムーラン様以外の姫を視界にすら入れないのだと噂うわさされている。

　正妻の子どもがジュフア様とランフア様、それにムーラン様の三人だけだから他の側室の子どもは眼中にないのだと言われているのだ。

　その噂が真実なのかパオ様の緊きん張ちようは計りしれない。

「ランフア様、南の島の国王とは何事もなく顔合わせができましたか？」

　私が切り出した言葉にランフア様の顔が明るくなった。

「ええ。素す晴ばらしい旅になったわ！」

　そう言ってお茶を口に運んだランフア様は本当に美しく見えた。

「お役に立て良かったです」

　私がランフア様に笑え顔がおを向けるとランフア様はフンっと鼻を鳴らした。

「で、貴女あなたはそこに座すわっているパオに嫌いやがらせをされたんですって？」

　ランフア様がチラッと見るとパオ様の肩かたがビクッと跳はねた。

「いいえ。パオ様に意地悪などされていません。勘かん違ちがいですわ！」

「ルドニーク様に相応ふさわしくないと詰つめ寄よったと聞いたのだけど？」

　ランフア様の圧力にパオ様が涙なみだ目めでプルプル震ふるえ始めた。

　この前はカナリヤかと思ったけど、今は生まれたてのヒナ鳥のようだ。

「ルド様に相応しくないのは解っています。事実ですから」

　私の言葉にランフア様は深いため息をついた。

「ユリアス、相応しい相応しくないじゃないのよ！　ユリアスはルドニーク様をどう思っているの？」

「そうよ！　そうよ！」

　ランフア様の言葉にムーラン様も前のめりの体勢になった。

　私はしばらく遠くを見つめてから口を開いた。

「……す、好きです」

　私の言葉にランフア様もムーラン様も満足そうな顔をした。

「な、何故なんですの？　ランフア姉様もムーラン姉様もどうしてその女の肩を持つんですの？　婚こん約やく破は棄きされた女ですのよ」

　パオ様は今にも溢あふれそうなほどの涙を瞳ひとみに宿したまま、そう言った。

「勝てないからに決まってるじゃない！」

　それに答えたのはランフア様だった。

「女の世界って周りが思っている以上に弱肉強食なのよ！　弱い女は生き残れない。そんな世界で私はユリアスに負けたわ」

　ランフア様の言葉にパオ様は啞あ然ぜんとしている。

「負けた者がどんな扱いを受けるか、貴女もよく解っているでしょ？」

　パオ様は俯うつむいてしまった。

「そんな弱者にユリアスは手を差さし伸のべてくれるの。私だったら負けた人間なんて二度と視界にも入れたくないし、どんな人生を送ろうが関係ないって思うのに、ユリアスは違うのよ」

　ランフア様は慈じ愛あいに満ちた笑顔でそう言った。

　買かい被かぶりすぎだ。

　ランフア様は私の本ほん性しように気がついていないのだろうか？

「でも、でもその人、ルドニーク様を〝歯車〟などと呼んでいるらしいのです！」

　ヒナ鳥のようなパオ様に庇ひ護ご欲よくをそそられそうになる私をよそに、ムーラン様がフンッと鼻を鳴らした。

「パオ、貴女全然解ってないわね！　〝駒こま〟じゃなく〝歯車〟と言われることがどれほど重要か！　まあ、私もシャオラン公こう爵しやくに聞いたんだけど……」

　ムーラン様はテーブルをバンバン叩たたきながら言った。

「〝駒〟はただ動かすだけの存在を言うの！　だけど〝歯車〟は決められた場所で決められた大きさでのみ動けるってこと！」

「は、はぁ？」

　よく解っていなそうなパオ様にムーラン様は眉み間けんにシワを寄せてさらに叫さけんだ。

「要するに！　壊こわれたりなくなったりしたら困るってことよ！　いてくれないと困る存在って言ってるのと同じなのよ！　解った？」

　改めて言われると恥はずかしいのでやめてほしい。

「私だって！　ユリアス様の〝歯車〟になりたいわ！」

「ムーラン、落ち着きなさい。ユリアスが困っているわ」

　ランフア様に窘たしなめられ、ムーラン様は落ち着いたようだった。

「悪いわねユリアス。でもユリアスやムーランを見ていると、この国の女性に足りないものをまざまざと見せつけられている気がするわ」

　私はクスクスと笑った。

「ランフア様が心配せずとも、ムーラン様に憧あこがれて仕事をしてみたいと思うご令れい嬢じようが増えると思いますわ！　だって、ムーラン様はとってもキラキラしてますもの。ラオファン国は宝石の産地ですから、キラキラしたものがお好きでしょ？　自分をキラキラさせたくなるに決まってますわ」

　私がそう言えばランフア様とムーラン様がクスクスと笑ってくれた。

「私、ルドニーク様にはフラれたけど、ユリアスと出会うためだったのなら仕方がないって今は思っているのよ」

「私もよ！　ユリアス様に出会えたのは一生の宝物だわ！」

　褒ほめ殺されそうだと思ったのは、はじめてである。

　パオ様は不思議そうに首を傾かしげていた。

「パオ様、少しリラックスできるようにお菓子をどうぞ」

　私はクッキーとマドレーヌの載のった皿をパオ様の前に置いた。

「食欲がないわ」

　パオ様は私から視線をそらした。

「パオ、食べなさい」

　ランフア様が無表情に言い放てば、パオ様は慌あわててクッキーを手にとり口に放り込んだ。

「ランフア様、無む理り強じいはいけませんわ」

　そう言えばランフア様は拗すねたように口を尖とがらせる。

　可愛らしいかぎりである。

「パオ様、どうですか？　お口に合いましたか？」

　聞けば、パオ様は目をパチパチとしばたたいた。

「くっ、悔くやしいけど美味しいですわ！」

　私は嬉うれしくなってゆるんだ笑顔を作った。

「良かったですわ。手製のお菓子なんですのよ」

　私の言葉に、ランフア様もムーラン様もパオ様も同じように目を見開く。

　こういうところは血筋を感じる。

「お手製ってユリアスが作ったの？　パティシエに頼んで作らせたのではないの？」

　ランフア様はクッキーを一枚つまみマジマジと見つめてから口に運んだ。

「美味しい！　どういうこと？」

　褒める気があるのかないのかはっきりしてほしい。

「ノッガー家では商品開発も私が携たずさわることが多いんですの！　そこで説明する行程を省くために自分で作って味見をしてもらうのです。クッキーとパウンドケーキには乾かん燥そうさせたイチジクを入れています。ラオファン国の特産だと聞きましたので」

　私は説明をしながらパウンドケーキを人数分に切り分け皿に載せる。

「ユリアス様って本当になんでもできるのですね？」

　ムーラン様がしみじみ言うので、私は首を横に振ふった。

「私は、恋れん愛あいについては本当に未熟ですわ」

　はっきり言って、殿下との距きよ離りは近くて遠いものだ。

　なんなら歩み寄り方を誰だれかに指南してほしいくらい。

「貴女達を見ていれば、ルドニーク様が貴女を愛しているのは明白よ」

「？」

「気づいていないとか言わないわよね？」

　殿下が私を愛してくれている。

　それは解っている。

「何故、殿下は私なんかを愛してくれるのでしょうか？」

　殿下は私がいくら舌打ちしても、レポートを書かせても最終的に許してくれる。

「私は殿下に対して、褒められた態度をとったことがないのです。いっそ嫌きらわれてもおかしくなくて、婚約破棄と言われたらと最近では……怖こわいと感じるようになりました」

　私が話すとランフア様とムーラン様がニヤリと笑った。

「ユリアス、貴女、ルドニーク様にそれを全部言いなさい」

「お姉様の言う通りだわ！　ルドニーク様に捨てられたくない！　ってはっきり言った方が絶対にいいわよ！」

　私は二人を見つめて言った。

「私は一度、婚約破棄をされています。いわゆる傷物令嬢ですわ。そんな私が〝捨てられたくない〟などという我わが儘ままを言ったら、殿下は私を面めん倒どうな女だと思うかもしれません」

　そう言えば、その場にいた私以外の全員が深いため息をついた。

「ねえ、貴女！　お姉様達がこんなに言ってくれているのにルドニーク様の愛が信じられないの？」

　パオ様が困った子を見るような目で私を見つめてきた。

「私の元婚約者様は、他の女性と恋こい仲なかになり〝真実の愛〟に目覚めたのだと言って私と婚約解消したのです。もし殿下にも〝真実の愛〟の相手が現れたら……」

　私の言葉にパオ様がフンッと鼻で笑った。

「何よそれ！　そんなやつと、ルドニーク様を一緒にしないでちょうだい！　ルドニーク様はそれはそれはいい男なのよ！　何が〝真実の愛〟よ！　そんなに心配なら貴女がなればいいのよ！　〝真実の愛〟の相手に」

　パオ様の言葉に私はキョトンとした後、クスクスと笑ってしまった。

「何がおかしいのよ！　ムカつくわね！」

　パオ様が頰ほおを膨ふくらませて怒おこるのを見て、私はさらに笑ってしまった。

「貴女失礼よ！」

「申し訳ございません」

　そうか、私がなるのか！

　モヤモヤしていたものが全部晴れていった気がした。

「パオ様、本当にありがとうございます」

「何がよ！　笑ったくせに！」

「私、やってみます。〝真実の愛〟の相手になってみせますわね」
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　私がそう宣言すると、パオ様だけでなくランフア様もムーラン様も頷うなずいてくれた。

「皆みな様さま、ありがとうございます」

　お礼を言えば、皆様が同じように笑ってくれた。

　その後、三人から女の技わざというものをレクチャーされた。

　首を傾げる角度とか涙を浮うかべる術すべなどたくさんあって本当に怖いと思った。

　顔を見上げる時でさえ上うわ目め遣づかいという技を使うと聞いてこの三人は、これまでどれほどたゆまぬ努力を積んできたのだろうか？　と尊敬にも似た気持ちになってしまった。

「貴女！　こんなに何も知らずに、よくルドニーク様の婚約者になれたわね！」

　中でもパオ様はモテ仕草のエキスパートだ！

　顎あごの角度や目線の位置、立ち位置からボディタッチのタイミングまでありとあらゆる仕草が計算されているのだと知った時は恐きよう怖ふすら覚えた。

「貴女は好きな人に、最高に可愛いと思われたくないの？　小さい頃のポッチャリは可愛いけど、年とし頃ごろになれば地じ獄ごくなんだから！　ダイエットだって食べないだけで瘦やせようとしたらリバウンドしてさらに太ることだってあるのよ！　弱音を吐くんじゃありません。過去の私のようになってもいいの？」

　しかも、結構な鬼おに軍ぐん曹そうぶりである。

　私はメモを必死でとりながら、はい！　はい！　と返事をした。

　そして、決めたのだ。

「パオ様、ダイエットセミナーの講師をするつもりはありませんか？」

「ダイエットセミナー？」

「世の中には体重の悩なやみを抱かかえた女性がたくさんいます！　そんな世の女性に美しさを説く伝道師として講演を行うのです！」

　キョトンとするパオ様を後しり目めに、私は続けた。

「まずは本を出しましょう！　題名は『女性の美しさは１日にしてならず』または、『ダイエットは女性を救う』などはいかがでしょう？　ご自分でいい題名を思いつくのであれば遠えん慮りよなく言ってくださいね」

　これは売れる。

　私は笑い出したい気分だった。

「私、本を出せるほど文才はないわ！」

　慌てるパオ様に、私はキッパリと言った。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。私が抱えるエッセイストに代筆させますので、必要なことを箇か条じよう書がきしましょう！　先ほど私がとったメモもありますし！　売れる！　これは売れますわ!!」

　私が耐たえられずについに高笑いをすると三人にドン引きされたのだった。







　女子会をそろそろお開きにしようかと話し始めた頃、殿下とジュフア様とシュナ様が、こちらに顔を出した。

　どうやらみんなで焼いたマカロンを持ってきてくれたようだ。

「ユリアスは迷めい惑わくをかけていなかったか？」

　マカロンをテーブルに置きながら殿下が言った言葉に、ランフア様達姉し妹まいは呆あきれたような顔をした。

「迷惑だなんて、ルドニーク様はユリアスをなんだと思ってらっしゃるの？」

　不満そうなランフア様に殿下は首を傾げた。

「パオ姫まで呼んでのお茶会だろ？　きっと儲もうけ話で皆を引かせたりしていたんじゃないか？」

　その場にいた全員を一いつ遍ぺんに黙だまらせることができるなんて本当に殿下はすごい。

「首しゆ尾びはどうだ？」

「ええ、パオ様と本を出せそうですわ」

「本か。またお抱えの作家が増えるな」

「いえ。バナッシュさんに代筆を頼む予定ですわ」

　殿下は呆れ顔を作った。

「元婚約者の婚約者をこき使いすぎじゃないか？」

「それはそうですわ。こき使って差し上げなければ、私への慰い謝しや料りようがいつまでたっても支払われませんもの」

　殿下はフーっと息を吐いた。

「ほどほどにしてやれよ」

「勿もち論ろん、私は従業員には優やさしいのですよ」

「こき使うくせにな」

　私と殿下はしばらく黙ると同時に噴ふき出だした。

　殿下は本当にすごい。

　こんな他た愛わいのない会話ですら私を簡単に笑顔にするのだから。

「ユリアス姉様！」

　私達が笑い合っていると、シュナ様が私に抱だきつこうとしてきたが、殿下に首根っこを摑つかまれ阻はばまれていた。

「ユリアスに抱きつくなと何度言えば解る？」

「ルド兄様のケチ！　ちょっとぐらい、いいじゃん！」

「ちょっとも駄だ目めだ！　このエロガキ」

　シュナ様はほっぺをプクーと膨らまして言った。

「それはユリアス姉様を寝しん室しつに連れ込んでチューしようとしてたルド兄様の方でしょ！」

「馬ば鹿か！」

　殿下が慌ててシュナ様の口をふさいだが間に合っていない。

「お前はなんてことを言うんだ！」

　叫ぶ殿下の背後から剣けんを振り上げる私の護衛のバリガと、それを止めるルチャルの姿が見えたが見なかったことにした。

「ジフ、誤解だぞ！」

　これまた表情のない顔で腰こしにさしていた剣を抜ぬこうとするジュフア様に気がついた殿下が、シュナ様を抱えたままジリジリと間合いをとっている。

「状じよう況きようは偶ぐう然ぜんだし、未み遂すいだったからしてない！」

　必死に説明している殿下をよそに、ジュフア様が剣を抜いた。

「落ち着けジフ！」

「偶然で寝室に連れ込むやつがどこにいる？」

　殿下は周囲を確かく認にんすると小さく呪じゆ文もんを唱えシュナ様を抱えたまま、文字通り飛んで逃にげた。

「風の魔ま法ほうですわね」

　私が悠ゆう長ちように殿下が飛んでいった方を見ているとジュフア様が剣を鞘さやに戻もどし、慌てたように私の元までやってきた。

「ユリアス嬢！　本当に未遂だったのですか？」

「はい」

　私が笑顔を向けるとジュフア様は安心したように息を吐いた。

「ユリアス！　何故そんな大事なことを黙っていたの！」

　そこに、ランフア様の声が響ひびいた。

「どんなに女性がアピールしてものらりくらりとかわしてきたルドニーク様とキスするチャンスがあったなんて！　ユリアス！　不安なんてもの感じずとも既き成せい事実を作ってしまえばこっちのものよ！」

「ラ、ランフア？　何を」

　ランフア様の言葉にジュフア様の顔が複雑に歪ゆがむ。

「お兄様は黙ってて！」

　ランフア様は悪役顔負けの悪い顔をして言った。

「ユリアスいい？　恥ずかしがってモジモジしている間に飽あきられ浮うわ気きなんてことになったらどうするの？」

　飽きられて浮気される？

　なんて恐おそろしい話なんだ？

「だからこそ、チャンスを逃のがしては駄目よ！　解った？」

　ランフア様の声の圧力に、私はコクコクと頷くほかなかった。
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　こうして、一連の事件を解決することができて、私達はパラシオ国に帰ることが決まった。帰るにあたり、最後にパーティーを催もよおしてくれるという。

　私はスカイブルーのプリンセスラインのドレスに黒いリボンを使ったアクセサリーといった装よそおいに。

　対する殿でん下かはシルバーのスーツに濃こい灰色のネクタイ姿になった。

「殿下、ネクタイが曲がっています」

　二人で少しの間、控ひかえ室しつで待つことになった。

　久しぶりに二人きりになったことで、私は少なからず緊きん張ちようしていた。

　殿下のネクタイを直していて、パオ様直伝の上うわ目め遣づかいを試ためしてみたくなったのは悪いた戯ずら心ごころが湧わいてきていたからだ。

　少し体を近づけてチラッと殿下の顔を見上げ……たら、殿下は片方の手で目を覆おおっていた。

「あの、殿下？　どうかなさいましたか？」

「二人きりってだけでも緊張するのに、そんなに近寄られたら君に手を出してしまうかもしれない。だからできるだけ見ないようにしている」

　手を出す？

　いや、今はそれが最終目標である。

「殿下」

「なんだ？」

「殿下は浮うわ気きしますか？」

　思わず聞いてしまってから、私は後こう悔かいした。

「してほしいのか？」

　質問に質問で返すのは卑ひ怯きようだと思う。

「して、ほしくないです」

「？」

　私は殿下の目を覆っている手を摑つかむと引っ張った。

　私の突とつ然ぜんの行動に驚おどろいた顔の殿下がそこにいた。

「私は！　殿下を、ルド様を独ひとり占じめしたいのです！」

　恥はずかしくてまともに殿下の顔を見ることができない

　私の恥ずかしい言葉に殿下はしばらくフリーズしていた。

　そして、おもむろに私を抱だきしめた。

「ああ～クソ。最近の君はなんなんだ？」

　殿下の困ったような言葉に逃にげ出だしたくなる。

「も、申し訳ございません」

　悲しくなって謝あやまれば、殿下は私をさらに強く抱きしめた。

「何な故ぜ謝る？」

「……ルド様を独り占めしたいなどと我わが儘ままを言いました」

「謝るな」

　殿下はそのまま私の首元に顔をうずめた。

「君が望むなら、独り占めしてくれていい。浮気もしない。むしろ、ユリアスが可か愛わいすぎて辛つらい」

　殿下は私の首筋に軽いキスをした。

「その代わり、君のことも俺が独り占めしていいという条件つきだが？」

　私は殿下の背中に手をまわして言った。

「では、殿下は私のものです」

「ああ。君は俺のものだ」

　そう言って殿下は私に顔を寄せた。

　これは、キスしてしまう。

　前回はここで邪じや魔まされたのだ。

　今回は！

　そう思っているうちに殿下の唇くちびるが自分の唇に触ふれた。

　気がした。

「今のはキスですか？」

　私の質問に殿下は私の肩かたに額を押おしつけた。

「俺だってちゃんとキスしたいが、きっと邪魔が入るだろうし、何より君を怖こわがらせてしまうかもしれない」

　殿下の言葉に私はムッとした。

「私が怖がるとお思いですか？」

　勢いでそう言うと、殿下は私の顎あごをクイッと上げキスをした。
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　私が怖がらないように、ゆっくりと重ねるだけのキスだったが、私は殿下とのキスに幸せを感じた。

「すまん。口紅が落ちてしまった」

　キスが終わり、殿下が少し体を離はなして私の顔を覗のぞき込こむ。

　私の頰ほおに手を添そえてさっきまで重ねていた唇を右手の親指でフニフニと押される。なんだか恥ずかしい。

「殿下、私以外とこんなことをしてはいけませんよ」

　思わず出た言葉に殿下は蕩とろけるような笑え顔がおを向けてきた。

「するわけない。ってか、それ、嫉しつ妬とか？」

　殿下の言葉に思わず息を吞のむ。

「……いけませんか？」

「それは、反則だろう」

　殿下はそう言うと私をまた強く抱きしめたのだった。







　化け粧しようを直し、ついてしまった口紅を殿下には落としてもらい、ようやく二人でパーティーに出ることができたのだが、さっきから殿下が私の腰こしに手をまわして離してくれない。

「ルド、ユリアス嬢じようをダンスに誘さそいたいから手を離せ」

「嫌いやだ」

「子どもか？」

　私が殿下を見上げると、殿下はゆるんだ笑顔を私に向ける。

　甘あまい空気に体温が上がる気がする。

「ルド、お前は国に帰ってもユリアス嬢に会えるが俺はしばらく会えないんだ。ダンスぐらい誘ってもバチは当たらんだろう？」

「ユリアスに気のあるやつに、いや、今は誰だれにもユリアスを触さわらせたくない」

「嫉妬深い男は嫌きらわれるぞ」

　呆あきれたように言うジュフア様を後しり目めに、殿下は心配そうに私の顔を覗き込む。

「嫌いになるか？」

　パオ様バリに可愛く首を傾かしげる殿下に私は両手で顔を覆った。

「な、なりません」

　甘い。

　殿下が滅め茶ちや苦く茶ちや甘い。

「口から砂糖が出そうなのですが」

「人の口から砂糖は出ないぞ？」

　伝えたいことがいまいち伝わっていない。

「殿下の空気が甘すぎて」

　私が二の句が継げずにいるとジュフア様が呆れ顔で言った。

「胸焼けしそうだ」

「羨うらやましいだろ？」

　殿下のドヤ顔にジュフア様がぐぬぬっと唸うなっていた。

「と、とにかく、最後にユリアス嬢と踊おどらせてくれ」

「殿下、私行ってきますわ」

　私がそう言うと、殿下はだいぶ嫌そうな顔をしていた。

　そんな顔をしてもらえるだけで嬉うれしくなってしまう自分は末期かもしれない。

　渋しぶ々しぶ私の腰から手を離す殿下に少し安心する。

　が、殿下は私をもう一度引き寄せて頭にキスをした。

　何が起きたのか気づいた時には私の顔は真っ赤だったに違ちがいない。

「浮気するなよ」

「し、しません」

　殿下は柔やわらかく笑って私をジュフア様に預けた。

「いつの間にあんな嫉妬深い男になったのですか？」

「いつでしょうか？」

　はい。つい先ほどからです。

　私は遠くを見つめてそう心の中で答えた。

　でも、殿下のこの執しゆう着ちやくを嬉しいと思っている自分に一番驚いている。

「ああ、ユリアス嬢が離れた途と端たんにルドは女性に囲まれていますね」

　ラオファン国に来たばかりの頃ころは殿下が女性に囲まれているだけでモヤモヤしていたのに、今は気にもならないのが不思議だ。

　心穏おだやかな私はジュフア様と他た愛わいのない話をしながらダンスを楽しんだ。

「また、ラオファン国に来てくれますか？」

「ええ。この国はまだまだ売れそうなものがたくさんありますから」

　私がそう答えればジュフア様は安心したように笑った。

「俺は貴女あなたが好きだ。まだまだチャンスはあると思ってもいいだろうか？」

　ジュフア様の真しん剣けんな表情に私は苦笑いした。

「その答えは前と変わりません。チャンスはないですわ。ビジネスは別ですけれどね」

「こう言ってはなんだがルドは、ああやって常に女性に囲まれる。そんな男を貴女は信じられるのですか？」

　私はクスクスと笑った。

「ジュフア様〝信じられる〟じゃないのです。私は〝信じる〟のですわ」

　私がそう言えば、ジュフア様はフーっと息を吐はいた。

「そうですか、本当、ルドのやつが羨ましい」

「いずれジュフア様にも素す敵てきな伴はん侶りよが見つかりますわ」

「俺は貴女が良かった。残念だ」

　ジュフア様の言葉は本当にありがたいものなのだと今の私は知っている。

　自分の想おもいに相手が応えてくれることなんて奇き跡せきに近いのだ。

　一人では制せい御ぎよできない想いに相手が応えてくれる。こんなにすごいことなんてないだろう。







「ずっと踊っていたかった」

「次は、ビジネスの話をいたしましょう」

「ははは。そうですね」

　どうか、ジュフア様の気持ちに応えられない自分を許してほしい。

「ルド、有意義な時間を過ごせた。感謝する」

　ジュフア様が女性達をかき分け、殿下の元へ連れていってくれた。

　殿下は私を見るやいなや柔らかく笑って私に手を伸のばした。

「お帰りユリアス」

　本当に殿下が甘くなってしまって困る。

「た、ただ今戻もどりました」

　私がおずおずと返せば、殿下は定位置と言わんばかりに私に近づき、さっと腰を引き寄せた。

「で、殿下」

「なんだ？」

「そこまで、くっつかなくともいいのでは？」

　殿下はキョトンとした顔で言った。

「気持ちが通じ合ったのに、遠えん慮りよして、周りにユリアスを奪うばうチャンスがあると思われたら困る」

　この人、平然と何を言っているのだろうか？

「君は俺の気持ちをみくびってないか？」

　殿下は真剣な顔で私を見つめた。

「俺は、階段落ちで俺のために泣いてくれた時から、いや……はじめて君と会った時からかもしれないと思えるほど君が好きなんだ。それが今や気持ちが通じ合っている。これは奇跡みたいなことだ」

　殿下の言葉に私は驚いてしまった。

　だって、そんな前から私のことを好きだなんて……。

「ユリアスは大人しく観念して俺の側そばにいろ」

　殿下はそう言ってから困り顔になった。

「それに、国に帰ったらローランドとマイガーに邪魔されて指一本触らせてもらえなくなるのは目に見えているんだ。今ぐらい許してくれ」

　殿下の情けない言葉に私が噴ふき出だしてしまったのは仕方がないだろう。

「あ！　ユリアス姉様！」

　そう言って背後から現れたのはシュナ様だった。

　遠くの方でインスウ様がコソコソシュナ様を見ているのに気づいたが、見なかったことしようと思った。

「ユリアス姉様、これ美お味いしいよ」

　お皿いっぱいの食べ物をモグモグしているシュナ様は可愛い。

　だが口の周りがソースですごいことになっている。

　私は近くのウエイターに紙ナプキンを頼たのみ、シュナ様の口をぬぐった。

「ありがとうユリアス姉様……で？　ルド兄様はどうしてユリアス姉様にぴったりくっついてるの？」

「えっ？」

　私が動どう揺ようする中、殿下は真剣な顔でシュナ様に言った。

「俺とユリアスは番つがいだからだぞ」

「番じゃしょうがないね！」

　シュナ様を一いつ瞬しゆんで納なつ得とくさせるなんて、殿下はすごい。

「そんなことより、シュナは大だい丈じよう夫ぶか？　インスウ王子からストーカー行こう為いをされてないか？」

　殿下の言葉にシュナ様は首を傾げた。

「遠くから観察されてるだけだから大丈夫」

　するとシュナ様の後ろに控えていたミーヤさんがにっこりと笑って言った。

「次、シュナ様に何かしようものなら……もぎますから」

　何をだろうか？

　聞こうか迷い殿下を見ると、殿下の顔は少し青くなっていた。

　どうしたのだろか？

　見ればジュフア様も少し顔色が悪い。

　とりあえず、掘ほり下さげてはいけない話だということは解った。

「ユリアス様には後で教えて差し上げますね！」

　ミーヤさんが私に気がつきそう言ってくれた。

　世の中には知らなくていいことがたくさんあるということを痛感させられるのだが、それはまた別の話である。

「シュナ殿どのはこの後、国に帰るのか？」

「ううん！　パラシオ国の建国記念の式典に出るから、パラシオ国に行くよ！」

「「あっ！」」

　私と殿下は同時に声を上げた。

　お互たがいに建国記念式典を忘れていたことを思い出した。

「殿下、準備は」

「は、半分くらいか？」

「ヒッ」

　私が恐きよう怖ふにおののくと殿下は遠くを見つめた。

「ローランドに殺されるな」

「明日、朝一で帰りましょう。バハル船長には悪いですが緊きん急きゆう事態です。呼び出しましょう。大丈夫です。我わがノッガー家の名にかけて絶対に間に合わせますから！」

「頼もしい」

　殿下にそう言われ私はシュナ様の肩を摑んだ。

「シュナ様、明日は朝一から船に乗りますが、シュナ様は寝ね起おきが悪いので今日は船でおやすみいただきますね」

「え？」

「ミーヤさん、シュナ様の出立の準備は？」

　ミーヤさんは優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをした。

「すでにできております」

　私は笑顔を作った。

「よろしい。シュナ様、お腹なかいっぱい食べられましたか？」

「う、うん」

「それは、ようございました。ミーヤさん、シュナ様を船に」

「はい。シュナ様、逆らったらヤバイの解りますよね～行きましょうね～」

　シュナ様は不満そうに頰を膨ふくらませながらミーヤさんと会場を去っていった。

「ジュフア様。今回は本当に充じゆう実じつした時間をありがとうございました。諸事情のため帰国したいと存じます。本当にありがとうございました」

　殿下はジュフア様の手を摑むとブンブンと振った。

「緊急事態のため、これにて失礼する。ジフ、うちの建国記念式典には来るのか？」

「ああ。だが、まだ時間はあるだろう？」

「いや、主しゆ催さいとして準備があるからな。一刻も早く国に帰らなければ……では、またな」

　挨あい拶さつが終わると、私と殿下は足並みを揃そろえてその場を後にした。

　徹てつ夜やで荷物を船に乗せ、遊びまわるバハル船長を捕つかまえて出航したのは日の出前。

　殿下とバハル船長（二ふつ日か酔よい）が必死に風の魔ま法ほうを使い、その日の夜中にパラシオ国の港に着けたのは本当の奇跡だと思った。

　勿もち論ろん、パラシオ国は建国記念日の準備でてんてこ舞まい。

　王子が不在のせいで溜たまった仕事を、お兄様が一人で必死にフォローしてくれていた。

　そのため、殿下も私もこっぴどく叱しかられたのは言うまでもない。
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　そして迎むかえた、建国記念日。

　私と殿でん下かはあれ以来まともに顔を合わせていない。

　それぐらい忙いそがしかったのだ！

　国の一大事と言ってもいいほど、準備はギリギリでお兄様も最後の方は抜ぬけ殻がらのように生気がなかった。

　なので、全てが終わった後はお兄様の恋こい人びとであるマニカ様を旅行に招待しようと手はずを整えてある。

　私の店の方はというと、うちの従業員が優ゆう秀しゆうだったお陰かげでだいぶ進んでいたので、ささやかながらボーナスを支給することを決めている。

　マイガーさんには、ボーナスはいらないから力ちから一いつ杯ぱい叩たたいてほしいとお願いされたのでデコピンだけしてあげた。

　あまり力を入れることはできなかったが、すごく喜んでくれたので複雑な気分になった。

　そんなこともあり、私もお兄様のサポートにまわることができた。

　厳おごそかな雰ふん囲い気きの中始まった式典。

　一方、街はお祭まつり騒さわぎで色とりどりの花びらが飛とび交かう。

　我わが国くにの建国記念日は本当に美しい。

　獣じゆう人じんのお客様は十人程度だが、踊おどる人々や飛び交う花びらが珍めずらしいようで皆みなが口をポカーンと開けて驚おどろいている。

「シュナ様、どうです？　我が国自じ慢まんの祭事は？」

「すっごく綺き麗れい！」

　私は嬉うれしくなっていろんなところへシュナ様を連れていった。

　この日にしか売られないお菓か子しのお店。

　この時期にしか咲さかない花を見て、広場で踊る人々を眺ながめる。

　この場に殿下がいないのがすごく寂さびしい。

　殿下は殿下でいろいろな仕事がいっぱいで、式典の間の警備の陣じん頭とう指揮もとっているのだという。

「ユリアス姉様？　寂しい顔してる」

　本当にシュナ様は感情の変化に敏びん感かんだ。

「国に帰ってからルド様に会えてませんので」

「これは秘密って言われてるんだけどね！」

　シュナ様が突とつ然ぜん言った話に私はかなり驚いた。

「ルド兄様、毎晩寝ねる前に僕の部屋に来て、今日は何をして遊んだか聞いてくの！　なんでだと思う？」

「何な故ぜでしょう？」

「そんなことも解わからないの？」

　そんなこととはどんなことだろうか？

「殿下はシュナ様のことが好きで何をしていたか気になるのでしょうか？」

　シュナ様は納なつ得とくがいかない顔で言った。

「違ちがうよ！　ユリアス姉様が何をしていたのか知りたいからだよ！　直接会えないから、僕と何してたか気になるんだよ！」

　私がパチパチとまばたきをすると、シュナ様はニコッと笑った。

「で、最後に必ず『ユリアスに抱だきついたりするなよ』って言って帰ってくの！　ルド兄様、僕がユリアス姉様に抱きつくの嫌いやなんだって！」

「以前から思っていたのですが、どうしてそんなに嫌なのでしょう？」

「僕も気になって聞いたの」

　シュナ様はニシシっと笑った。

「『俺だって数えるほどしかユリアスを抱きしめたことがないのに、子どもだからってズルいだろ！』って言ってたよ！　ルド兄様も中身は子どもっぽいな～って思ったけど」

　シュナ様はニコニコしながら続けた。

「でも、本当に可哀想かわいそうだったから、今はユリアス姉様に抱きつかないようにしてる！」

　言われてみれば最近、シュナ様に抱きつかれていない。

　大した話ではないかもしれないけど、私には嬉しい情報でしかない。

「今度、ルド兄様に会ったら抱きついてあげるといいよ！」

　私はクスクス笑って頷うなずいた。

「ええ、そうします」

「聞いたからね！　絶対だよ！」

　シュナ様と私は約束したのだった。
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　その日の夜、私はシュナ様と他の獣人様をある場所に連れてきていた。

　我がノッガー家の庭に造ったガラス張りの建物に椅い子すと飲み物、軽食を用意した。

「これは何？」

　そして、大事な物を皆さんに配った。

「コルクでできた耳みみ栓せんですわ」

「耳栓？」

　私は皆様に耳栓が行いき渡わたるのを確かく認にんしてから言った。

「これから、建国記念名物打ち上げ花火が上がります！　実は打ち上げ花火は皆様が嫌きらいな火薬を使った光の花です」

　周りの獣人様達が心配そうな顔になる。

「ですがこの建物は火薬の臭においを防ぐために、そして、耳栓は音を軽減するためにあります。皆様が嫌いなものも使い方次し第だいで人々の心を癒いやす美しい芸術品になるということを知ってほしいのです。では、耳栓を装着してください。そして楽しい時間をどうぞごゆっくりお楽しみください」

　私はそう言って建物を出た。

　それとほぼ同時にぴゅ～っという音とともに花火が上がった。

　外からでも、獣人の皆様がビクッと肩かたを跳はね上あげ、花火が開くと目を奪うばわれるのが解る。

　シュナ様がピョンピョン跳ねて喜んでいる姿を見て、このガラス張りの建物を造った甲か斐いがあった。

　私はその場を離はなれた。

　実際花火は綺麗だが、ただ、できることなら殿下と一いつ緒しよに見たかった。

　私はゆっくりと自室に戻もどった。

　自室の窓からも花火はよく見えた。

「会いたい」

　小さく呟つぶやけば、寂しさがさらに募つのる。

　その瞬しゆん間かん、私は背後から誰だれかに抱きしめられた。

「誰に会いたいんだ？」

　その声に思わず悲鳴を上げたくなった。

　殿下だ。

　声だけで解ってしまうなんて私はどれだけこの人が好きなんだろう？

「俺だったら嬉しい」

「……不法侵しん入にゆうですわ」

「解ってる。後で慰い謝しや料りよう請せい求きゆうでもなんでもしろ」

　通常であれば、こんなこと許してはいけないのだが、この時の私は殿下が会いに来てくれた事実に幸せだと感じてしまっていた。

「会いたかった」

　殿下は私の頭にキスをしてそう呟いた。

「ここまで会えなくなるなんて思ってなかった」

「シュナ様に嫉しつ妬となさっていたと聞きました」

　殿下はチッと舌打ちをした。

　殿下の舌打ちははじめて聞いた。

「秘密だと口止めしたのに」

「それを聞いたら、殿下に会いたくなりました」

「からかうためじゃないだろうな？」

　この人は本当に警けい戒かい心しんが強い。

「私、言ったはずですわ。殿下の情けないところを愛いとしく感じていると」

「俺も言ったよな？　君には格好悪いところは見られたくないと」

　私達はしばらく黙だまるとクスクスと笑った。

「花火が綺麗だ」

「打ち上げ花火をやりたいと王おう妃ひ様さまに頼たのんで正解でしたわ」

　私達はしばらく抱き合っていたが、私は殿下の腕うでから逃にげ出だした。

「嫌だったか？」

「嫌ですわ」

　そう言って私は殿下を正面から抱きしめた。

「こっちの方がいいです」

「っ……可か愛わいすぎる」

　殿下が何やら呟くと私を強く抱きしめ返してくれた。

「どこでこんな技わざをおぼえた？」

「技なのですか？　シュナ様と約束しましたの。次に殿下に会えたら私から抱きつくと」

「シュナには後でカリカリクッキーを買ってやろう」

　私と殿下はクスクスと笑い、そのまま二人で花火を眺めた。
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　花火が終わり、シュナ様達の元へ殿下と二人で向かうとニコッと可愛い笑え顔がおを見せてくれた。

「ユリアス姉様、約束守れた？」

　殿下はそんなシュナ様の頭を乱暴に撫なでるとニッと笑う。

「シュナにはカリカリクッキーを好きなだけ買ってやる！」

「え？　上じよう機き嫌げんすぎてルド兄様気持ち悪い！」

　シュナ様を指差して殿下は私に聞いた。

「一回殴なぐっていいか？」

「駄だ目めですよ」

　殿下は不満そうにフンっと鼻を鳴らす。

「ユリアス姉様嬉しそう、ユリアス姉様が嬉しそうだと僕も嬉しい！」

　そう言って、シュナ様は私に抱きついた。

「こら、シュナ！　それをやるなって言ってるのが解らないのか！」

　シュナ様は不満そうに口を尖とがらせた。

「ユリアス姉様はそんなことじゃ怒おこらないもん！　ルド兄様のケチ！」

「いくらでもケチと言えばいい！　ユリアスは俺のだ！」

　大人げない殿下に私は思わず噴ふき出だしてしまった。

　笑う私を見て、殿下も柔やわらかい笑えみを浮うかべた。

　なんて穏おだやかな時間だろうか！

　私はそんな幸せを嚙かみしめるのだった。





ＥＮＤ
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　この度は『勿もち論ろん、慰い謝しや料りよう請せい求きゆういたします！３』を読んでくださりありがとうございます。

　ｓｏｙと申します。

　三巻が発売できたのは沢山ご迷惑をおかけしたにもかかわらず、私を見捨てず導みちびいてくださった担当様とビーズログ文庫様のお陰です！




　無事に三巻を発売することができ本当に幸せです。

　今回は七月に発売しました『婚こん約やく回かい避ひのため、声を出さないと決めました!!』と同時進行するという初めての体験に苦労しました。

　主人公の名前を間違えなかった自分を褒ほめてあげたい。

　本当に間違っていないかは、本文にて確かめてください！

　すみません、願望が溢れ出てしまいました。

　少し前のことですが、地元の七たな夕ばた祭まつりで短たん冊ざくに、

「『婚約回避のため、声を出さないと決めました!!』と『勿論、慰謝請求いたします！３』が重版できますように！」

　と書き、目立つ通路側にある目の高さの笹に付けさせていただきました。

　それを見ていた娘が一言。

「ママ、強欲過ぎ」

　はい。反省しています。

　ちなみに娘は短冊に「ママの本が売れますように！」と書いてくれていました。

　娘が天使。

　そんなこともありましたが、無事に発売までこぎつけることができ、感謝感謝です。




　今回もイラストは、ｍ／ｇ様です！

　毎回素晴らしいイラストで私は幸せ者です。

　特に表紙のユリアスの困り顔！　可愛い！

　今までなかった恋に悩むユリアスを見てほしいです。

　さらに、オルガのイケオジっぷりに胸がキュンキュンしました！

　きっと、皆様にも共感していただけると信じています。




　最後に、刊行にあたり本作に関わってくださった沢山の方々に、厚く御礼申し上げます。

　そして、ここまでお付き合いくださった皆様も本当にありがとうございます。

　またお会いできる機会がありますように、お祈りしつつ失礼させていただきます。








ｓｏｙ
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　建国記念を無事に終えた私達はようやく人ひと心ごこ地ちがついたといった感じだ。

　無事、シュナ様達も国に帰られたし、なんとも穏おだやかな日常に戻もどった。

　……とは言いきれなかった。

　今回の功労者であるお兄様に殿でん下かが何か欲ほしいものがないか聞いたらしい。

　お兄様は迷うことなくこう言った。

「では、殿下を思いっきり殴なぐらせてください」

　と。お兄様は激務のせいでだいぶ病やんでしまったようだ。

　殴らせろと叫さけびながら殿下を追いかけまわすお兄様はすごくいい笑え顔がおだったと城の警備をしている騎き士し様達が教えてくれた。

　ちなみに騎士様達は見て見ぬ振ふりをしたらしい。

　家にいるお兄様はいつも通りだったから気がつかなかったが、ストレスは相当だったようだ。

　私がお兄様の休みを一週間いただけないかと交こう渉しようしに行ったら、殿下は青い顔で執しつ務む室しつの椅い子すに縄なわで縛しばられていた。

「マイガーさんを変態呼ばわりしていますが、殿下も似たようなものですね」

「誤解だ！　好きでこんな格好しているんじゃない！　これはローランドが俺が逃にげないようにと……」

「殿下は逃げようとしたのですか」

「……いや、それは」

　私はゆっくりと殿下に近づいた。

「私、殿下に相談がありまして」

「なんだ？」

「お兄様に休きゆう暇かが欲しいんですの」

　殿下はしばらく腕うでを組んで考え始めてしまった。

「実際、ローランドは働きすぎだが、今建国記念の後始末で忙いそがしいのも事実だ。どれぐらいの時間休ませるつもりだ？　あまり長く休ませるのも……」

「一週間ですわ！」

　殿下は深く息を吐はきながら椅子の背もたれに体を預けた。

　縄で縛られているせいですごく不思議な光景だ。

「それでは長すぎる。せめて三日だ」

「一週間です。譲ゆずれません」

　殿下は軽く頭を抱かかえた。

「私も手伝いますから」

　殿下は息を一つ吐くと言った。

「解わかった。君が手伝いに来てくれるなら」

　殿下の顔には仕方がないと書かれている。

　私はそのまま殿下の頰ほおにチュッと唇くちびるを当てた。

　驚おどろいた顔の殿下に私は手を振った。

「ありがとうございます！　休む日取りがきちんと決まりましたらもう一度うかがいますわね」

　殿下は私がキスした頰を手で押おさえると、困ったように笑った。

「悪いが、縄を解いていってもらえないか？」

　私は少し考えてから殿下に近づいた。

「逃げませんか？」

「ああ、当たり前だろ」

　私は仕方なく殿下の縄を解いてやることにした。

　したのだが、殿下は近づいた私の手を摑つかみ引き寄せた。

　勢いのまま、殿下の膝ひざに座すわってしまい驚く。

「殿下！」

　殿下は楽しそうに笑った。

「キスするなら今度から唇にしてくれ」

　そう言って殿下は私に顔を近づけ、私は慌あわてて目を閉じた。

　…………だが、いつまでたってもキスの感かん触しよくはなくて、私は目を開けた。

「ルドニーク殿下？　我わが妹に何をなさっているのかな？」

　お兄様がドアの前で青筋を立てて仁に王おう立だちしていた。

　み、見られた!!

　私は指先まで熱くなるのを感じた。

「いや、あの、その、ローランド！　話を聞け!!」

「ええ、聞きますとも。妹に、何をしようとしていたのか説明してください」

　殿下は慌てたように言った。

「ローランドは働きすぎだ！　ちょっと休んだらどうだ？　その間、ユリアスが手伝ってくれると言ってるし！」

　次の瞬しゆん間かん、部屋に入ってきたお兄様は殿下の机にバーンと音を立てて書類を叩たたきつけた。

「可か愛わいい妹を膝に乗せて仕事をするために僕が邪じや魔まだと？」

「そんなこと、言ってない！」

　お兄様は流れるような動きで私を殿下の膝の上から立たせると後ろ手に庇かばい言った。

「ユリアス、このケダモノから離はなれなさい」

「あ、あの、でも、お兄様のお休みが」

「ユリアスを危険にさらすぐらいなら仕事をしていた方がましだ！」

　お兄様はそう言って頑かたくなに休みをとってくれなくなった。

　仕方がないので、どうにかしてお兄様が癒いやされる方法を考えた。

「というわけでマニカ様に協力してほしいのです」

　私はマニカ様のお家うちに行くと頭を下げて頼み込む。

「私などで、ローランド様に何ができるか解りませんが、ローランド様のためなら私、なんでもしますわ！」

　マニカ様の言げん質ちがとれたので、私はニコニコしながら言った。

「では、マニカ様には私という親友の恋れん愛あい相談を受けるために、一週間ほど我わが家やにお泊とまりしていただきますわ！」

「は？」

　そう、要するに仕事でクタクタのお兄様も、可愛くも愛いとおしいマニカ様がいる！　という状況であればなるべく早く帰ろうとするし、癒されてくださるのではないだろうか？　という作戦である。

　作戦の内容を説明すれば、マニカ様は自信なさそうだが頷うなずいてくれた。

　ということで、作戦決行である。

　思い立ったが吉きち日じつとばかりにマニカ様のご両親にも許可をもらい、私はマニカ様を我が家に招待した。
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　お兄様が事前に帰ると言っていた時間から二時間が過ぎた頃ころ、お兄様はようやく帰ってきた。

「ローランド様、お帰りなさいませ」

　ドアを開けたお兄様は、しばらくマニカ様を見つめると呟つぶやいた。

「疲つかれているんだな。マニカ様の幻げん覚かくが見える」

　と、呟いた。

「あの、ローランド様、私は本物ですわ」

　そう言ってマニカ様はお兄様の手を摑むと頰にあてがった。

　なんて可愛い仕草だろうか？

　今度出す『全ての女性が使える美の魔ま法ほう全集』に加えなくては！

　お兄様はゆっくりマニカ様を抱だきしめてから私を見た。

「部屋に連れ帰っていいだろうか？」

「駄だ目めですわ！　お兄様」

「……そうか」

　すごく残念そうなお兄様とは裏腹にマニカ様は嬉うれしそうだった。

「お兄様、今日から一週間マニカ様には我が家に泊まっていただくことになりましたので」

「!!」

「新しん婚こんさん気分を味わえます。その代わり、お部屋に連れ込むのはお控ひかえください」

　私が念を押すとお兄様は、嬉しそうに抱きしめたマニカ様の頭を撫なでていた。
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　それからの一週間はすごかった。

　マニカ様のお陰でお兄様は仕事を定時に切り上げて帰ってくるのだ。

　そして、朝は苦手じゃないくせにマニカ様が起こしに行くまで起きてこない。

　でも、日に日にお兄様の顔色は良くなっていった。

　マニカ様のパワーはすごいのだ。

　お兄様のお嫁よめさんはマニカ様でなければと、再認にん識しきした。

　そして、一週間はあっという間に過ぎていった。

「明日にはお兄様が仕事を終えて帰ってきても、マニカ様がいないなんて……」

「ユリアスさんに、そう言ってもらえて私も嬉しいですわ」

　お兄様が帰ってくるまで、午後のお茶の時間をマニカ様と過ごすのが日課になっていた私は寂さびしさを感じていた。

「でもマニカ様のお陰かげでお兄様は元気を取とり戻もどしてくださいました」

「私は何もしていませんわ」

　私は紅茶を口にした。

「マニカ様とお兄様は仲良しですわね」

「殿下とユリアスさんもでしょ？」

　マニカ様は私に笑顔を向けてくれた。

「マニカ様、相談してもいいでしょうか？」

「勿もち論ろん」

　私は紅茶を飲み干すと勢いで聞いた。

「お兄様に殿下の膝に乗ってキスを迫せまられているところを見られてしまい、殿下に会わせてもらえなくなってしまいまして。どうしたらいいでしょうか？」

　マニカ様が紅茶を霧きり状に吹ふいたが、幻まぼろしを見たのかもしれない。

　ゲホゲホしているマニカ様の背中を私は慌ててさすった。

「変な相談をして申し訳ございません」

　涙なみだ目めのマニカ様は咳せきをしながら言った。

「殿下がユリアスさんを膝に乗せたのですか？　ローランド様ならまだしも、想像できませんわ！」

「お兄様ならまだしも……それはそれで複雑です」

　マニカ様は動どう揺ようする私を落ち着けるようにして言った。

「自分はするくせに、殿下には駄目だと言っているローランド様が間ま違ちがってますわ！」

　マニカ様がすごく頼もしく見えた。

「ユリアスさんは殿下に会いたいのでしょう？」

「はい」

　私が頷くとマニカ様は優やさしい笑顔になった。

「私は殿下の幼おさな馴な染じみですのに、殿下が好きな女性を膝に乗せたい願望を持っていたなんて微み塵じんも知りませんでしたわ」

「私だって、お兄様が好きな女性に対してあんな感じになるのをはじめて知りましたわ」

　マニカ様ははにかんだように笑った。

「なんとも思っていない人にされたら背筋が凍こおるようなことも、好きな人にされたら特別なことになると思いませんか？」

　私は苦笑いを浮うかべた。

「恥はずかしいことに変わりはありませんけど」

「勿論、私だって恥ずかしいですわ！　でも、ローランド様の特別になれたからこその恥ずかしさですので幸せに感じるのも確かです」

　言われてみれば、殿下は女性に相対している時のイメージがあまりない。

　これが特別ということなのだとしたら嬉しい。

「言われてみれば幸せなことですわ」

「ユリアスさんに解ってもらえて、実はすごく嬉しいのですよ！」

　マニカ様は、嬉しそうに笑った。

「では、ローランド様をどう説得しましょうか？」

　マニカ様はちゃんと私の相談を解決しようと思ってくれていて私は嬉しくなった。
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　お兄様が帰ってきて、私とマニカ様はいつものようにお兄様をお出で迎むかえした。

「ただ今帰りました」

　言うなりマニカ様を抱きしめようとするお兄様にマニカ様は笑顔で首を横に振った。

「ローランド様は私に触さわってはいけません」

「!!　何な故ぜ？」

　お兄様の顔に絶望がありありと浮かんだ。

「ユリアスさんから聞きました。殿下とユリアスさんを会わせないようにしているらしいではないですか？」

　あのお兄様がオロオロしている。

「いや、それは、ユリアスのことを考えて」

　マニカ様はビシッとお兄様に指をさして言った。

「ユリアスさんがローランド様に助けを求めたのですか？」

　ぐっと言葉を詰つまらせるお兄様にマニカ様はキリッとした顔をした。

「それに、ユリアスさんと殿下は婚こん約やく者しやですわ！　イチャイチャしても世間的に許される間あいだ柄がらです。私とローランド様に比べたらよっぽど許されることです！」

　そうだった。

　仲が良すぎて忘れていたが二人はまだ婚約者ではない。

「私は幼馴染みである殿下の味方です」

　お兄様は困った顔で動きを止めてしまっていた。

「そして、ユリアスさんは私の親友です！　兄であるローランド様がお二人の邪魔するのはおやめください！」

「邪魔をしているわけでは」

「殿下とユリアスさんが会えないようにしていると聞いています」

「殿下が反省するまでです」

　マニカ様は息を一つ吐いた。

「では、殿下が反省するまでローランド様も私に触るのを禁止します」

　お兄様がくらりとしたのが解った。

「僕の癒しが……」

　マニカ様はニッコリと笑うと言った。

「それが嫌いやなのでしたら、ユリアスさんと殿下がイチャイチャしていても邪魔しないと誓ちかってくださいませ」

　このマニカ様の作戦は、私達が思っている以上に効果があった。

「解った。ユリアス、イチャイチャするのはほどほどに、節度ある範はん囲いにすると約束してくれ」

　お兄様は拳こぶしをギュッと握にぎると渋しぶ々しぶそう言った。

「お兄様もマニカ様とイチャイチャするのであれば節度ある範囲にしてくださいませね」

「ぜ、善処しよう」

　お兄様はすごく嫌そうだったが頷いてくれたのだった。

　こうして、マニカ様のお泊まり最終日は恙つつがなく終わりを迎えたのだった。
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　次の日、私はお菓か子しを焼いて城に向かった。

　殿下の執務室のドアをノックすると、入室を許可する声が聞こえた。

　ドアを開けると殿下は書類に目を落とし黙もく々もくと仕事をしていた。

　今日は縄で縛られてはいないようだ。

「少し休きゆう憩けいしませんか？」

　私が声をかけると、殿下はハッとして私を見た。

「幻ではないのか？」

「違うと思いますが？　カップケーキを焼いてきました。休憩しましょう？」

　殿下はゆっくり椅子から立ち上がると私に近づき抱きしめた。

「君の存在は大きすぎる。ちょっと顔を見ないだけでこんなにも寂しい思いをするとはな」

　殿下が寂しいと思ってくれたことに嬉しくなる。

「私も、お会いしたかったですわ」

　私の言葉に殿下は柔やわらかな笑顔をくれた。

「君から甘あまい言葉を聞けるとは……やっぱり夢じゃないよな？」

「幻覚の次は夢ですか？　少しゆっくりお休みになってはいかがでしょう？」

「そのつれない喋しやべり方は本物だな！」

　殿下は嬉しそうに私の頭を撫でた。

「お疲れのようですが大だい丈じよう夫ぶですか？」

「疲れてる。ローランドは人使いが荒あらい」

　私はクスクスと笑った。

「仕方がありませんわ、お兄様はノッガー伯はく爵しやく家けの長男ですから」

「それは、説得力しかないな」

　殿下は嚙かみしめるようにそう呟いた。

　私はそんな殿下の背中をさすりながら言った。

「殿下、お茶を淹いれてきますね」

「ユリアス不足だ。もうしばらく側そばにいてくれ」

　殿下の甘えるような声に私がキュンキュンしているなど、殿下は気がついていないだろう。

「マニカ様のお陰でここまで来られました」

　私はこの一週間の出来事を抱きしめられながらゆっくりと話した。

「ローランドめ、羨うらやましいな」

「家に帰ったらマニカ様がいるなんて素す晴ばらしいですもんね！」

「違う」

　殿下は私の首筋にチュッと軽いキスをした。

「家に愛する女がいるなんて最高だろ」

　そうなのか？

　いや、そうだ。

　だって、家に帰って殿下が出迎えてくれたら私は嬉しい。

「そうだ、ユリアスを一週間城で預かるのもいいな、癒されるかは別だが」

「私は嫌ですわ」

　殿下は首を傾かしげてから呆あきれた顔をした。

「なんだ？　城では仕事ができないか？」

「違います」

「では、何故？」

　私は殿下の胸に額を擦こすりつけて言った。

「殿下と離れがたくなってしまうではありませんか。一週間なんて期限、たぶん耐たえられません」

　私の言葉に、殿下は私を抱きしめていた手に力を込めた。

「まいった。ユリアスが可愛すぎて辛つらい」

　私達はしばらく抱きしめ合ってから、お茶にすることにした。

　お兄様に見つかると、また会えなくなるかもしれないからだ。

「ユリアスと会えない間はなんだか退たい屈くつでな」

「私もですわ」

　殿下はクスクス笑う。

「ラオファン国にいるうちにもっとイチャイチャしておけば良かったと、後こう悔かいまでした」

　殿下の言葉に私は驚いた。

　だって、殿下からイチャイチャなどという言葉が出るとは思っていなかったからだ。

　私の動揺が伝わったのか殿下は私を見て笑った。

「まあ、ローランドに隠かくれてイチャイチャするのもいいかもな」

　その言葉に私の心臓は痛いぐらいに跳はねた。

「まあ、ゆっくりな」

「そんなことを言われては、心臓が壊こわれそうです」

　私は真面目に言ったのに殿下は勢いよく机につっぷした。

「ああ、マジで俺の心臓の方がすぐ壊れそうだ」

　殿下はしばらく机につっぷしていたが、ゆっくりと顔を上げた。

「次は勝つ！」

「なんの勝負にですの？」

　聞いたが、殿下は教えてくれなかった。

　こうして、私と殿下は仲のいい婚約者同士だと噂うわさされるようになったのだった。
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　ユリアス様とルドニーク殿でん下かがラオファン国王主しゆ催さいの歓かん迎げいパーティーに出ると聞いて、僕は貴族の踊おどったり美お味いしいものを食べたりする姿をただボーッと見つめなくてはいけない仕事が待っていると思い込んでいた。

　ラオファン国の食べ物はすごく美味しい。この国に来て口にしたものは全部美味しかった。

　そんな美味しい物のトップクラスの料理が並ぶのだ。

　辛つらい仕事に違ちがいない。

　ユリアス様も僕とバリガにどんなドレスを着せようか、持ってきた衣い装しよう箱を楽しそうに開いていた。

「自分達に時間など割さかずに、ユリアス様のドレスの準備をなさってください」

　バリガが無表情にそう言ったから、僕も激しく頷うなずいた。

　でも、ユリアス様はニコニコしながら僕にピンクのドレスをあてがった。

「私のドレスは、国を出る前から殿下の瞳ひとみと髪かみ色を組み合わせたものと決まっていますの。ですから、お二人には私が着ない色を是ぜ非ひ着てほしいのです」

　楽しげなユリアス様の後ろでバリガが泣きそうな顔をしているのは、極力見ないようにしてあげた。

「ユリアス様がそうだとしても、僕達の衣装は適当でいいですよ」

　気を使わなくていいって意味で言ったけど、ユリアス様は何を言ってるんだ？　と言わんばかりの顔をした。

「ですから！　本物の女性でもありませんし、ドレスに気を使わなくても僕達の目的は貴女あなたを守ることですよ」

　格好良く言えたと思い少し胸を張れば、ユリアス様は困った子を見るような目を僕に向けた。

「ルチャルさん、貴方あなたは間違っています」

　僕の発言のどこに間違いが？

　不思議に思いながら首を傾かしげると、ユリアス様は満面の笑えみを浮うかべた。

「貴方方あなたがたには、完かん璧ぺきにドレスを着こなしていただかなければいけません」

「何な故ぜか聞いても？」

　困ると言い切る理由を僕は知りたかった。

「貴方が着るこのドレスのブランドは、私の店『アリアド』の新作。残念ながらこの国の人達にはまだまだ知名度が低いブランドですもの、貴方方には歩く広こう告こく塔とうになって私の店の売り上げに貢こう献けんしていただかなくては」

　えっ？　理由って、それ？　俄が然ぜん、ドレスを着たくなくなったのは言うまでもない。

　しばらくするとルドニーク殿下もやってきた。

　今度はバリガが黄色のドレスをあてがわれている間にルドニーク殿下に先ほど言われたことを報告すれば、笑われた。

「ユリアスは本当にブレないな。ルチャル、諦あきらめろ。彼女は利益が出ると解わかると話を聞いてくれないから」

　そう言ってから、ルドニーク殿下は蕩とろけそうな視線をユリアス様に向けた。

「逆に言えば、利益を生むと彼女が思ったってことだ。価値のある人物だと思われている証しよう拠こだ。誇ほこっていい」

　ルドニーク殿下からはユリアス様に対する愛情が溢あふれ出している気がする。

　何故本人の前でもそのゆるみきった顔をしないのか？

「せめてスーツが良かったです」

　僕の呟つぶやきに、殿下は楽しそうに笑った。

「ユリアスに言ってみたらどうだ？」

　ルドニーク殿下の一言に、僕も言うだけはタダだと思って言ってみたのだが、また何を言ってるんだというような目を向けられた。

「スーツの広告塔は殿下だけで充じゆう分ぶん事足ります。ドレスは色や型だって様々なんですのよ！　こんなチャンスは滅めつ多たにないんです！　諦めてください」

　滅め茶ちや苦く茶ちや怒おこられた。

　ルドニーク殿下を恨うらむことにしよう。

　僕は密ひそかにそう決めた。

　あの後、護衛も侍じ女じよも会場に入れないと解った時のユリアス様の絶望した顔が忘れられない。

　ドレスはまあ、着なくて良くなったのだが、僕ら護衛の二人がこの国に持ってこられた男性用の衣服は下着だから、結局女装なのだけど。

　パーティーに出なくて良くなると、ルドニーク殿下に呼び出された。

　バリガにユリアス様を任せ、僕は一人でルドニーク殿下の元へやってきた。

「パーティーの間、ユリアスは俺が護まもる。よって、お前達には別のことをしてもらおうと思う」

　さり気なく護ると言い切れるだけの力をルドニーク殿下は持っている。

　不安なんて一つもないが、貴方からユリアス様を護るのは誰だれがやるのか？　なんてことは口が裂さけても言っちゃいけないのだろう。

「何をすればよろしいのですか？」

　僕がそう言えば、ルドニーク殿下は満足そうな笑みを浮かべた。

「誘ゆう拐かいされた獣じゆう人じんの発見と救出だ」

　これがどれだけ重要な任務であるかは、馬ば鹿かでなければ誰でも解る。

「僕らに任せていただけるのですか？」

「まあ、黒幕はユリアスが『勿もち論ろん、慰い謝しや料りよう請せい求きゆういたします！』とか言ってちゃんと罰ばつを与あたえてくれるだろうからな」

　ユリアス様に黒幕を捕つかまえさせるつもりなのか？

「ユリアス様に危険はないのでしょうか？」

　思わずルドニーク殿下を睨にらみつけると、彼は笑った。

「ない。とは言えないが、絶対に俺が護る。ユリアスに何かしようなどと考えるやつが現れたら絶対にそいつを許さない」

　そう言いながら殺気を飛ばさないでほしい。

　あまりにも強い殺気に体中が震ふるえそうになる。

　そういうやつをユリアス様に見せれば格好いいと思ってもらえるのに……いや、怖こわがられてしまうか。

　とにかく、戻もどってバリガに任務の内容を伝えたのだが、すごく嫌いやそうだった。

　好きな人の婚こん約やく者しやの依い頼らいはやはり複雑なのだろう。
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　ユリアス様達がパーティーを楽しんでいる時、僕とバリガは完璧な女装でラオファン国でも有名な酒場に来ていた。

　治安はお世辞にも良くはないが、情報を集めるのであれば酒場は打ってつけだ。

「あれ？　姫ひめ様さまの護衛ちゃん達じゃん」

　そこで一番最初に話しかけてきたのは、ユリアス様の船の船長であるバハルだった。

「こんばんは」

　僕は女性の声に聞こえるように頑がん張ばって高い声を出した。

　バリガは声が滅茶苦茶低いから喋しやべることは禁止だし、僕がやるしかないのだ。

「挨あい拶さつなんていいって、一いつ緒しよに吞のもうぜ！」

　いやいや、あんたと一緒に吞むんじゃ意味がないだろう？

　僕が断ろうと口を開くよりも先に、バハルは僕の背中を押おして奥おくのテーブルに連れていった。

　その席には、船で顔を合わせた面々が数人酒を吞んでいた。

「護衛ちゃん見つけたから連れてきた」

　バハルの声にその席にいたやつらはテンション高く僕を椅い子すに座すわらせ手近にあった酒を僕の前に置いた。

　見ればバリガもすぐバハルに捕まって同じように座らされていた。

「まあ、吞めよ」

　ご機き嫌げんなバハルに僕はここから逃にげられないことを悟さとった。

「あ、あの」

　それでも脱だつ出しゆつを試みる僕にバハルはニヤッと笑った。

「どうせあんたら、仕事で来たんだろ？」

　思わず唾つばを飲み込みそうになったが堪こらえた。

「隠かくさなくてもいい。俺らも姫様に言われて来てんだからさ」

　それは、言っていいことなのか？

　バハルはおつまみのナッツを上に投げて器用に口で受け止めてから言った。

「可か愛わいいお姉ちゃん達だけで聞き込みなんて危ねぇぞ」

　いや、お姉ちゃんではない。

「情報収集は俺らに任せて、吞めよ」

　バハルの言葉に僕は目の前の酒に口をつけた。

　安い酒の美う味まい味が口に広がる。

「ほれ、食っていいぞ」

　そう言って違うやつが肉の串くしをよこす。

　バリガも無言で肉を食べていた。

　そして、楽しい談だん笑しように見せかけて情報の交こう換かんをした。

　いや、僕らが持っている情報はほぼないに等しかったから、教えてもらう一方だったけど。

　情報をもらった僕とバリガはバハル達に頭を下げてから酒場を後にした。

　ものすごいブーイングだったが、僕らの任務は囚とらわれの獣人の救出までである。

　場所が特定できたのなら、すぐに助けに行かなくてはいけない。

　こうして、僕らは敵のアジトに向かったのだった。
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　はっきり言おう。

　バハルの船の乗組員達は何者なのだろうか？

　敵のアジトだという場所に僕とバリガがたどり着くと、そこには敵だと思われるやつらをボコボコにして獣人を救出しているバハルの船の乗組員達がいた。

「よぉ！　遅おそかったな」

　そう言ったのは酒場に置いてきたはずのバハルだった。

「驚おどろいたか？　まあ、風の魔ま法ほうを使えば一っ飛びってことだ」

　世の中には、魔法が使える人間がごく稀まれにいる。

　それが、バハルなのだ。

　のらりくらりとしているのにやる時はやる男。

　すごく格好いい！

「あの、ありがとうございます」

「可愛い子に危険な任務を押しつけるのなんて、どうせ王子だろ？　あいつ姫様にしか興味ないからな。まあ、どうしても俺らに礼がしたいんなら、また近いうちに吞もうぜ」

　バハルはそう言って笑った。

　僕もこんなやる時はやる男になりたいと強く思った。
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　誘拐された獣人達を無事救い出し、黒幕と言われるラオファン国の第二王子もユリアス様に断罪されたとルドニーク殿下に聞かされた。

　だが、僕らはほとんど何もしていない。

　ちゃんと報告をすれば、ルドニーク殿下はお腹なかを抱かかえて笑い出した。

「本当に格好良かったんです。聞いてますか？　ルドニーク殿下？」

「すまない」

　そういって、ルドニーク殿下は深呼吸を数回すると言った。

「今回、こんなに早く事件が解決できたのはある意味、君達のお陰だ。報ほう酬しゆうは期待するといい」

「バハル船長達に褒ほう美びはないのですか？」

「……考えておく」

　ルドニーク殿下の言葉を信じ僕は頭を下げてその場を後にした。
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　パラシオ国に戻ってから、ユリアス様にもバハル船長達の話をした。

　何故かユリアス様は困ったような、申し訳なさそうな顔をした。

「どうかなさいましたか？」

「あっ、いえ……」

　すごく言い辛づらそうに言葉を濁にごされた気がする。

「失礼を承知でユリアス様にお願いがあるのですが……」

　僕は、ユリアス様にバハル船長とまた一緒に吞む約束をしたので、彼らに会わせてほしいとお願いした。

　ユリアス様はしばらく遠くを見つめてから慈じ愛あいに満ちた笑え顔がおで了りよう承しようしてくれた。

　なんだか、ユリアス様の様子も変な気がしたが僕はあまり深く考えていなかった。







　その日、ユリアス様に連れられてバハル船長の船に行ったのだが……。




　感想を一言で言うと、地じ獄ごく絵図だった。

「騙だまされた～！」

「噓うそだ！　噓だと言ってくれ～」

「俺の護衛ちゃん達を返してくれ～」

　泣なき叫さけぶ乗組員を見つめながらユリアス様はフーっと息をついた。

「やっぱり、貴方方が事件解決に動くなんて珍めずらしいと思いましたわ」

　何がなんだか解らず僕が首を傾げると、ユリアス様は呆あきれたように言った。

「要するに、彼らはルチャルさんとバリガさんを本当の女性だと信じて、格好つけるために率そつ先せんして事件を解決したわけです。バハル船長、作戦は成功ですよ！　ルチャルさんはバハル船長がすごく格好いいと言ってましたよ」

「男に好かれるためにやったんじゃね～よ！　クソ！」

　そう言って項垂うなだれるバハル船長を見て、何故ルドニーク殿下があの時笑ったのかが、ようやく理解できたのだった。







電子書籍特典　書き下ろし短編『暑い日に』＆キャラクターラフ







　ここ数日暑い日が続いていて、職人の皆さんがバテ気味だと気がついたのは最近のこと。

　暑すぎる職場環境では病気になってしまってもおかしくない。

　早く対策を取るために学園の図書館に来ていた。

　外に打ち水をして気温を少しでも下げる先人の知恵や、体力を回復させるスタミナ料理の本を読み、知識を詰め込んだ。




　次の日、私は職人の皆さんに熱中症対策ドリンクを作って振る舞おうと決めた。

　材料は水にハチミツ、塩とレモンといういたってシンプルな飲み物。

　これが熱中症にはよく効くのである。

　城に向かう馬車の中で護衛のルチャルとバリガに熱中症対策ドリンクを味見してもらうと好評だったが、やはり冷たい方が体温も下げられ爽快感も得られるだろう。

　できれば冷たい状態で飲んでほしいと思い、殿下に相談してみることにした。

　城に着けば、すぐに殿下の執務室に連れていかれた。

　扉の前で案内をしてくれた従者が声をかけると入室許可を告げる殿下の声がした。

　従者は扉を開くと私だけ中に促す。

　そのまま中に入れば殿下はいつものように机の上の山のような書類を処理している。

「ルド様」

　私が声をかけると、殿下は驚いた顔で顔を上げた。

「その呼び方……何をたくらんでいる？」

　呼び方一つで疑われるとは、私はそんなに信頼のおけない人間なのかと聞いてみたい気がしたが今はお願いの方が重要なので我慢した。

「ルド様にお願いがあって、お邪魔させていただきました」

　私の言葉を聞くと、殿下はひとつ息を吐き出した。

「そんなことだろうと思った。君が〝ルド様〟と呼ぶ時は何かしら裏があるからな」

　どうやら殿下には私の考えがお見通しのようである。

「では、お願いを聞いてくださいますか？」

　首を横に傾け困り顔をすれば、殿下はグッと息を詰めた。

　これはパオ様直伝の技〝可愛い角度で困り顔〟だ。

「ど、どんな願いなんだ？」

　どうやら効果覿面のようだ。

「氷をいただきたいのです」

「氷？」

　私は持参したグラスに作ってきた熱中症対策ドリンクを注ぐと殿下の机の上に置いた。

「これは？」

「差し入れですわ」

　殿下はグラスを手にとると一気に口に運び、グラスを空にした。

　躊躇いもなく口にしてくれたことに少し嬉しくなる。

「美味いな」

　殿下は穏かに口元を緩ませた。

「そちらの熱中症対策ドリンクを冷たい状態で従業員に配りたいと考えていまして、殿下のお力をお貸しいただきたく思っております」

「そうか……これで一儲けしようとしてるんじゃないのか？」

　殿下の疑いのまなざしに小さく舌打ちをしてしまったが許してほしい。

「殿下がいないと成り立たないものは商品化いたしません！」

　私が言い切ると、殿下は空のグラスを私の方に差し出した。

「おかわりを頼む」

　私は言われた通りにドリンクを注ぐ。

「ユリアスの従業員は幸せだな」

　殿下はしみじみと呟いた。

「そうでしょうか？」

「そうだろ？　雇用主がここまで気にかけてくれる職場なんて、幸せじゃないのか？」

　殿下はそう言うとグラスの縁に指先を当てた。

　すると殿下の指が置かれた部分から徐々にグラスが凍り始める。

　なんとも幻想的で不思議な光景だ。

　殿下はそれをゆっくりと味わうように一口飲んだ。

「冷やすとさらに美味いな。これでは仕方がない、力を借そう」

　殿下の言葉に安心した。

　しかし次の瞬間、目の前がくらりとして私は床に膝をついた。

「ユリアス！」

　殿下は私を横抱きにして部屋のソファに座らせてくれた。

「おい、大丈夫か？」

「はい。目眩がしただけですわ」

「目眩を侮るな」

　殿下は私の元に先ほどのグラスを持ってきて握らせる。

「飲め」

「大丈夫ですわ」

「顔色が悪い。俺を安心させるためにも飲んでくれ」

　殿下は嗜めるようにゆっくりとそう言った。

　私は逆らう気も起きず出されたグラスに口をつけた。

　爽やかな甘みと酸味が体に染み渡るような気がした。

「ユリアス、ちゃんと食事や睡眠をとっているか？」

　私はしばらく考えた。

「よくよく思い返してみれば、最近食欲が湧かなかったのですが、スタミナ料理の研究の時にでも食べればいいと思い食事を後回しにしていました」

「昨日は何時に寝た？」

「……」

　殿下は深いため息を吐くと呆れたような顔をした。

「君は少し休め」

　殿下は私の両目を右手で覆う。

　殿下の手が凄く大きいことを初めて知った。

「今、食事を用意させる。できるまで寝ていろ」

「殿下。ご迷惑をおかけしてしまい、申し訳ございません」

　私が謝ると今度は私の目を塞いでいない左手で私の頭を撫でてくれた。

「謝るな。俺からしたら目の前で倒れられる方が安心する」

「何故？」

　殿下が軽く笑ったのが解った。

「目の前なら俺が助けられる。それだけだ」

　殿下は優しい人だから、私以外の人が目の前で倒れても助けると解っているが、思わずキュンとしてしまった。

「殿下の側なら安心ですわね……」

　そう呟くと私の意識はゆっくりと眠りに落ちていく。

「あまり可愛いことを言うな。心臓が止まるかと思っただろ」

　殿下の声が聞こえた気がしたが確信は持てなかった。




　その後、私に何かしたと勘違いした護衛の二人に斬りかかられ、押さえつけたバリガを助けようとしたルチャルを思わず風の魔法で吹き飛ばしてしまったと殿下に謝られた。

　さらに、動けなくなった私の代わりに殿下が氷入りドリンクを職人さん達に届けてくれたと聞いて本当に嬉しかった。




　体調を崩して迷惑をかけてしまったが、私の代わりをしてくれる殿下を見て、きっといい旦那様になることだろうと思いながら、私は殿下へのお礼の品を考えるのだった。


ＥＮＤ













































ビーズログ文庫「婚約回避のため、声を出さないと決めました!!」試し読み版

























本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ビーズログ文庫「勿論、慰謝料請求いたします！」試し読み版
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　私には顔が良く頭の固い二十五歳の兄が一人と、美人で私と違ちがって人当たりのいい姉が二人いる。

　要するに、四兄きよう妹だいである。

　モニキス公こう爵しやく家けは貴族の中でも最高位の由ゆい緒しよ正しい家柄。兄は王子の側近候補とまで言われる優ゆう秀しゆうな人間で、公爵家に嫁とついだ長女と侯こう爵しやく家けに嫁いだ次女は社交界の宝石と言われる貴族女性達のカリスマであった。

　そんな華はなやかな兄姉に対し末っ子の私はというと、常に図書館に入いり浸びたりの本の虫で、社交界に出ることよりも知識を頭に詰つめ込みたい変わり者だ。

「女性は女性らしくマナーやファッションの勉強をしなさい」

　兄にはよく、そう言われた。

「貴女あなたもちゃんと夜会に出て素す敵てきな旦だん那な様さまを見つけなくちゃ！　そうね[image: ][image: ]おすすめな殿との方がたは……」

「アルティナに似合いそうなドレスを見つけたのよ！　どう？　パステルピンクにフリルたっぷりのドレス！　今、流は行やっているのよ！」

　姉二人は口を開けば殿方とドレスのことばかり。

　理想の女性像を押し付けてくる兄にも、興味のない話を延々喋しやべり続ける姉二人にも、うんざりなのだ。

　そんなある日、私に婚こん約やく話ばなしが持ち上がった。

　相手はなんとこの国の第二王子。

「お兄様、私に婚約なんて無理です。まだ十四歳ですし、しかも王子様だなんて……本を読む時間をとれるわけありませんわ！　悪い冗じよう談だんにしか聞こえません」

「これ以上の相手はこの国にいないのだぞ、我わが儘ままばかり言っていないで僕ぼくの言うことを聞きなさい」

　兄にケンカを売り、肩かたを摑つかまれた私はそれを振ふり払はらおうとして体勢を崩くずし転んだ。

　勢いそのままに頭を床ゆかにぶつけて気絶してしまったのは予想外だった。

　遠くで兄の焦あせる声が聞こえた気がした。







　目が覚めると心配そうに私の手を握にぎる兄と、目を涙なみだでいっぱいにした姉二人が私を覗のぞき込んでいた。

「アルティナ。僕が解わかるか？　僕のせいですまなかった」

　謝あやまる兄に首を横に振る私。

「アルティナ、痛いところはな～い？」

「アルティナ、喉のどは渇かわいてな～い？」

　心配そうな姉二人にも首を横に振ってみせた。

　若じやつ干かんたんこぶができている気がするが我が慢まんできないほどではない。

　私は口を開き喉を押さえた。

　兄と姉二人が、首を傾かしげた。

　私は首を押さえたまま、口をパクパクと動かした。

「アルティナ、お前まさか、声が出ないのか？」

　兄は絶望を顔に張り付けて呟つぶやいた。

　耳を塞ふさぎたくなる姉二人の悲鳴が部屋に響ひびき渡わたる。

　直すぐに医者が呼ばれ色々な検査をされたが一向に声が出ない……。

　いや、出すつもりがないのだ。

　私の話を聞く耳を持たない兄と姉。

　なら、会話する意味がない。

　むしろ会話は愛する読書を妨さまたげるだけなのだ。

　だから私は、本を読むだけの生活のために声を出さないと、決めたのだった。
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　私が声を出すことをやめてから、兄は気持ち悪いぐらいに優やさしくなり、姉二人は私が可哀想かわいそうだと瞳ひとみをウルウルさせる日々が続いた。

　どうしても伝えたいことがある場合は筆談になるのだが、これがまた画期的で、私が紙に言葉を綴つづる間、兄も姉達も黙だまって待ってくれるのだ。

　興味のない話は笑え顔がおで頷うなずいていればいい。

　意見を求められないって最高!!

「アルティナ……すまないが、今回の第二王子殿でん下かとの婚約はなかったことになった」

　兄が神しん妙みような面おも持もちで告げた言葉に、姉達がこの世の終わりのような顔で息を吞のんだのが解わかったが、私は眉まゆ尻じりを下げて紙に言葉を綴った。

『仕方がないことだわ。声の出ない私を妻に迎むかえるなんてあり得ないもの』

　姉達が私を抱だき締しめて咽むせび泣く。

　兄も苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。

　いやいや、全然悔くやしくも悲しくもないから。

　むしろ、歓かん喜きだから！

　私は姉達の背中を優しく撫なでながら、内心ガッツポーズをしていた。
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　婚約の話がなくなってから、私が図書館に入り浸ることに兄も姉達も口を出さなくなった。

　可哀想な私が唯ゆい一いつ気を紛まぎらわせる場所だと思っているようだ。

　可哀想ってところが失礼だが、それでいい。

　私は今、かつてないほど幸せなのだ。

　起きる、食べる、近くの図書館に馬車で移動して本を読む、日が沈しずむころに馬車で帰宅、食べる、入浴、就しゆう寝しんのサイクルで、まさに神スケジュール。

　声を出さないことが、こんなにも都合がいいものだったとは。

　それなら一生出さなくていいや。

　その時の私は、本当にそう思っていたのだ。
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　声を出さなくなって三カ月。

　兄と姉達は色々な医者を呼び、僧そう侶りよを呼び、魔ま女じよまで連れてきた。

　そう、最後に連れてきた魔女のお婆ばあ様さまだけは私が声を出さないだけで本当は声を出せることに気がついた。

『声を出さない理由を聞いてもいいかい？』

　魔女様は私に筆談で聞いてくれた。

　だから、私も筆談で返した。

『兄と姉達が面めん倒どうなので』

　魔女様は愉ゆ快かいそうに笑った。

『面おも白しろい子だね』

『そうでしょうか？　それより、もっと楽しい話をしましょうよ！　魔ま法ほうとか、薬とか興味があります』

　魔女様の話してくれたお話は本当に面白かった。

　魔法は想像力が大事だとか、この花は薬になるが根には毒があるとか。

　分厚い本のように知識溢あふれる魔女様のことを私はすぐに気に入った。

『お嬢じようさん、図書館なら王立図書館の方が蔵書が多くて楽しいと思うよ』

　魔女様が来た次の日から、私が王立図書館の本の虫になったのは言うまでもない。
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　王立図書館は城の中に入り左手に進んだ奥おくに一いつ般ぱん公開スペースとして併へい設せつされている。

　城では上階に行くにつれて警備が厳しくなり入れるエリアも変わってくるのだという。

　私の隣となりには、送ってきたものの一人で図書館に行かせることが心配になってしまった兄がいる。

　といっても、兄は王子様達の側近候補の一人として文官の仕事があるので入口までのエスコートはできない。

　ちなみに、このサラーム国の王子様は三人。

　長男で側室の子のディランダル様と、妃ひ殿でん下かの子である次男のライアス様に三男のファル様だ。

　噂うわさでは皆みな様さま優秀だと聞くが、王太子の異母弟であるライアス様と婚約なんてしていたら、お家争いとかに巻き込まれていたかも知れない。

　婚約の話がなくなって良かった。

「昼に迎えに来る。一いつ緒しよに昼食をとろう」

　兄は私の頭を撫でてから城の中に消えていった。

　兄を見送ってから、私は王立図書館の扉とびらをゆっくりと開いた。

　はっきり言って、ここは天国じゃないだろうか？

　沢たく山さんの蔵書が自分の身長の何倍もの高さで並べられていて、上段の本は本ほん棚だなに備え付けられた可動式の梯子はしごを上ってとるようだ。

　どの本を読もうか悩なやんでしまう。

　私は目の前にあった植物の図ず鑑かんを棚から引き出しパラパラと図鑑をめくった。

「お嬢さん。そんなところで読むには図鑑は重いでしょう？　こちらに座すわりませんか？」

　爽さわやかな笑顔の男の人に声をかけられて私は鞄かばんからノートを取り出し、あらかじめ書いておいた『ありがとうございます』のページを開いて見せてから頭を下げた。

　私は、驚おどろいた顔の彼かれの座っている席から二人分のスペースをあけて座り、図鑑のページをめくった。







　お昼になり、そろそろ兄が来るころだと思い本を棚に戻もどした。

　見れば新参者の私が珍めずらしいのか、すれ違う人にチラチラ見られている気がする。

「お嬢さん、食事を一緒にいかがですか？」

　さっき席をすすめてくれた爽やかさんが私の前に立ちはだかった。

　私はノートに『兄が迎えに来るのでごめんなさい』と書いた。

　私が文字を書く間、彼はニコニコしながら私を見つめている。

「僕の妹に何か用か？」

「へ？　ユーエン様？　えっ？　妹？」

　そこに現れたのは兄だった。

　兄の顔を見た爽やかさんの顔が青い。

『お兄様、この方に優しくしていただきました』

　簡単に書いて兄に見せると、兄は口元をヒクヒクさせて爽やかさんを見た。

「ひっ！」

「僕の妹に何をしたって？」

「席をすすめただけです」

「アルティナ、本当か？」

　私はコクコクと頷く。

「アルティナ、世の中には爽やかな顔をしていても頭の中はいやらしいことしか考えていない男も沢山いる。こういう男に安易に近づいてはダメだ」

　えっ？　そうなの？　兄の後ろで首をプルプル振っている、その爽やかさんが危険人物なの？

「いいか？　安易に男に近づかないと約束してくれるな？」

　私がここで否定すれば後々面倒臭くさくなることは解っているので、素す直なおに頷くことにした。

「いいこだ」

　最近兄はよく柔やわらかい笑顔を作る。

「誰、あれ」

　爽やかさんから小さな呟きが聞こえたが、私は聞こえなかったことにして兄に肩を抱かれてその場を後にしたのだった。







　兄が連れてきてくれたのは城で働く人達用の食堂で、下は平民の騎き士しから上は宰さい相しよう様まで、同じ食堂を使うのだという。

　興きよう味み津しん々しんに中を見渡し足を踏ふみ入いれると、さっきまでガヤガヤと煩うるさいぐらいだった食堂が、空気がはりつめたようにシーンと静まり返った。

　余所者に厳しいとはこのことか？

「ユーエン様！　デートでしたらこんな小こ汚ぎたないところに連れてきてはダメでしょうに」

　食堂の調理場から目つきの鋭するどいおじ様が慌あわてたように頭を出してそう言うと、兄は呆あきれたように返した。

「いや、妹とデートなどしない」

「い、妹!?」

「ああ、末の妹だ。アルティナ、こちらはこの食堂の料理長だ」

　私は丁てい寧ねいに頭を下げた。

　料理長さんは慌ててコック帽ぼうを取ると私に頭を下げてくれた。

「妹は今、声が出ないから挨あい拶さつは会え釈しやくですまない」

　兄の言葉に料理長さんが啞あ然ぜんとするなか、兄はメニューを眺ながめて呟いた。

「アルティナ、何を食べる？　ハンバーグ定食か？　ポークジンジャー定食か？　肉Ａセットもあるぞ」

　兄よ……聞いているだけで胸焼けしそうです。

「ユーエン様、女性にそのメニューはヘビーですぜ」

「？　……だからここは女性が少ないのか……」

　兄は困ったように顎あごを撫でた。

　私はノートに『お兄様が手伝って下さるなら何でも食べられます』と書いて見せる。

「そうか？　では……」

　そんな様子を見ていた料理長さんは胸を強く叩たたくと言った。

「ユーエン様、俺にお任せくだせい！　スペシャルランチを用意いたしやす」

「だが」

「任せてくだせい」

　兄は呆れたように一つ息を吐はくと肉Ａセットとスペシャルランチを頼たのんでくれた。

　暫しばらく待つと、兄の前に茶色い肉の山の横に大量のパンが乗り小さなスープがついたトレイと、私の前にお肉のはさまったサンドイッチにサラダ、そしてスープにデザートのプリンがついたトレイが出てきて驚いた。

　兄の何ど処こにあの量がおさまるのだろうか？

　家ではここまで食べないが、仕事中はこんなに食べていたのか。

「アルティナ、そんな量で足りるのか？　僕のを分けてやろうか？」

　私はプルプルと首を横に振った。

　充じゆう分ぶんな量である。

　私は料理長さんにもう一度頭を下げてから、あいている席を探す兄を追いかけた。

　席につくと、手をくみお祈いのりをする私を気にするそぶりもなく、兄は大きく口を開けて肉を頰ほお張ばっている。

　私もサンドイッチを手にとると、思いきって口を開けて頰張った。

　今まで食べたことのないジューシーなお肉が口いっぱいに広がりワイルドな味がした。

　サラダにはゴマを使った濃のう厚こうなドレッシングがかかっている。

　スープにも野菜が沢山入っていて、プリンにたどりつくころには大分お腹なかが苦しい。

　まあ、デザートは別腹なので食べきったけど。

　ああ、幸せだ。

　夢中で食べていたから気がつかなかったが、ここでも何な故ぜか無茶苦茶見られていた。

　うそ、顔にソースでもついているのだろうか？

　慌てて兄を見ると、むしろ兄の口にソースがついていた。

　兄のこんな顔、見たことがない。

　なんだか微笑ほほえましくて口元が緩ゆるんでしまう。

　私はハンカチを取り出すと兄の口元を拭ぬぐってあげた。

「ああ、すまないな」

　私は笑ってみせた。

　貴重な兄の姿を見られたのだ。

　なんだか得した気すらする。

　私はノートを取り出して『私の口元は大だい丈じよう夫ぶですか？』と書いて見せた。

「ああ、大丈夫だ」

　兄はそう言って笑顔を向けてくる。

　私は安心して、今度はノートに料理長さんへのお礼の言葉を書き始めた。

『美お味いしいランチをありがとうございました。どれもとても美味しくて食べ過ぎてしまいました。幸せをありがとうございます』と書いて兄を見ると、私が書いた文字を見て一つ頷いてくれた。

　兄がトレイを返へん却きやくしてくれている間に料理長さんにノートをちぎって手渡したら泣かれた。

「か、家宝にしやす!!」

　大おお袈げ裟さだ。

　だが、喜んでくれたのならいいや。

　兄に連れられて料理長さんに手を振ってから食堂を出ると、ドッと騒さわがしくなったのが解った。

　もしかして私の存在は、迷めい惑わくだったのではないだろうか？







[image: ]




　僕には自じ慢まんの妹が三人いる。

　長女リベリーは二十三歳さいでナイトブルーの髪かみにスカイブルーの瞳ひとみ。妖よう艶えんななかにも可愛かわいさを持つ美人で公こう爵しやく家けに嫁とついだ。次女ラフラは二は十た歳ちでスカイブルーの髪にエメラルドの瞳。美しくも気の強そうな容姿で、侯こう爵しやく家けに嫁いだ。

　二人は社交界の宝石と呼ばれるほどの美人で、結けつ婚こんした今でも異性からの関心を集めている。

　そして、三女のアルティナはアメジストの髪にラベンダーの瞳。外に出たがらない引きこもりのせいか、日に当たらない肌はだは陶とう器きのように白く儚はかなげな雰ふん囲い気きを持つ。

　壊こわれ物もののように見えるが、しっかり自じ我がを持つ女性だ。

　アルティナは本にのめり込み社交界に出るつもりがない。

　やれ、お腹なかが痛いだの頭が痛いだのと誰だれでも解わかるような噓うそをつき、社交会場まで行ったとしても人波に酔ようと言って馬車から下りず本を読むような彼女に異性との出会いなど、どうやって見つければいいのか？

　そんな時、第二王子の婚こん約やく者を探していると国王陛下から話があった。

　アルティナは王子より二歳年下でちょうどよい。上の妹二人のように美しい女性なのだろうと言われ、当然のように頷うなずいてしまったのが運のつきだった。

　とんとん拍びよう子しに話を取り付けられてしまい、アルティナには悪いが婚約はもはや決まったようなものだった。

　第二王子がどんな性格かと聞かれたら、脳筋と答える。

　今二十五歳の僕と同い年の第一王子の方が文武両道でアルティナを幸せにしてくれそうなのだが、残念なことに第一王子は生まれた時から決められた婚約者がいる。

　十四歳の第三王子は甘あまえたいだけのお子様だから論外だ。

　どうにか第二王子から第一王子に婚約相手を変えてもらえないか国王陛下にお伺うかがいを立てようと思っていた。

　結婚とは女性の幸せだ。

　早くいい男と結ばれて、妹達には幸せに暮らしてほしい。

　あの時まで、僕はそう思っていたのだ。







　アルティナが何不自由なく暮らすために王族との婚約を実現したかった。

　言い聞かせようと肩かたを摑つかめばアルティナは僕を睨にらみつけ、その手を振ふり払はらった。

　妹のあんな顔を初めて見た。

　床ゆかに頭を打ちつけてしまい、意識を失ったアルティナを見て血の気が引いた。

　幸せにしたかった大事な妹を、僕は何の考えもなしに傷つけてしまったのだ。

　心も、身体からだも。

　目を覚ましたアルティナは、喋しやべることができなくなっていた。

　医者が言うには、ストレスが原因のため、それを取り除くのが一番だそうだ。

　それなのに、あろうことか国王陛下は、アルティナが声を出せなくなったことを聞くと第二王子との婚約はなかったことにしてほしいと言ってきた。

　その事実にアルティナは仕方がないと筆談で伝えてきたのだ。

　それからというものアルティナは毎日本を飽あきるまで読んだ。

　そして、僕が帰ると柔やわらかな笑え顔がおを向けてくれる。

　妹達の中でも一番美しいアルティナが結婚できないなんて考えもしなかった。

　……いっそ、僕が一生養えばアルティナは幸せになれるかも知れない。

　誰にもアルティナを任せる必要なんてない。

　僕がアルティナを幸せにすればいいんじゃないか？

　僕のせいで声が出なくなったのだ。

　僕が責任をとるのは当たり前だ。

　そう思った。

　だが、アルティナは美しいのだ。

　王立図書館に興味を持ったアルティナを連れていった日、入口でアルティナを見かけた数人の同どう僚りように、紹しよう介かいしてほしいと詰つめ寄よられた。

　昼食をとるため迎むかえに行けば、いつもは図書館にいない男達がアルティナを見ようと本ほん棚だなの隙すき間まからチラチラと様子をうかがっていた。

　食堂に連れていけばアルティナの美しさに大半の人間が言葉を失う。

　これは、どうしたものか。

　午後は出会う男出会う男、皆みなにアルティナのことを聞かれた。







「大変そうだねユーエン」

　僕の仕事場である第一王子の執しつ務む室しつに行けば、王子のディランダルはそう切り出してきた。

「妹は美しいですから」

　僕がそれだけを言えば、デイランダル王子は苦笑いを浮かべた。

　本当は彼にもらってほしい。

　文ぶん武ぶ両りよう道どう、性格も穏おだやか。

　白に近い金きん髪ぱつにアクアマリンの瞳を持った美び丈じよう夫ふ。

　それに、僕の親友だ。

　だけど残念ながら彼には既に婚約者がいる。

「アルティナが喋れなくなったのは僕のせいだ。だから僕が幸せにする」

　驚おどろいた顔のディランダルはゆっくりと柔らかく笑った。

「そうか。困ったことがあったら何い時つでも相談しなさい。力になるから、ねっ親友」

「悪いな親友」

　僕らはクスクスと笑い合った。

　こんな男だから彼にアルティナを預けたかったのだが、今はそれを言う資格などないと僕は口を閉じるのだった。










勿もち論ろん、慰い謝しや料りよう請せい求きゆういたします！ ３




【電でん子し特とく典てん付つき】
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